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「じゃ、さっそく準備に移るか」

　かつての仲間、ジラートが待つファルニッド獣じゅう連れん合ごうへ向かうことにしたシン一行は、各自支し度たくに取りかかる。といっても、この店舗──月の祠ほこらを丸ごと持っていくので、ほとんど準備らしい準備はいらなかったりするのだが。

　エルフのティエラは、外出に適した服を見み繕つくろいに部屋へ戻り、エレメントテイルのユズハは、子こ狐ぎつねモードでシンの頭上に待機。

　ハイエルフのシュニーが、シンに振り返って言った。

「私は依頼の方を完かん遂すいしてまいります。念のため、食料や備品を買っておいてもらえますか？」

「あいよ。こっちは軽く剣を打った後で冒険者ギルドに行くから、そのついでに買っておく」

「ギルドに行くのですか？」

「ああ。シュニーはまだ、スカルフェイスの件でしばらく別行動だろ？　だから俺はファルニッド方面に向かう依頼でも受けて、ついでにランクアップに励はげもうかと思ってな。いつまでもＧランクってわけにもいかんし」

　ギルドに入っていつまでも最低ランクというのは、世せ間けん体ていも含めあまりよろしくない。

　たいした実力がない者でも、長くＧランクにとどまるケースは希まれだと知っていたので、せめてＦにしておこうと思ったのだ。

　スカルフェイス討とう伐ばつも依頼ではなかったので、シンの依頼達成率は未だ０ゼロなのである。

「わかりました。合流場所はどうしますか？」

「依頼の進行状況で決めよう。メッセージカードも、もう互いに飛ばせるしな」

「でしたらパーティを組みましょう。そうすれば音声チャット機能が使えます。メッセージより楽ですよ」

「え、マジで!?」

　シュニーによると、同じパーティとなった相手とのみ、音声チャットが使えるらしい。今では心で話すと書いて、【心しん話わ】と呼ばれているのだとか。

「すぐに使えるようになるのは、我々旧世代だけですけどね。ティエラのような、『栄えい華がの落らく日じつ』以降に生まれた新世代の人たちは、互いに信頼が置けるくらいにならないと使えないと聞きますが、それもどこまで本当かはわかりません」

「新旧入り交じってるパーティだとどうなるんだ？」

「旧世代のみ使えるようです」

　どういう原理かもわかっていないので、話せるようになる正確な条件も不明だそうだ。

　新世代の場合、ある日突然使えるようになるらしい。もちろん、パーティを解除すると使えなくなるが、再度パーティを組めば、経験者はすぐに心話での通信が可能となる。

「ってことは、すぐに使えるのは俺とシュニーだけか」

「ユズハもシンとおはなしできるよ」

　頭上から可愛らしい声が降ってきた。

「ユズハの場合は、シンの調教師テイマーの能力と、ユズハ個人の資質によるものだと思いますので、あまり公表しない方がいいと思います。それと私たちの言うパーティと、ギルドでのパーティは別物ですので、そこも覚えておいてください」

「どういうことだ？」

「ちがうの？」

　シンとユズハがそろって疑ぎ問もんを口にする。

「ギルドのパーティは、ギルドで登録して初めてパーティとして認められます。ですが私やシンのような旧世代のパーティ編成システムは、一般の方には認識できないメニュー表示を介かいして行われます。つまり私たちは、二重のパーティを組むことができるのです」

　そもそも、メニュー画面を開けるのは『栄華の落日』以前から生きる者に限られるらしい。

　新世代の場合、スキルやアーツの明確な説明文を読むことはできず、何となく使い方がわかるだけだとか。

「新世代はギルドカードなしだと、自分のステータスのうち、レベル以外はおおまかにしかわからないんだっけか。でも結局、ギルドで認められるのはギルドで組んだ方のパーティなんだろ？　旧世代バージョンのパーティ編成の利点は何だ？」

「やはり心話が使えることに尽きるでしょう。この世界では、長距離通信をできる相手が多いと、それだけで重ちょう宝ほうされるのです。メッセージカードを持ってる人間なんて、ほぼいませんからね。どの国でも、心話の使える人は優遇されています。それは冒険者でなくてもです。戦えれば言うことはないですが、そうでなくとも、パーティを組ませて各地に派遣すれば、いち早く情報を得ることができますから」

「なるほど、心話の使えるやつは手元に置いておくだけで、価値があるわけか」

　この世界の情報伝達方法は、早はや馬うまや馬車による手紙の配達などだ。情報の伝わる速度は心話と比べられないほど遅い。

　シュニーの話では、心話の使える新世代は冒険者全体のほんの一ひと握にぎり。旧世代も数を減らしている今、その価値は計り知れないものになっていた。

「くぅ～？　それってすごいの？」

　ユズハが尻尾しっぽを揺らしながら尋ねる。

「ああ、すごいぞ。なにせ思ったことを離れたところにいる相手にすぐ伝えられるからな。怪け我がして動けないときに助けを呼んだり、大事な情報をすぐに教えたりできる」

「くぅ！　シンがこまったらユズハがたすける！」

「そのときはよろしくな。ユズハも困ったら俺を呼ぶように」

「わかった！」

　情報伝達が早いことの利点を納得できていなかったユズハも、シンの言葉でなんとなくすごいということを理解した。完全に、とまでは言えないあたりがまだ子どもである。

「今のところ新世代と旧世代で心話を使えるようになるには、ギルドのパーティを組んでいないといけないようです。ギルドに登録していない一般人とは、一部を除いて心話は使えません。なのでもし時間があれば、ティエラも冒険者として登録しておくといいかもしれませんね」

「そうだな。じゃあギルドに一緒に連れていくか」

「よろしくお願いします。この50年で基礎的な戦い方は仕込んでありますから、素人しろうとよりは動けるはずです」

「え、お前が仕込んだの？」

　先日、亡ぼう霊れい平へい原げんで共に戦ったヴィルヘルムが言っていた。シュニーに稽けい古こをつけてもらったことがあると。そして一方的にボコられたと。

「はい、それがなにか？」

　シンがなぜ驚いているのかわからないというふうに、小さく首をかしげるシュニー。

　そのあまりにも自然な動作はシンの男心をくすぐった。どうにかそれが表情に出ないよう、意識を保たもつ。

「大丈夫だったのか？」

「ええと、おっしゃる意味がわからないのですが……」

　シンの脳のう裏りに浮かんだのは、スパルタ指導をしているシュニーの姿。かなり厳しそうなイメージがあるのだ。

「シンが何を想像したのかは知りませんが、やったのは基礎訓練だけですよ。私がいれば結界の外に出ても大丈夫でしたので、時間のあるときに教えたんです。レベルこそ低いですが、そこらの冒険者よりは優れた動きができるはずです」

　シンが何を想像したのか読み取ったらしいシュニーが、少し不機嫌そうに言う。

「いや、その、悪い。ちょっと指導が厳しいみたいなことを聞いたもんだから、つい」

　こういうときは素直に謝る。それが鉄則だ、とは現実世界の母の言である。ついでに、謝らないと立場が悪くなるぞ、というのが父の言だ。

　シュニーとのやりとりで、なぜかそんなことを思い出してしまった。

「では、簡単な頼みごとを聞いてもらうということで、手を打ちましょう」

「ああ……わかった」

　にっこりと笑うシュニー。万民を虜とりこにしそうな笑顔が、今のシンには少し恐ろしい。

　一体何をさせられるのかと憂ゆう鬱うつな気分になってしまうのだった。
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　シュニーが買い出しに出てすぐ。

　シンはユズハを連れて鍛か冶じ場ばに来ていた。

「さて、やるか」

　アイテムボックスから何の加工もされていない鉄のインゴットを取り出す。粗そ悪あくではないが良質でもない、普通と言っていい代しろ物ものだ。

　打つのはこれまた一般的なロングソード。もちろん鍛たん造ぞうだ。

　鋳ちゅう造ぞうの方が楽だし早いのだが、こればかりは譲れない。もとより儲もうけなど度外視しているので、やりたいようにしかやったことはないのだが。

「これが剣になるの？」

「ああ。危ないからあまり近寄るなよ」

　ユズハに離れているように言ってから、ロングソード作りを始める。なんだかんだで５年以上続けているせいか、この世界に来てからも問題なく体は動く。

　鉄を熱し、ハンマーで打つ。カンッ、カンッと金属を叩く音が鍛冶場に響き、シンクロするようにユズハの尻尾がピクッ、ピクッと小さく動く。

　ゲームではインゴットのどこを打っても──よほど隅すみっこでなければ──同じだったが、現実となった今ではそうはいかない。

　だがシンには、どこを打てばいいのかがなんとなくわかった。スキルの恩恵だろう。

　本当の職人もこういう感覚を持っているのかなと思いながら、さらにハンマーを打ちすえていく。

「すごーい！」

　見る見るうちに形を変えていくインゴットを見て、ユズハが歓声を上げた。普通の鍛冶師がいれば呆ぼう然ぜんとしてしまうような速度だ。

　そんなに早くて大丈夫なのかと思うだろうが、当然大丈夫ではない。ただ早く打つだけでは粗そ悪あく品ひんしか生産できない。

　それを解決するのがシンの持つ【鍛冶】スキルだ。

　製作者の意図した形状、性能、そういったものを反映しつつ製作速度を上げる。現実世界では再現不可能な反則技能である。

　もちろん鍛冶スキルだけでどんな武器でも作成できる、というわけではない。魔術を付ふ与よするなら魔術スキルが必要だし、素材によっては【調合】や【錬金】スキルも必要になってくる。

　生産職につく者は何かを究きわめようとすると、必然的に他の生産業も身につけなければならなくなるのだ。

「まずは１本」

　ちょっとした訓練のつもりで作った剣を見る。刀とう身しんしかないが、それは何の変哲もないインゴットから作ったとは思えない出来栄えだった。

　鍛冶場の入り口から射してくる光を反射して輝く刀身、それを覆おおう仄ほのかな白い光。刃の鋭さは言うまでもない。素人が扱ってもそれなりの戦せん果かが挙げられそうな一品である。

「……少し、気合入れすぎたな」

　試験的に打ったのだが、明らかに店頭に置くだけで騒ぎになりそうな品になってしまった。

　これを普通のロングソードですとは、とてもじゃないが言えない。魔術付与がなされている時点で、希レ少アか特殊ユニーク級に分類されてしまう。

　世間的には、魔術付与された剣は、付与された魔術によって魔剣、聖剣と呼ばれることもある。

　この世界では伝説レジェンド級以上の武器を持っている者がほとんどいないので、そういった剣の等級は、希レ少アか特殊ユニーク級の場合がほとんどだ。

　ただ単に伝説レジェンド級以上の武器が、最初から魔剣以上の性能を持っているので、そもそも魔術付与をする必要がない、という理由もあるが。

「しっぱい？」

「いや、失敗じゃないが、売り物にはできないってとこだな。王国の武器屋にも、魔術付与された剣なんてそう何本も置いてなかったし」

　ないわけではないが、希少なのだ。しかも手を抜いたとはいえ、シンが打ったものは、そこらの魔剣とは性能が違う。

　武器屋で買える平均的な性能の魔剣が、ロングソードを２本纏まとめて切れるとしたら、シンの打った魔剣は４本はいける。ともすれば低級の魔剣だって切れるだろう。

　伝説レジェンド級とも打ち合える剣が作れるシンの腕は、伊だ達てではない。

　とはいえ、今回はそれが仇あだになった。この世界の鍛冶とゲーム時代の鍛冶の違いが、武器に表れた形だ。

「なんとなく勘は掴つかんだ。次か、その次くらいでいけるはず」

　無意識に行っていたであろう、鍛冶スキルによる性能アップをしないように意識しつつ、次々にロングソードを作っていく。

　宣言通り２本目で多少性能が良い程度になり、３本目で普通の性能になった。既製品と同じというのも癪しゃくだったので、２本目と同じくらいの性能で量産する。

　１時間ほど打ち続け、ある程度数がたまったので終わりにすることにした。

　ユズハはその間、特に騒いだり動き回ったりせずに、ずっとシンと出来上がっていくロングソードを見ていた。時間を忘れるほど面白かったらしい。子ども特有の集中力というやつかもしれない。

「そろそろティエラも準備が出来たかね」

　鍛冶場から出てリビングへ向かう。実はティエラが部屋から出てくる気配を察したこともあって、切り上げたのだ。

「あ、シン。ごめんね、こんなに待たせちゃって」

「別にいいって。こっちはこっちで剣打ってたし」

「自分でもこんなに時間がかかるとは思わなくって。久しぶりすぎて、何を着ていけばいいかわからなかったのよ」

　ティエラの言い分もわからなくはない。なにせ人の多い場所に行くのは１００年ぶりくらいになるのだ。着る物一つとっても迷うのは仕方がないだろう。

　冒険者ギルドに登録するというのは伝えてあったので、動きやすい服装にしたのか、ティエラが着ているのは狩人かりゅうどのような服である。

　スパッツ（のようなもの）とロングブーツという組み合わせに、上は薄緑色のジャケットと黒いインナーだ。体にフィットするデザインなので、ティエラのボディラインがはっきりとわかる。

　これがエルフの定番なのかもしれない。

　武装はしていないように見えるが、カード化して隠してあるらしい。エルフに多い、短剣と弓に魔術を合わせた戦闘スタイルのようだ。

「さて、じゃあ行くか」

「ええ、少し急ぎましょう」

「くぅ」

　ユズハを頭に乗せたシンがまず、店の外に出る。空は晴天。暖かい日差しが２人と１匹に降り注いだ。

「は～、やっぱり外はいいわね」

「ああ、いい天気だし──なっ!?」

　何気なく返事をしてティエラの方へ顔を向けたシンの視界に、衝撃的なものが映った。

　双球である。

　いまだかつて見たこともないほどの、見事な双球だった。

（すごいな……）

　単純に言ってしまえば、ティエラが日差しを浴びながら伸びをしただけだ。だが、腕を上げ大きく背を反そらせば、自然と胸を張ることになる。

　普通にしていてもその大きさがわかるスタイルの持ち主だけに、それが強調された今の姿勢は、シンの視線を釘くぎ付づけにするほどの威力があった。

「ふぅ、さ、行きましょうか」

「そうだな」

　胸をガン見していたことを悟られぬよう、努めて平静を装うシン。「俺は何も見ていない、見ていないとも」と全身で語る。

　そんなシンの隣となりを歩きながら、ティエラがぼそっと呟いた。

「それで、私の胸の感想は？」

「いやマジ眼ぷ────はっ!?」

　男のチラ見は女にとってガン見と同じだという。それが本当かどうかは男であるシンにはわからないが、少なくともティエラには気づかれてしまったようだ。

「買い物代はシン持ちね。あと、さっきのはさすがに見すぎ」

「悪かったよ。はぁ、高くついたな……」

「乙女の胸を無遠慮に凝ぎょう視ししたんだから、当然よ」

　してやったりというティエラの笑顔に苦笑いするしかないシン。狙ってやったのかはたまた天然か、真相はティエラだけが知っている。

「くぅ？」

　そんな２人のやりとりを、ユズハが首をかしげながら眺めていた。
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　月の祠を出てしばらくすると、ベイルリヒト王国の街の入り口にたどりつく。空すいている時間帯なのか、人通りはそれほど多くない。

　門をくぐって中に入ると、ティエラがきょろきょろしながら周囲を見回していた。

「うわぁ、すごい人の数。いつもこんなにいるの？」

「いや、今は少ない方だな。朝とか夕方になると、この倍くらいはいるぞ」

「これで？　混んでるときが想像できないわ」

　ティエラは、初めて遊園地に来た子どものように目を輝かせていた。

「店に来た人が言ってたことって本当だったのね」

　商品を買いに来る冒険者からいろいろと話を聞いていたらしい。

　店から出られない身では想像するしかなかったが、実際に見て触れられるようになったことで彼らの言っていたことが嘘でなかったと実感できたようだ。

「あんまりはしゃいで迷子になるなよ？」

「そ、そんなにはしゃいでは……ない、わよ」

　自覚があるのだろう。口では否定しているが、出てくる言葉は少々弱々しい。

「先に登録と買い物だけ済まそう。残った時間で何をするか決めればいい」

「そ、それもそうね。じゃあさっそくギルドに行きましょ」

　観光という言葉に惹かれたのか、シンの手を掴んでずんずん歩いて行くティエラ。

　以前「人混みは怖い」と言っていたのはなんだったのか、という勢いで、大通りを突き進んでいく。

「ちょっ！　急ぐのはいいけど、ギルドがどこにあるか知ってるのか？」

「あっ」

　知らなかったようだ。ぴたりと足を止め、周りに視線を飛ばしている。

「こっちな」

















「……うん」

　さすがに指摘されたのが２度目とあっては、ティエラもおとなしくなった。案内するシンに手を引かれ、通りを歩く。

　慣れている者からすれば空いていても、慣れていない者にとってはそうとは言えない。

　少なくともティエラからすれば、少しの間目を離しただけでシンを見失ってしまうくらいには、人通りが多かった。

　歩く人にぶつからないように注意しながら、特に人の多い交差点に差し掛かったとき、ふと前から歩いてきた男女を見て、ティエラは今、自分がどういう状況なのかに気づいた。

（手、つないだままだ……）

　１００年ぶりの外の世界ということで舞い上がっていたせいか、今の今まで、自分が異性と手をつないで歩いていることに意識が向かなかった。

　大きさが違うので、ティエラの手はシンの手に包まれているような状態である。

　自分のものとは違う、少しごつごつした大きな手。

　その中にある自分の手を見ていると、なんだか顔がほてってくるような気がした。

（男の人、なのよね）

　店番をしている以上、男性と話をしたことがないわけではない。だが、触れられたのはいつ以来だろうか。

　自分でもよくわからない感情を持て余しながら、ティエラは足を動かしていた。




「ほら、あれが冒険者ギルドだ」

「大きいとは聞いてたけど、ほんとに大きいわね」

　人混みを抜けると一ひと際きわ大きな建物が見えてくる。

　歩いている人も必然的に冒険者が多くなるなか、やけに自分たちに向けられる視線が多いとシンは訝いぶかしんでいた。

「なんか、俺たち見られてないか？」

「うん、確かに」

　すれ違う冒険者──ほぼすべて男──から、敵意混じりの視線を向けられている理由がわからないシン。何かおかしなところがあったかと自分の状態を確認して、気づく。

「あ、手つなぎっぱなし」

　ただでさえ、ティエラは美人なのだ。そんな相手と手をつないで歩く男というのは、当然やっかみの視線にさらされるものである。

「悪い、人通りの多い通りだと、はぐれるんじゃないかと思ってな」

　慌ててティエラとつないだままだった手を離す。

「あ……」

　そのとき、ティエラの口から微かすかに残念そうな声が聞こえた気がしたが、それは自意識過剰だろうと、聞こえなかったことにした。

「さて、じゃあとっとと登録するとしよう」

「そ、そうね。そうしましょう」

　若干焦あせり気味のティエラを伴ともなってギルドに入る。朝と昼の中間の時間帯だからか、ギルド内もそれほど人は多くない。受付には職員のセリカとエルスの姿が見える。

　シンとティエラが歩み寄ると、それに気づいた２人がそれぞれ違った反応を見せた。

　セリカは少しむっとした表情になったが、エルスは一瞬とても驚いた顔をした後、すぐに喜びを爆発させた。

「ティエラ！」

　名前を呼ぶと同時にエルスはカウンターを飛び越えて、一直線にティエラに駆け寄り、そのまま抱きしめる。

「わっ、エ、エルス!?」

　突然の抱ほう擁ように驚くティエラだが、相手がエルスだとわかると安心したように体から力を抜いた。

「ちょっとエルス、苦しいよ」

「ああ、すまない。言こと伝づては読んだけど、本人を前にしたら我慢できなかったんだ」

　目尻に涙を浮かべながら、エルスは優しくティエラを抱き直す。

　突然の事態に周りにいた冒険者も目を丸くしていた。エルスがここまで感情を露あらわにすることは滅多にないのだ。

「本当はすぐに会いに行きたかったんだけど、ギルドが今、少し立て込んでてね。抜けられなかったんだ」

「母親じゃないんだから、心配しすぎよ」

「何を言う。エイレーンの娘なら私の娘も同然だよ」

　本当の母と娘のように抱擁を交かわすティエラとエルス。

　そんな２人をよそに、セリカがシンに話しかけた。

「シン様。あちらの方はどういったお知り合いなんですか？」

「ちょっと縁があって一緒に旅をすることになったんです。ついでに冒険者登録もしておこうってことになりまして」

「恋人のように手をつないでいたと聞きましたが？」

「馬鹿な！　何故それを!?」

　情報伝達があまりに早く驚くシン。まさか、心話が使えるやつに見張られていたのか！　と警戒してしまうが、実は何のことはない。偶然シンの顔と名前を知っていた冒険者が２人を見かけ、依頼を受ける際に愚ぐ痴ちっていたのをセリカが聞いただけである。

「美人ですからね。男性なら仕方ありませんよね」

「あの、なんか言葉に刺とげがありません？」

「いえいえ、そんなことはありませんよ」

　いやあるだろ、と言いたいシンだった。

　そんなやりとりを続けていると、さすがに自分たちが注目されていることに気づいたティエラたちがこちらにやってきた。

「なんで他人みたいに離れてるんだ」

「あら、感動の再会に水を差すわけにはいかないでしょう？　それに飛び出していったのはエルスですよ」

「」

「まあまあ、２人とも。とりあえずティエラの登録をして欲しいんだが」

　するとセリカもエルスも職員の顔に戻り、軽く頭を下げた。

「あ、申し訳ありません。お恥ずかしいところをお見せしました」

「私も本人に会いに行きたかったから、つい」

　よほど嬉しかったのだろう。エルスの目はまだ少し赤い。どうやらティエラの母親とも知り合いだったようだから、喜びは一ひと入しおだろう。

「えっと、どうすればいいのかしら」

「登録なら私が受けもとう。もともと新規登録は持ち回りだしね」

　そう言うとエルスは、ティエラを連れて２階に上がっていった。シンのときのように、書類の記入と説明をするのだろう。

「さて、俺は依頼を見に行きますか」

「あ、シン様。申し訳ありませんが、少々お時間をいただけますか？」

「俺ですか？　かまいませんけど」

　ファルニッド方面の依頼を見に行こうとしたシンに、セリカが声をかけた。どうやらシン個人に話があるようだ。

　続けてギルドカードを出すよう言われたので、シンはアイテムボックスから取り出してセリカに渡す。セリカはそれを複雑な印の刻まれた、盆のような物の上に置いた。

「一体何を」

　シンが何をしているのか疑問に思っていると、透明だったギルドカードが黄色に染まった。

「はい、これでランクアップは終了です。今日からシン様はＥランクです」

「はい？」

　唐とう突とつなランクアップに、気の抜けた返事をしてしまうシン。

　なにせシンは現在依頼達成率０パーセントの男。

　ギルドの評価でいえばランクアップどころか、同じＧランクの新人にすら負けているのだ。なのに突然Ｅランクになるなど、予想外にもほどがある。

　そう言えば、セリカから受けた説明の中に、ランクによるカードの色分けの話があった。

　SSが金、Ｓが銀、Ａが黒、Ｂが白、Ｃが赤、Ｄが青、Ｅが黄、Ｆが緑、最下級のＧは半透明となるらしい。

「えっと、俺まだ達成した依頼がないんですけど、なんでランクアップなんですか？」

「確かにシン様の正式な依頼達成率は０パーセントです。ですがスカルフェイスの上位個体および、大量発生したスカルフェイスの討とう伐ばつという実績があります。我々ギルドの調査でシン様の報告が事実だと判明しましたので、その報ほう酬しゅうの一部としてシン様の昇格が決まったんです。Ｅランクではありますが、あと１回依頼を達成すれば再度ランクアップする状態ですので、ほとんどＤランクのようなものですが」

「なるほど、でもなんでそんな中途半端な状態に？」

「あまり大幅なランクアップは、他の冒険者の方の目にはよく映りません。私個人としてはＡランクでもいいと思うのですが、そういった軋あつ轢れきも考えて、今回のような形になったんです。もちろん報ほう奨しょう金きんも出ております。以前お借りした宝玉も一緒にお返ししますので、少々お待ち下さい」

　シンにギルドカードを返したセリカは、一いっ旦たん受付の奥にある部屋に入り、５分と経たないうちに戻ってきた。その手には鈍く光る宝玉と袋が握られている。

「こちらが例のスカルフェイスの宝玉で、こっちの袋に入っているのが報奨金のジュール金貨２５０枚です」

　使い勝手も考えて、金貨で持ってきてくれたようだ。白金貨などは日常生活で使うことはない。なにせ白金貨１枚で10年以上遊んで暮らせるのだ。

　冒険者から見てもかなりの大金を前にして、シンはふと思ったことを口にした。

「ちょっと聞きたいんですが、いくらか払うので、ティエラのギルドカードを急いで作ってもらうことってできます？」

「ギルドカードを、ですか？　そうですね。急げば今日のお昼には出来ると思いますが」

「じゃあそれでお願いします。ちょっと遠出することになったので、なるべく早く出発したいと思いまして」

「わかりました。では報奨金は、金貨２００枚ということでよろしいですか？」

「かまいませんけど、んなにもらっていいんですか？」

　金貨50枚が引かれただけでも十分減額されているのだが、ギルドカードがギルド独自の特殊技術で作られていると聞いていたシンは、そう感じてしまった。

「技術者には少し頑張ってもらうことになりますが、その分の追加料金はいただいた金額で十分です。というより、報奨金をすべて返されては多すぎますよ」

「ちなみにスカルフェイスって討伐報酬はどのくらいなんですか？」

「ポーン級なら１体で銀貨５枚。ジャック級なら１体で金貨５枚ですね。ジャック級は鎧よろいや剣を売ればそれなりの額になりますから、実際はもっと多く稼ぐことができます」

　危険度は桁けた違ちがいですけど、と付け加えて苦笑するセリカ。

　実際、職員が注意しているにもかかわらず、ポーン級を倒せたことで調子にのった冒険者がジャック級に手を出して返り討ちに遭うことが、年に１、２件あるらしい。

　セリカの口にした金額から考えると、シンの報酬は本来金貨５００枚近くになるが、正式な依頼が出ていたわけではないので、ランクアップと合わせて今回の金額になったようだ。

　そもそもぽっとでの新人が１人で挙げられる戦果ではないので、ギルドマスターであるバルクスやスキル継けい承しょう者しゃのエルスと面識がなければ、こうも簡単に報酬は出なかったのは間違いない。

「スカルフェイスってそんなに頻ひん繁ぱんに出現するものなんですか？」

「近くに亡霊平原という出現スポットがありますが、普通はそう何件もあるものではないはずです。ポーン級ならともかくジャック級以上の個体が何体も出現した、というのは、私も初めて聞きました。歴史上そういったことがなかったわけではありませんが」

「そうなんですか。ところでギルドって、モンスター以外の情報も扱ってたりします？」

「……どのようなものかにもよりますね。モンスターや遺跡の情報でしたら多く入ってきますが、それ以外となると情報屋に聞いたほうがいいかと」

「なるほど。ちなみに聖地に関する情報ってどういう扱いか聞いても？」

　モンスターや遺跡の情報に詳しいのなら、『栄華の落日』で滅びたと言われる聖地の情報もあるだろうと聞いてみる。

「聖地に関する情報はあまりありません。ギルドでも調査してはいますが、なにぶん尋常ではないほどの危険地帯ですので、おいそれと誰かを向かわせるわけにはいきませんし。ギルドにしても、最低Ｂランク以上の方でないと開示できない決まりになっています。申し訳ありませんが、今のシン様のランクではお教えすることは……」

「あ、いえ。なんとなく気になっただけですから、そんなに気にしないでください。もっとランクを上げてから聞きに来ますので」

　さすがに簡単には教えてもらえないようだ。これについては、あらためてシュニーに確認しておこうとシンは思った。

「そういえば遠出をされるんですよね。目的地に向かうような依頼をお探しなんですか？」

「はい、せめて１件くらいは依頼を達成しておこうと思いまして。ファルニッド方面に行くような依頼ってありますか？」

　掲示板を見に行ってもいいのだが、せっかくセリカが聞いてきたのだから、教えてもらった方が早い。

　セリカはカウンターの下から分ぶ厚あついファイルを取り出すと、その中から１枚の依頼書を取り外した。

「それでしたらこちらの依頼はいかがでしょうか。ファルニッドまで向かう依頼は今のところありませんので、途中のベイルーンとなりますが」

「ティエラも一緒なんですけど大丈夫ですか？」

「はい。お２人でパーティを組んでいただければ、シン様に合わせたランクで受けられますので問題ありません。内容はこちらになります」

　差し出された紙に目を通す。






・依頼内容　ベイルーンまでの馬車の護衛

・依頼人　　ナック

・募集人数　最大５名

・ランク　　Ｅ以上（個人、パーティどちらでも可）

・報酬　　　１人銀貨10枚

・備考　　　食事付き








「出発は、今日の午後３つ（午後３時）の鐘がなったらです。すでに２人の冒険者が参加していますが、まだ間に合います。これ以外となると、数日間が空いてしまいますね」

「一応ティエラに確認してからにします。戻ってくるまでキープしておいてもらっちゃっていいですか？」

「はい、少しくらいであれば大丈夫です」

　時間帯のせいか受付に来る者がいないので、そのままセリカと雑談をする。

　十分もしないうちにティエラとエルスが戻ってきたので、シンは依頼の内容を説明した。

「私はかまわないわ。じゃあ早めに用事を済ませちゃいましょ」

　ティエラも問題ないとのことだったので、さっそくギルドを出て買い出しに向かうことにした。

　買い物客でにぎわう通りを歩きながら、食材を買い込んでいく。

　ここで干し肉や日持ちするパンではなく、普通の食材を買えるあたりがアイテムボックス持ちの強みだ。

　基本的にアイテムボックスに入れておけば食材が劣れっ化かすることはないので、鮮度重視で問題ない。

　果くだ物ものや生野菜を選ぶ２人を見て、これから長旅に出るなどと想像する者はいないだろう。

　荷物は人目のないところで、シンがアイテムボックスへ放り込んだ。さすがに天下の往おう来らいで堂々とアイテムボックスを使うようなへまはしない。

　長旅になるのでフード付きの外がい套とうや虫よけなど、旅に必要なものも買っておく。

　荷物に制限がないせいか買い物は30分程度で終わってしまった。

「アイテムボックスが便利すぎるわね。まだカードが出来るまで時間があるけど、このあとはどうする？」

　ティエラもここまで早く終わるとは思っていなかったのか、少し拍子抜けしている。

「ちょっと行きたいところがあるんだけどいいか？」

「いいけど、どこに行くの？」

「孤こ児じ院いんに顔を出しときたくてな」

　シンとしても、後継者を巡るトラブルの状況が気になっていたのだ。

　シスターのラシアが【浄化】を覚え、孤児院存続の条件はクリアしたが、もし豚司教（シン命名）が何か妨害でもしてきた場合には、叩き潰す気満々だった。

「孤児院？　ああ、あのお菓子買っていく人のところ」

「一応、一声かけてから行こうと思ってたんだ」

「わかったわ。教会って建物にも興味あったし、さっそく行きましょ」

　シンの案内で教会へと向かう。ミリーと会うのが楽しみなのか、頭上のユズハの尻尾が元気よく動いていた。




　歩くこと数十分。教会は開いておらず、ラシアとトリアが周囲の掃除をしていた。シンとティエラが教会の敷地内に入ると、２人に気づいたラシアが駆け寄ってくる。

「シンさんじゃないですか！　今日はどうしたんですか」

「ちょっと様子を見に来た。例の件はどうなった？」

「それでしたら孤児院の方へいらしてください。えと、そちらの方は？」

「あ、私はティエラと言います。よろしくお願いします」

「申し遅れました。私はこの教会でシスターをしております、ラシアと申します」

　緊張気味に自己紹介するティエラに対し、穏やかな表情で対応するラシア。話に何か進展があったのか、数日前からは想像もできない落ち着きを見せている。

　月の祠の従業員だとティエラを紹介すると驚いていたが、それなら問題ないと、孤児院に案内された。

　教会の業務が滞るのではないかと思ったシンだが、今日は教会はお休みらしい。

　孤児院の応接室に着くと、なぜかミリーがソファーに座っていた。

「シンにぃ！」

　ラシアたちの後に入ってきたのがシンだとわかると、勢いよく飛びついてきた。笑顔で抱きついてくる様子を見るに、問題は片づいたようだ。

「よう、なんだかご機嫌だな」

「こじいんなくならないって！　シンにぃのおかげ、ありがとう！」

　よほど機嫌がいいのか、以前見たときより感情が表情に出ている。ミリーにとって、孤児院がなくなるかもしれないというのはそれだけ大事件だったのだろう。

　ミリーが落ち着くのを待ってソファーに座り、その後の顛てん末まつを聞くことになった。

「シンさんのおかげで、無事に私が次の司祭としてこの教会を受け持つことが決まりました。正式な発表はまだですが、よほどのことがない限り大丈夫だと思います」

　少し前まで貴族などが住む上級区の司祭が来ていて、ラシアのスキル獲得が本当かどうか確かめていたらしい。

　どうやってスキルを獲得したのか問われた際は、修業の成果だと答えたそうだ。事実その通りなので、特に疑いをもたれることはなかった。

「子どもたちも喜んでいました。本当に何とお礼を言っていいか」

「報酬はもらっていますから気にしないでください。あ、これお土産みやげです」

　あまり感謝されても困るので、話題をそらすため、買っておいた飴あめをトリアに渡す。

　買い出しの途中、行商人から購入したもので、他の嗜し好こう品ひんと比べてもなかなかの値段だった。それを大量に購入したものだから、行商人には驚かれてしまったが。

「こんなにたくさん、よろしいんですか？」

「そのために買ってきたんで、むしろもらってくれないと困ります。ほら、ミリーも１つどうよ」

　遠慮しようとするトリアを制して、ユズハを胸に抱いて座っていたミリーの前に、飴の入った袋の１つを広げる。

　ミリーはその中から橙だいだい色の飴を取り出すと、ためらうことなく口に入れた。

「あまーい！」

「よかったわね」

　笑顔のミリーに周りも自然と笑顔になる。

　そうやってなごんでいると、扉が開く音が聞こえた。

「せんせー、おにいちゃんきたってほんとー？」

　隙間から顔を出したのは、以前ユズハを揉みくちゃにしていた元気な女の子だった。

「駄目ですよメルカ。今お話し中なのですから」

　トリアが注意する。

「えー、おにいちゃんあそぼーよー」

「悪いな。今ちょっと大事な話をしてるんだ。また今度な」

「むー、じゃあおねぇちゃん、あそぼー？」

「え、私？」

　メルカと呼ばれた少女は、シンに断られるとすかさずティエラに矛先を変えた。

　シンと一緒にいたからか、はたまた子どもの勘か。少女はティエラのことを、警戒しなくてもよい人物と判断したようだ。すでにティエラの服の裾すそを掴んでいる。

「えと、私は今日初めてきたからよくわからないんだけど……」

「あそぼ？」

「うっ……」

　メルカに見つめられるティエラを見て「あれは断れないな」と苦笑してしまうシン。

　舌足らずな声と、すがるような上目遣いを向けられた状態で少女の願いを断るのは、非常に精神力がいる。

　人によってはあざといと感じるかもしれないが、子どもと触れ合うことの少ないティエラに耐えられるはずもない。

「ミリーも遊ぶ」

「シ、シン……」

「すまん、無理」

「う、うらぎりもの～」

　シンに助けを求めたティエラだが、結局ミリーとメルカに連れて行かれた。さすがに見兼ねたのか、トリアもついて行ったのが救いか。

「あの、よろしかったんですか？」

「まあ、たぶん」

　尋ねてきたラシアに答える。ティエラにとって良いか悪いかは別だが、子ども相手に遊ぶのもいい経験だろう。

「ところで、ヴィルヘルムは？」

「例の司教様の調査に出ています。このまま引き下がるはずがないと言っていました」

「さすが、よくわかってる」

　孤児院出身の冒険者で、シンとも親交のあるヴィルヘルムは、他の冒険者と協力して情報収集をしているらしい。この手の輩やからが素直に手を引くなどありえないと考えたのは、シンだけではなかったようだ。

「シンさんもヴィルと同じ考えを？」

「もちろん。相手が何を考えてこの教会を乗っ取りに来たのかはわからないけど、話を聞く限り、そんなに簡単にあきらめるやつとは思えなくてな」

「何もなければいいんですけど……」

「ああ、そうだ。念のため、トリアさんとミリーにこれを渡しといてくれ」

　シンはアイテムボックスから、小さなアクセサリを２つ取り出した。

　片方は以前ラシアに渡したのと同じ腕輪で、もう片方は薄緑色の紐ひもの先に、クッキー作りで使うような菱ひし形がたの木枠が結ばれている簡素な首飾りだ。よく言えば手作り感のある、悪く言えば安っぽい見た目のものだった。

「これを、ですか？」

「いろいろと魔術スキルを付与してある。念のためだな」

　ダメージ軽減の腕輪の方はすでに教えてあるので割かつ愛あい、首飾りをメインに説明していく。

　見た目こそ素朴だが、紐も木もラシアがその素材の名前を聞いたら、しばらく思考停止してしまうような代物だったりする。孤児院の子どもが金属製のネックレスなどしていたら目立つこともあり、この素材を選んだ。

「なんというか。すごいとしか言えませんね」

「ミリーの場合、能力が能力だしな。前に渡した腕輪はどうしてる？」

「私がつけています。借りたままというのもどうかと思ったのですが、ヴィルにつけておくように言われまして。明日にでも返しに行こうかと思っていました」

「いや、そのままでいい。まだ安全が確定してない以上、ラシアが標的になる可能性も十分ある。あれをつけていれば危険も少ないはずだ」

　むしろ孤児院の存続問題に関しては、ラシアの方が狙われる可能性は高い。

　よって、ミリー用のアクセサリほどではないが、ラシアとトリアの腕輪の性能もかなりのものだ。選定者相手でも一定時間持ちこたえられるだろう。

「何から何までありがとうございます」

「そんなに畏かしこまらなくてもいい」

　半分は自己満足だしな、という言葉は、胸の内にとどめておく。

「ではせめてお昼を食べていってください。まだお時間ありますよね」

「そうだな。ご馳ち走そうになるか」

　少しでも感謝を表したいのだろう。昼食を勧めてくるラシアに頷いて、シンは子どもたちのいる広場に移動する。

　広場では幼い少女たちに囲まれたティエラの姿があった。お人形遊びをしているのか、ティエラの周りには、手作り感あふれる人形がいくつか置かれている。

　以前似た状況で揉みくちゃにされたユズハは、ティエラの頭上に退避していた。あの位置ならば手を出されないと学習したらしい。

　楽しそうにキャッキャとはしゃいでいる少女たちに対し、少年たちはどうしているかと言えば、そんなティエラたちの様子を遠巻きに見ているだけだ。ボールらしき球体を蹴ってはいるが、いかんせん視線が少女たち、特にティエラにいきすぎである。

「なんだか、男の子たちが大人しいですね」

「いやいや、あれはある意味正常な反応」

　笑いを堪こらえながら答えるシンに、ラシアは首をかしげる。

「どういうことですか？」

「たぶん、ティエラが美人だからテレてるんだよ」

　少女たちに交じっている男子もいるにはいるが、シンが見るに、その年齢は保育園や幼稚園に通い始めたくらいだろう。遠巻きに見ている男子は一様に、思春期に近づきつつある子たちだ。

　あのくらいの年齢になると、年上の綺麗なお姉さんには気軽に声をかけづらいのだ。

　全員が同じような行動をするわけではないが、似た経験をしてきたシンには、話をしたいけど恥ずかしいという男子たちの気持ちがよくわかった。

「確かにティエラさんは、女の私から見ても綺麗ですけど、そんなに話しかけにくいとは思えませんが」

「まあ、俺がわかるのも同じ男で似たような経験があるからだし、ラシアに理解できなくてもおかしくはないさ」

　似たようなパターンでいえば、幼稚園の先生に恋してしまう園児だとか、お隣のお姉さんが気になる小学生などが挙げられる。

　大人になってから思い出してつい苦笑してしまうような、懐かしい思い出だ。世界が違えど、似たようなことはどこでも起こるらしい。

　難しい顔をするラシアに気にするなと声をかけ、ティエラを手招き。それに気づいたティエラが、少女たちの名な残ごり惜おしそうな視線を背に、シンのもとにやってくる。

「シ～ン～、よくも見捨ててくれたわね」

「いや待てって、さっきのは断るとか無理だろ」

「それは……確かに、あれを拒こばむのは無理だけど。はぁ、仕方ないわね」

「それよりもだ。お昼をご馳走してくれるらしいから、いくらか材料を提供しようと思うんだが、どうよ？」

「そうね。じゃあ、ユズハちゃんにいなり寿司を作ってあげる約束だったから、せっかくだし孤児院の子たちの分も作っちゃいましょうか。台所借りてもいいですか？」

　日が高くなったとはいえ、時間はまだ十分にある。多少長居しても問題はなかった。

【料理】スキルを持つシュニーに教わっただけあって、ティエラの腕前もかなりのものだ。次々と皿に並べられる見事ないなり寿司に、子どもたちの目はくぎ付けとなる。

「なんだかすいません。私からお誘いしたのに、作ってもらうようなことになってしまって」

「私からお願いしたことです、気にしないでください。なんだかんだ言いましたけど、子どもたちの相手をするの楽しかったですし」

　物もの怖おじせずに接してくる子どもたちを見て、心安まるところがあったらしい。シンから見ても、ティエラの表情は以前よりも柔らかさが増したような気がした。




　昼食が終わり、片付けを手伝おうとしたシンとティエラは、ラシアの、「そんなことまでしていただくわけにはいきません」という言葉にさすがに引き下がった。

　教会を出て、一旦ギルドに戻る。時間はすでに昼を回っているので、ティエラのギルドカードができているはずだ。

　ギルド内の酒場は食事をしている冒険者でにぎわっていた。

　人混みを避けるように受付に向かい、セリカに声をかける。この時間に依頼を受ける冒険者は少ないのか、待つことなく話しかけることができた。

「こちらがティエラ様のギルドカードになります。お確かめください」

「問題ないですね。ありがとうございます」

　ティエラはカードが問題なく機能するのを確認する。そこにシンもギルドカードを出す。

「ついでにパーティ登録をしたいんですけど」

「承うけたまわります。メンバーはお２人だけで間違いありませんか？」

「はい、それでお願いします」

　固定パーティの場合はパーティ名を付けたりするらしいが、今回は特に決めなかった。

　セリカとエルスに見送られてギルドを後にする。向かう先は、再びの商店街だ。

　今度は旅でお馴な染じみの保存食を買いあさる。旅の同行者がいる前では、気軽にアイテムボックスは使えないと思い直したからだ。

　とはいえ、カード化して持っていくので、地球の旅支度に比べると量が少ないのは変わらない。

　依頼の備考欄に『食事付き』とあったので、必要はないのかもしれないが、万が一ということもある。備えあれば憂いなしという考えのもと、買い物を続けた。

「さて、そろそろ行こう」

　必要なものを買いそろえたところで、シンがティエラに声をかける。

「えっ、でもまだ約束の時間は先よ？」

「いや、月の祠を取りにな」

　月の祠をこのままにして出発するわけにはいかない。

「すっかり忘れてたわ」

「一番忘れちゃダメだろ」

「『家』を持っていくなんて、普通考えないわよ！」

　至極当然である。持ち物リストに『家』などという項こう目もくがあることの方がどうかしているのだ。

「わ、悪かったよ。ほら、俺は一応、月の祠の持ち主だろ？　だから持ってくのは当然って考えがあるんだよ」

「旧世代ってやっぱりどこか変だわ。それともシンが特別変なのかしら？」

「それはひどくね!?」

　からかうような笑顔で遠慮のない疑問を口にするティエラ。精神的ダメージを受けながら、シンはアイテムボックスから水色の水晶を取り出した。

「なにそれ？」

「『結晶石』だよ。見たことないか？」

「これが結晶石？　こんなに大きな、それもここまできれいに加工されたものなんて初めて見たわ」

「こいつには【転移】の魔術が付与してある。使えば登録してあるポイントまで一瞬で移動できるんだよ。使い捨てだけどな。せっかくだし、これで月の祠まで行こう」

「……そうだった。シンの出すものがまともだったことなんて、一度もなかったっけ」

「それは失礼だろ」

　もはや呆あきれを通り越して、あきらめの境地にティエラは至った。一瞬で移動、転移。

　確かに今シンはそう言った。

　それは今まで数多くの魔導士が再現に挑み、わずかな足掛かりさえつかむことのできなかった魔術。すでに失われたとされる秘ひ奧おう中の秘奥。

　そんなものが込められたアイテムがポンと出てくるなど、誰が予想できるというのか。

「シン、１つ確認したいんだけど」

「あ、ああ、なんだ？」

「もしかして、もしかしてだけど……それ、作れるの？」

　ティエラの目が据すわっていた。さっきまでとまるで違う雰囲気に、シンは戸惑いを隠せない。

　ただ、どうやら自分の出したアイテムがまたしても常識を覆くつがえす代物だったらしい、ということだけはわかった。

「その質問に答える前に、１つ教えてくれ。転移が付与された結晶石って、今どう扱われてるんだ？」

「……転移自体が、失われた魔術とされているわ」

「なるほど」

　その言葉で合が点てんがいった。それならティエラの驚きようもわかる。

　シンとてこれまでの経験から、かなり貴重になっているだろうとは思っていた。しかし、失われたという点だけは素直に信じられない。

　表向きはそうなのかもしれないが、こういったものは得てして隠いん匿とくされているものだ。国や組織が秘密裏に確保していても、驚きはしない。

「じゃあ俺も答えるが、作れるぜ。材料さえあればいくらでも」

「……はぁ、そりゃそうよね。六ろく天てんの１人なんだし、転移付与された結晶石くらい軽く作れるわよね」

　ため息１つで済ませるあたり、ティエラも六天というギルドに所属するシンとその友人がどういう輩やからなのか、理解し始めたようだ。

「あー、疲れてるとこ悪いが、もう転移してもいいか？」

「ええ、やっちゃって」

　開き直ったティエラと人ひと気けのない路地に入る。

　問題なく使えることはシュニーに確認済みだ。わざわざ確かめたのは、他の道具と違い、失敗したときにどうなるかわからないものを使う気にはなれなかったからだ。

　シンが結晶石に魔力を通すと、それを起爆剤として、石に込められた魔術が発動した。視界が歪ゆがみ、次の瞬間には商品の並んだ棚が視界に広がる。

　確かに２人は月の祠の中に移動した。

「ふ、不思議な感覚ね……それで、どうやってここを持っていくの？」

「一旦外に出る。話はそれからだ」

　それに、と呟いてシンは扉に向かう。シンは背を向けていたので、ティエラにはシンの口が動き続けているのが見えなかった。

　店の外は見慣れた林だ。それを見渡すようにシンは視線を動かす。

　今まで月の祠に来たときにはなかった緑色のマーカーが、マップ画面に光っていた。

「どうしたの？」

「鼠ねずみがいたんでな。ちょっとからかってやろうと思ってさ」

　木々を見ながら言うシンを見て、頭上に疑問符を浮かべるティエラ。

　鼠なら見ている場所が違うのではないか、と突っ込むところなのだろうが、相手はシンだ。どうせ常識は通用しないと、ティエラは追及するのをやめる。

　準備を終えたシンは、ブツブツしゃべっていた口を閉じ、月の祠に向かって手をかざした。

「『収納ストレージ』！」

　その言葉が発せられるのと同時に、月の祠が淡く輝き出す。店全体を覆うように広がった光は、次の瞬間、直視できないほどの輝きを放って１点に収束した。

　それは数秒だけその場に滞空し、ゆっくりと移動してシンの手の中に収まる。

　光が消えると、手には三日月を模もしたネックレスが握られていた。

　おそらく、美術品よりも価値があるだろう。透き通るような輝きは、それがただの銀細工でないことを証明している。

「これが……？」

「ああ、月の祠持ち運びモードだ」

「ほんとに携帯できるのね。さすがだわ」

　驚き疲れたのか、慣れたのか、ティエラの言葉に含まれているのは純粋な称賛だった。

　何もなくなった場所にいつまでもとどまる理由はないので、しばらく月の祠のあった場所を見ていたティエラを促し、依頼の出発場所に向かうことにした。

　時間はちょうどよい頃合いだ。それがわかるのは、シンのメニュー画面に時刻が表示されており、さらにアイテムとしての時計も持っているからだ。

　すでに他の２名は到着している可能性がある。そうであれば、少し交流をしておこうという考えもあった。

　ある程度の期間行動を共にするのだから、親しん睦ぼくを深めておいて損はない。




　月の祠跡地から東門へ向かうと、出発地点である広場の一角には、すでに荷物が積まれた馬車が到着していた。

　その横には、ドラグニルとロードと思おぼしき２人組が立っている。

「すいません、こちらナックさんの馬車で合ってますか？」

「ん？　そうだが……ああ、貴殿らが共に行くという冒険者かね」

　聞いていた組み合わせと同じだったので声をかけると、答えたのはドラグニルだった。

　全身を覆う青い鱗うろこはいかにも頑丈そうな印象だ。声の低さからして男性だろう。何かの皮で出来た胸当てと腰の太た刀ちが目につく。

　あまり防具らしい防具はつけていないところを見ると、速さで翻ほん弄ろうするタイプなのかもしれない。もしくは防具がいらないほど鱗が硬いのか。

「はい、今回ご一緒させてもらいます。俺はシン。こっちはパーティを組んでるティエラです」

「ティエラと言います。よろしくお願いします」

「うむ、拙せっ者しゃの名はガイエン。道中よろしく頼む。それとこちらが──」

「ツバキ、よろしく」

　言葉少なに自己紹介したのは、背中までとどく深しん紅くの髪と赤い瞳をもつ少女。濃い色の髪と対照的に透き通るような赤い瞳が、シンとティエラを観察している。

　背丈はかなり小柄だ。ティエラよりもさらに拳こぶし１つ分は低いだろう。１５０セメルくらいか。

　顔立ちは整っているが、見た目だけなら中学生と言われてもおかしくない。

　しかし、見た目で判断すると痛い目を見るのが【ＴＨＥザ ＮＥＷニュー ＧＡＴＥゲート】。

　冒険者をやっている以上問題はないのだろうと判断した。少なくともＥランクの実力があることは確かなのだから。

　シンの分析アナライズによると、ガイエンとツバキのレベルは１８７と１３３。レベルだけで判断すれば、ガイエンはＡランクの冒険者と言っていい。腰の太刀は飾りではないようだ。

　ツバキの方も、一般的なＥランクのレベルを超えている。

「おお！　追加の面子メンツがそろったか。俺は商人のナック。ベイルーンまでよろしく頼むぞ！」

　互いに自己紹介をしていると、馬車の陰から１人のドワーフが現れ話しかけてきた。どうやらこの人物が依頼主らしい。

　ドワーフの例にもれない筋骨隆々の体を、仕立ての良い服で包んでいるのはなんとも違和感があったが、それはそれ。しっかりとあいさつを交わして、順番に馬車に乗り込む。

「全員乗ったな。では少し早いが出発だ！」

　御者席に座ったナックの威勢のいい声に続いて鞭むちを打つ音が聞こえ、馬車がゆっくりと動き出す。

　５人を乗せた馬車は東の門を抜け、一路ベイルーンへと北上し始めた。

　その後、月の祠消失の知らせがベイルリヒト王国上層部を混乱の極きょく致ちに至らしめるのだが、それをシンたちが知るのはしばらく先の話である。




　月の祠消失。

　その情報はベイルリヒト王国上層部だけでなく、月の祠に監視をつけていた他国にまで瞬またたく間に広がっていった。

　当初、誰もが間違いではないのかと確認を取った。

　５００年以上の月日を、『栄華の落日』を越えて、なお変わらず存在する不動の建築物。

　どれほど屈強な人物でも攻め入ることはできず、高レベルモンスターにすら毛ほどの侵入も許さない、失われし技術で作られた神秘の店。

　それが月の祠なのだ。消えましたと言われて、はいそうですかと納得などできるはずがない。

　しかし、何度確認しようと、返ってくるのは「間違いない」という返事のみ。

　報告を受けた側はまだいい。

　現場で、それも目の前で消失を目撃した者たちの衝撃は、間接的に聞いた者のはるか上をいく。

　このときばかりは互いを監視し合っていたはずの工作員たちまでもが白昼堂々、自分たちが見た光景が真実かどうか確かめ合うという、珍妙な事態まで発生していたのだ。

『一体何があった!?』

　それが関係者共通の叫びだった。





　　　　　　　†






　騒がしい城内の一角。

　重要な案件を話し合う会議室に、彼らは集まっていた。

　日も昇り切らないうちから叩き起こされた彼らだが、その顔には不満など浮かんでいない。というより、一部を除いてそんな余裕がそもそもない。

「では、やはり報告に間違いはないと？」

「はい、報告書にある通りでございます」

　上座に位置する場所から尋ねたのは、ベイルリヒト王国国王、ジェオン・カルタード・ベイルリヒト。

　金髪碧へき眼がんで、２メル近い身長とそれを覆う筋肉──武人としても通用する肉体を持つ人物だ。

　本来なら統治者としての威い厳げんを身に纏った立派な王なのだが、今日ばかりはそうはいかなかった。

　苦く悶もんの表情を浮かべるジェオンに、返事をした宰相もなんと言葉を続けるべきか悩んでしまう。

　今回起きたことはベイルリヒト王国だけの問題ではない。一体何があったのかと、周辺国どころか、へたをすれば皇国や帝国からも問い合わせが来るだろう。

「月の祠が……消えたか……」

　集まった面々の顔色は一様に暗い。

　多少ましなのは、第１王女と宮廷魔導士長くらいだ。

　ジェオンは何度読んでも内容は変わらないとわかりつつも報告書へと目を落とす。

　要約するとこうだ。




　──月の祠消失についての報告──

　四ノ月、火ノ二。

　昼を告げる12の鐘が鳴ってしばらく、突とつ如じょとして月の祠が発光を開始。

　数秒後、光は収まるもすでに月の祠は消失。

　突然の出来事に各国の工作員も混乱し、互いに接触するという事態が発生。

　地面に残る窪くぼみを調査するも探知系スキルに反応なし。

　また、周囲にも何かが起こった痕こん跡せきなし。

　まったくもって原因不明。




　報告書には、監視の任についていた者たちが見たままの内容が記されている。できるだけ詳細に、と言ったにもかかわらず文章量が少ないのは、情報がなさすぎて、これ以上細かく報告できないからだ。

　警けい戒かいすべき他国の工作員と情報交換してしまうあたり、現場の混乱具合がよくわかる。それほど突拍子もなかったのだろう。

　とはいえ何もわかりません、で済ませたくはない。

　月の祠がベイルリヒト王国に所属しているというわけではないにせよ、最も近く、ほぼ隣りにあったのだ。他国よりは近しい関係にあったというくらいの自負はある。

「ライザー殿はどうなったかわかるか？」

「いえ。ですが第２王女リオン様が、亡霊平原にて接触したという報告があります。かなり距離があるので、月の祠のみが消えたと思いたいところですが」

「そうだな。リオンが言うなら間違いあるまいが……ライザー殿自身に何か問題がないかぎり、数日後の戦せん利り品ひんの分配に姿を現すはず。せめてそこで、各国にライザー殿は健在だと伝わればよいのだが」

　月の祠が消えたとしても、シュニー・ライザーが健在ならば致命的な問題にはならない。重要なのは建物ではなく、そこに住む人物なのだ。

「リオンに伝えよ。ライザー殿が姿を現した際は、すぐに心話にて報告せよと。これは王命である！」

「はっ！」

　警護をしていた兵士の１人が、命令を伝えるために退出する。

　王に仕える旧世代は少なく、今はその全員が心話による情報収集をしている真っ最中だ。負担をかけているが、今回ばかりは致し方なし、とジェオンは頭を切り替える。

　そして、月の祠が消える前に何か変わったことはなかったか、調査を命じるのだった。
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　時間は少し遡さかのぼり、前日の夕方。

　王国を出発したシンたちは馬車に揺られつつ、互いの手札を確認し合っていた。何ができて何ができないのか確認しておかないと、いざというときの判断に遅れが出てしまうからだ。

　確認するのはメインとなる職とランク、そして魔術の有無だ。これでおおよその戦い方とレベルがわかる。

　初対面の相手にレベルや切り札を教えることには危険もあるので、何かしら隠している可能性はあるが。

「拙者は見ての通り侍さむらいの職に就いている。冒険者ランクはＡだ。多少は魔術も使えるが、こちらはあまり当てにしないでもらいたい」

　最初に情報を出したのはガイエン。やはりＡランクの冒険者だったようだ。

　武器自体は職に関係なく装備できる。なので「見ての通り」と言われても、着物を着ていない今の状態では、分析アナライズがなければ誰にもわからないだろう。

　侍は前衛職で、魔術に対する職業ボーナスはないので、当てにするなというのも当然である。

　まともな攻撃魔術を期待できるのは、職業ボーナスがつきやすい後衛職が一般的だ。

「私は拳闘士。ランクはＥ。素早さを上げる補助魔術なら少し使える」

　次いで口を開いたのはツバキ。レベルでいえばＤランク相当だが、これはまだギルドに入って日が浅いかららしい。ちなみにもうすぐＤランクとのこと。

「私は一応錬金術師なんだけど、弓と短剣も使えま……使えるわ。冒険者にはなったばかりでランクはＧ。あと水と風の魔術アーツと簡単な回復ができるから、必要になったら声をかけてくだ……かけて」

　初対面ということもあって、丁寧語で話しそうになるティエラ。月の祠でシンと会ったときとは大違いだ。

　格上に対しても普段通りの言葉遣いなのは、変な気を使わないようにと、ガイエンが最初に提案したからだ。そこは命を預け合う相手。特に異論もなかったので現在に至る。

　レベルやランクの低さも気にしているのだろうが、回復ができるというのは心強いと、ガイエンとツバキは委い縮しゅく気味なティエラを励ました。

　実際、戦闘中に回復薬ポーションを飲むというのはなかなか難しい。人数が多ければ話は別だが、そんな大勢で戦うような事態は、危険なモンスターを狩るときしかほとんどない。

　少数で戦うことが日常な冒険者にとって、魔術による回復ができる味方がいるかいないかでは、生存率が段違いなのだ。

「俺はガイエンと同じ侍だ。ランクはＥ。多少だけど火と雷の魔術が使える。で、こっちがユズハ。これでも立派なモンスターだ」

　シンは自身のことを告げるとともに、ティエラも含め、護衛の仕事は初めてだと伝えるのも忘れない。経験があるかないかも、いざというときの動きに差が出る要因となるからだ。

　今回は聞かれなかったが、レベルを答えなければならないときは、低く伝えることにしている。

　うっかり２００超えだと話すと、一体何をしていたのかと驚かれるからだ。シンの若さを考えると、さすがに異常すぎる。

　ティエラとは口裏を合わせることにしていた。

　もちろん、事情を知るセリカにも口止め済みだ。

　ユズハについては調教師テイマーとして契約済みということを話し、危険はないと伝える。

「ほう、侍でありながら魔術も使うか。深くは聞かんが並々ならぬ修練を積んできたようだな。モンスターになつかれるというのも珍しい」

「まあそんなとこだ。とはいえ、魔導士レベルを期待されても困るからな。牽けん制せいや不意打ち程度に考えといてくれ。ちなみにユズハは意外と強いぜ？」

「くぅ！」

　本気なら牽制どころか瞬殺できるが、そこはＥランクらしく控え目に。前衛で魔術が使えるだけで十分すごいので、ガイエンたちもそこまでは期待するはずもない。

「あなたはヒノモト出身？」

「違うが、なんでそう思うんだ？」

「侍はヒノモト出身者がほとんど。ガイエン以外の侍に会ったのは初めて」

　ツバキの質問に首をかしげたが、理由を聞いて納得する。シンも分析アナライズや聞き耳スキルで情報収集していたが、侍職に就いている人物はほとんど見かけなかった。ツバキの言う通り、相当珍しいのだろう。

　ちなみにまったく見なかったわけではない。初めてギルドに向かう際に、太刀を佩はいたドラグニルを見た──実はその人物がガイエンなわけだが。

「普通は戦士か騎士。あとは特化職。侍を目指してる人は変人が多い」

「変人!?　馬鹿な……壁から遊撃までこなす優良職なのに……」

　基本となる戦法は、速度で翻弄しつつ重い一撃を繰り出すヒット＆アウェイだが、武者鎧を装備すれば壁役としても通用するのが侍だ。

　そんな、ゲーム時代は世代を問わず人気のあった職も、この世界では扱いが違うらしい。

「前提条件として、騎士と狂戦士の職を修めなきゃならないとか、意味がわからない」

「ああ……なるほどそこか」

　理由を聞いてまたも納得してしまうシン。

　ゲームの仕様上、侍になるには騎士と狂戦士の２つの職を経由しなければならなかったのだが、それはこの世界でも同じらしい。

　片や守備に重きをおく騎士、片や攻撃に重きをおく狂戦士。相反する職を修めることで、万能に近い戦い方が身に付くというのが設定上の理由だ。

　だからこその侍の使いやすさであり、高い補正なのだが、どうやら理解に苦しむらしい。

「わからなくもないが、ハッキリ言うけど強いぜ？」

「そこは同意する。でもやっぱり変」

　ガイエンが口を挟む。

「やはり、文化の違いなのだろう。天てん変ぺん地ち異いによって出来た島国であるヒノモトには、当時侍や忍しのびといった職に就いていた者たちが集まったギルドの拠点がいくつかあったらしい。その者たちが中心となって国を作ったのだ。それゆえヒノモトで戦いに身をおく者は、侍に対する憧れが強い。珍しがられるのは、国土も各大陸の国と比べてもかなり狭く、わざわざ寄りつく者は少なかったからだろう。拙者自身、島を出てからいろいろと戸惑うことが多かった」

　ガイエンの言うギルドは、現在の冒険者ギルドとは違うとのこと。話を聞くに、ゲーム時代のものらしい。

　島国に侍と聞けば、できすぎているような気もしなくはない。

「ちなみにその元になったギルドの名前ってなんなんだ？」

「ふむ、一般に知られているのは花か鳥ちょう風ふう月げつ、魔ま刃じん血けっ風ぷう録ろく、黒くろ御み子こ神社だ」

「へ、へぇ、そうなのか」

　シンはなるほどと、言葉に出さずに納得する。

　ガイエンが口にしたギルドは、和風な名前が示す通り侍や忍、巫女といった和装を好む者たちによって結成されていた。それぞれ順番に侍、忍、巫女の所属数が最も多いギルドで、勢力は拮きっ抗こうしていた。ギルドハウスが城だったり、神社だったりするのは言うまでもなく、異様なほど凝こり性なプレイヤーが多かった。

　ギルドハウスを守る軍隊として、サポートキャラクターだけで結成された部隊もあったので、プレイヤーがいなくなってもモンスターを撃退できたのだろう。

　これらが手を組めば小国くらい治められるだろうとシンは思った。

「他にも小さなギルドがいくつかあったらしいが、あまり知られてはおらんな」

「よくわかったよ。ありがとな」

　ゲーム時代のギルドが元になった国があるというのは知らなかった。もしかすると、意外と多いのかもしれない。
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　いろいろと情報交換をしながら馬車に揺られること数日。

　特にモンスターに襲われることもなく一行は順調に進んでいた。馬車を引いているのが馬の魔獣であるグリムホースなので、通常の２倍以上の速度で進んでいる。

　実はこのグリムホース、シンが初めてベイルリヒトを訪れた際、城門で見かけた個体である。ゲーム時代はナックのようにサブ職を調教師テイマーにした商人が、よく馬車を引かせていた。

　当番を決めて周囲を警戒するシンたち４人のうち、御者もできる者はナックと交代しながら旅を続けている。

　シンの感知範囲内に敵影が映ったのは、ちょうどナックが御者をしているときだった。

「何か近づいてくる。早いな」

　するとナックが振り返った。

「なに？　詳しく教えろ」

「正面から12匹。数と速度からみてたぶんウルフ系だと思うが」

　詳細は丸わかりなのだが、あまり正確に伝えすぎるのも問題なので、あくまで憶測と伝えておく。

「それだけわかりゃ十分よ。おうお前ら！　仕事だ！」

　話を聞くと、すぐにナックが大声を上げた。

　元冒険者と言うだけあって腹の底にまで響く。もし寝ている者がいたとしても、飛び起きるだろう声量だった。ただ、言葉遣いが商人と言うより山賊のようだが。

　声がかかったときには、すでにガイエンとツバキは用意を済ませていた。ティエラも弓を握って、矢筒の位置を確かめている。

　どうやらガイエンも気配を察知したようだ。

「恐らくシンの言う通りウルフ系だろう。最後尾２匹の動きがないのが気になるが、まずは10匹の相手をするしかあるまい」

「わしも同意見だ。馬車を引いてるのがグリムホースだとわかってて近づいてんなら、少なくともただの獣じゃないな」

　ガイエンとナックが意見を交わすのを聞きながら、シンは近づいてくるモンスターの詳細を見る。

　モンスター名はジャグウルフ。通常の狼より１回り大きな体躯を持ち、非常に好戦的なモンスターだ。移動速度はただの狼の比ではない。

　シンたちに向かってくるのは10匹。レベルは平均１００前後で、１匹だけ１２０。この１匹が恐らく群れのリーダーだ。

　動きのない２匹はそれぞれレベルが10にも満たない。危険はないだろうと放置しておく。

　10匹のうち、３匹が先行。続いて２匹ずつ左右に分かれ木々の中に散り、リーダーを含む３匹が先頭を追う形で迫ってくる。

　今馬車が走っているのは、左右を森に挟まれた街道だ。森を隠かくれ蓑みのに奇襲をかけるつもりらしい。

　ガイエンも迫ってくる敵の位置を把は握あくしているようで、シンが助言するまでもなく早々と配置を決めていく。

「左右に分かれたか。拙者が前方を抑える。シンは右、ツバキは左。ティエラは馬車の上から援護。ナック殿は馬のそばに。調教師テイマーが傍そばにいれば暴れ出すことはないと考えるがいかがか？」

「この状況ではそれしかあるまいて。頼むぞ!!」

　ナックは比較的道幅の広い場所で馬車を止め、各自が配置に就いた。ユズハは念のためグリムホースのそばにいてもらう。

「来るぞ!!」

　ガイエンの掛け声を合図にしたように、先行していた３匹が動きを見せる。中央の１匹が正面から飛びかかり、残りの２匹が地を這はうように左右から迫る。

　対するガイエンは右手に大太刀、左手に鞘を持ち、正面から突撃を敢かん行こうした。

「ぬうん!!」

　ジャグウルフに迫るガイエンの体を水色のオーラが覆い、飛びかかってきた１匹を弾はじき飛ばす。

　一呼吸遅れて２匹のジャグウルフが迫るが、ガイエンは慌てることもなく、右の１匹の顎あごから上を大太刀の一いっ閃せんで斬り飛ばし、左の１匹は口内に鞘を突き入れて沈黙させた。

　弾き飛ばされたジャグウルフは、仲間が瞬く間に倒されたのを見て、攻めあぐねている。

「む、いささか軽いな」

　手ごたえの軽さに眉をひそめるが、敵が弱いならそれに越したことはないと、ガイエンは近づいてくるリーダーたちに意識を集中する。

「さすがだな。さて、こっちも来るぞ」

「左側が早い。上から見える？」

　森を盾に迫っていたジャグウルフを警戒していたシンの警告に、ツバキが答え、ティエラに尋ねる。

「捉えたわ！」

　ティエラはすでにもっとも足の速い１匹に狙いを定めていたようで、森の中に矢を放った。

　矢が吸い込まれた先でギャンッという鳴き声が響き、シンのマップに表示されたマーカーが１つ消える。

「仕留めた？」

　ティエラがほっとしたように呟くと、ツバキが感心したように一言。

「やる」

　レベル差を考えると一撃で倒せるとは思っていなかったシンだが、予想に反してジャグウルフは力尽きたようだ。急所に当たったのかもしれない。

　左側で残った１匹は思わぬ反撃を受けたからか、リーダーのいる正面に戻っていった。

「よし、ツバキはガイエンの応援に行ってくれ。こっちは俺とティエラで十分だ」

「わかった」

　シンの指示に従いツバキが動き始めたところで、今度は右側の森からジャグウルフが飛び出してきた。

　爪つめの一撃をかわされたジャグウルフはそのままシンの横を通り抜け、ナックの元へ向かおうとする。シンへの攻撃は牽制だったようだ。

　しかし、その程度でシンを出し抜けるわけがない。

　シンはジャグウルフの爪をかわすと同時に体を捻ひねり、飛ひ燕えんの速度で刀を抜く。砕けた数かず打うちの代わりに腰に提さげていたのは、月の祠で打ったロングソードを刀に打ち直したものだ。

　魔剣並の性能を持った刀による一撃は、白い斬線を宙に残して、ジョグウルフの首を両断する。

　勢いのまま死体が転がる間際、身体能力に比例するように上昇した動体視力と加速した思考が、シンに敵を観察するだけの時間を与えた。そして覚える違和感。

　その正体を考えながらも、別のジャグウルフが近づいていることをシンは察知していた。

　ジャグウルフに視線を向けたときには、すでに牙きばが眼前に迫っていたが、シンの剣速なら十分に迎撃できる距離と速度。

　だが、シンの刀が閃くより先に、ジャグウルフの額ひたいに矢が突き刺さる。

　致命傷を負い、飛びかかった勢いのまま突っ込んでくるジャグウルフをスウェーでかわし、シンはティエラのいる方へ向き直る。

「ナイスフォロー！」

「ナイスじゃないわよ、まったく」

　矢を射たティエラはホッとしたように息を吐つき、次の矢をつがえる。

　咄とっ嗟さの狙撃にしてはかなりのものだ。どう見ても冒険者になりたての動きではない。

　やはりシュニーにしごかれたのは、伊達ではないらしかった。

「あなたなら問題なく切り捨ててたんでしょうけど、それはＥランクの動きじゃないわよ……ほら、さっさと向こうの援護に行く！」

「それを言うとツバキも似たようなもんだが。まあいい、了解だ」

　前方に目を向ければ、ガイエンとツバキがリーダーを含めた５匹と戦っている。

　ツバキは例の素早さを上げる魔術を使っているのか、体の周りに薄うっすらと白いオーラを纏い、ジャグウルフを翻弄していた。

「ハッ!!」

　その動きについていけなかった１匹が、拳の直撃を受ける。

　ツバキの鈍い輝きを放つ手甲が胴体にめりこみ、くの字型に折れ曲がったまま木に叩きつけられ、そのまま動かなくなった。

　あの細腕のどこにそんな力があるのかと、疑いたくなるような光景だ。

　ツバキのレベルは１３３。ジャグウルフと比べれば30近く高いが、それにしても吹き飛びすぎな気がしてならない。

「やはり妙だ。こやつら動きが鈍い」

「同感。手応えが軽い」

















　敵を地面に転がしながらガイエンが呟くと、ツバキも同意する。どうやら皆、違和感を抱いていたようだ。

　シンが合流し、３対３で対たい峙じする形になったが、リーダーも含め、まったく背中を見せるそぶりを見せない。普通ならとうに逃げているはずだ。

「なあ、こいつらよく見るとかなり痩やせてないか？」

　シンがふと気づいたことを言う。よく見ればリーダーですら、薄らと骨が浮いて見えた。

「どうやら魔素の影響を受けたモンスターのようだな。グリムホースを狙ったのは肉と魔素、両方を得るためか。先ほどから感じていた手応えのなさ、なるほど得心がいった」

　警戒を緩めずに、納得したと頷くガイエン。

　モンスターには魔素から生まれたタイプと、野生の獣が魔素の影響でモンスター化したタイプがいる。前者は魔素だけでも生きていけるが後者は違う。魔素だけでなく獣と同じように肉を食らわなければ肉体を保てないのだ。

　人や家畜を襲うモンスターは大半が後者のタイプで、前者はより魔素の濃いほうへ移動するため、あまり人目にはつかないと、道すがらガイエンが説明してくれた。シンとしても、モンスターが発生するゲーム上の設定まで事こと細こまかに覚えているわけではないので参考になる。

「後がないから決死の覚悟」

　淡々とツバキは言う。この世界ではモンスターといえども、常に強者ではいられない。弱肉強食の掟おきての前では、世に生きるものすべてが平等だ。そこにモンスターと人との区切りはない。

　シンたちの依頼はあくまで護衛。逃げ去るというのならわざわざ追ったりはしないが、襲ってくるなら返り討ちにせざるを得ない。

　ジャグウルフに残された選択肢は、飢うえて死ぬか、戦って死ぬかの２択だ。

「命がけなのは拙者たちも同じだ。シン、手加減は無用だぞ」

「わかってるよ」

　短く返事をしたシンも、生きているモンスターと戦うのは初めてではない。ただ、今回のような決死の相手は初めてだった。

（前のやつらとは覚悟が違う。違いなんてそれだけなのに、やりにくいったらないな）

　強者への挑戦ではない、戦い方を学ぶ狩りでもない。

　ただ、生きるために戦う。

　それだけのことで、受けるプレッシャーは段違いだ。

（しかも、後ろの２匹は子どもか）

　少し離れたところから少しずつ近づいてくる２匹は、まだ子犬ほどの大きさしかなかった。

　ここで刃が鈍りそうになるのは日本人だからだろうか。

「拙者がリーダーを斬る。ツバキが右、シンは左だ」

「わかった」

「了解」

　シン、ツバキがそれぞれ答えた。

「では……ゆくぞ!!」

　互いの呼吸を読んでタイミングを合わせる。

　まず仕掛けるのはツバキとシン。

　ツバキは速度上昇のオーラを持続させたまま踏み込んだ。ジャグウルフからすれば、瞬またたく間に間合いを詰められたように感じただろう。

　反射的に身をすくませた相手に、ツバキは容よう赦しゃなく拳を振り下ろす。

　何かの割れる音とともにジャグウルフが地面に叩きつけられ、数回痙けい攣れんして動きを止めた。

　シンもまた刀を上段に構えたまま、ツバキ以上の速度で１歩前に出る。踏み込みと同時に振り下ろされる刀。ジャグウルフは動かない──否、動けない。

　空中に残った斬線が消えると同時に、胴体が斜めにずれた。

　ジャグウルフの視線は数瞬前までシンがいたところを向いている。恐らく斬られたことにすら気づかなかったのだろう。

「あとよろしく」

「うむ、承知」

　シンと言葉を交わし、ガイエンが前に出る。リーダーが隙すきをついてシンやツバキを攻撃しなかったのは、ガイエンが威い圧あつしていたからだ。

　もはや勝ち目はない。それでもジャグウルフのリーダーは引かなかった。低い唸うなり声を上げて四肢に力を込めていく。

　まっすぐな生きるという意思。いけないと思っていても、シンはその姿に畏い敬けいの念を覚えてしまう。

　リーダーが力を込めたのはほんの数秒。まさに最後の力を振り絞ってガイエンに突進する。その速度は、さすが群れの主と言わせるだけの迫力があった。

「見事」

　賞しょう賛さんを口にしたのはガイエン。大太刀を構え、向かってくるリーダーと向き合う。

　一直線に迫るリーダーに対し、ガイエンは静かに動いた。摺すり足に似た足運びが、ガイエンの姿を揺らめかせる。

　交差は一瞬。次の瞬間には、大太刀を振り下ろしたガイエンと、真っ二つになったリーダーの姿があった。

　刃についた血を払いながら、ガイエンは道の先──小さなジャグウルフに視線を向けていた。

「どうするよ」

　この世界の人はこういうときにどういう判断を下すのか。それを見極める意味も込めて、シンはガイエンに声をかけた。

「挑んでくるのなら斬る。去るのなら追わぬ。拙者たちの仕事は護衛だ。モンスターを狩ることではない。いずれにしろ、あの子どもだけで生きていけるかはわからんがな」

　もし生き残れば、やがて襲われる人も出るかもしれない。しかし、それはまた別の話。

　この世界で集落の外に出るのなら、護衛を雇うか護身術を身に着けるのが常識だ。

　人を襲う獣、モンスター、果ては同じ人である野盗だって出没する。

　ここでジャグウルフの子どもを殺したからといって、自分たちを含めて誰かが襲われる可能性が減るわけでもないのだ。

　子どもたちは親が死んだのがわかったのだろう。逃げるように森の中へ消えていった。

「なんだか、後味が悪いわ」

　ティエラの言葉にシンが頷く。

「普通のモンスター戦とは違ったからな」

「拙者も同感だ。子連れの敵を相手にするような戦いは、そう経験するものではない」

「でも、気にしすぎもよくない」

　ツバキの言う通り、気にしすぎて刃を鈍らせれば、次に犠牲になるのは自分か仲間だ。割り切らなければならない。

「終わったか？　ならとっとと進むぞ」

　グリムホースのそばにいたナックがやってきて、４人に声をかける。年配の元冒険者と言うだけあって、切り替えが早い。さっきの光景を見たはずなのに、動じていなかった。

「それにしても、あんなに痩せるほど食ってなかったってことは、森で何かあったんかね？」

　シンの問いにガイエンが答える。

「さて、なんとも言えんな。ジャグウルフは頭の良いモンスターだ。あのような状態になるまで狩りをしくじっていたとは考えがたいが」

「餌が少なくなったって線は？」

「やつらはゴブリンも食う。あの小こ鬼おにどもが一掃されたと考えるのは、無理があるのではないか？」

「同感。あれは１匹見つけたら、30匹はいると思うべきもの」

　家に潜ひそむＧのような言い方をしたツバキ。やはりゴブリンの繁殖力は、ゲーム時代と変わらないらしい。

「亡霊平原でスカルフェイスが大量に湧いているという話なら耳にした。その影響ではないか？」

　ツバキが言うと、シンがふと思い出したように口を開く。

「ああ、そういえばギルドで高ランク冒険者が出払ってるって言ってたけど、何か大規模な依頼があったんじゃないのか？」

「そのことか。拙者は当時ツバキとともに、ベイルリヒトより南の街にいて、数日前に帰ってきたところだったのだ。なのでその依頼には参加していない」

　するとティエラがこっそり耳打ちしてくる。

（ねぇシン）

（どうした？）

（スカルフェイスって、師し匠しょうに来てた依頼のこと？）

（ああ、かなり強い個体がいてな。それに縄張りを追われてきたのかもしれん）

「どちらにしろ、理由なんてわからない。考えても無駄。私は寝る」

　１人マイペースなツバキはそう言って外套を羽織る。揺れる馬車の中でも寝れるのが冒険者らしい。見張りや御者の交代があるので、休めるうちに休むのも大切な務めだ。

「ツバキの言う通りだ。拙者たちがいくら考えたところで情報が足りぬ。より有意義に時間を使うとしよう」

「だな。とりあえず、俺たちは武器の手入れでもするか。ティエラはどうする？」

「私はそろそろ交代だから、御者台の方にいるわ」

　ティエラはそう言うと幌から出て、ナックの隣に移動した。

　一通り仕込んだというシュニーの言葉通り、ティエラは冒険者として必要な技能はあらかた習得していて、御者も問題なくこなす。むしろ経験のないシンが教えてもらったくらいだ。

　ゲームでは方向を指示すれば馬が勝手に進んでくれたので、こういったことには慣れていなかった。

「冒険者ならこんくれぇできねぇでどうする。嬢ちゃんの方がうめえじゃねぇか」

「うぐっ」

　ナックに言われてちょっとへこんだのは、ここだけの話。




　その後はまた何事もなく進み、野営をしながらベイルーンへ向かう。

　亡霊平原を囲む森を迂う回かいする道は、ナックのような商人だけでなく、大規模なキャラバンも通る。そのため、もともとモンスターがあまり寄りつかないのだ。森の中の方が獲物が豊富という理由もある。

　そして、あと１日ほどでベイルーンに着くというときに、滅多に出会わないと聞いていた者たちが現れた。

「悪いな商人さんよ。死にたくなかったら有り金と荷物、全部置いてってくれや」

　盗とう賊ぞくである。

　どうやら運がなかったようだ。誰の運かは言うまでもない。

　数が多いだけの集団ではなく、革鎧やロングソードなどでしっかり武装しているところを見ると、それなりに稼いでいるのだろう。その方法は知りたくもないが。

「さて、どうする？　自信があるのかわからんが、正面の６人と伏兵が１人しかいないぜ？」

　シンがガイエンとツバキを振り返る。

「やることは変わらん。襲ってくるなら返り討ちにするまで」

「１人残して斬り捨て御免」

　冗談なのか本気なのかわからないツバキの発言はスルーして、３人は動く。

　戦術はすでに決定している。シン、ガイエン、ツバキの３人が前に出てティエラが援護という基本的な陣形だ。

　ユズハを馬車に残しているので、もし感知できないような相手がいても対処できる。

　相手のレベルは平均１５０近く、話しかけてきた男にいたっては１６３と、意外と高い。

　普通に冒険者としてやっていけそうなものだが、彼らにもいろいろあったのだろうと考えるのを止める。答えを得たところでどうしようもない。

　ナックも今回ばかりは、自衛用の斧おのを構えていた。

　戦闘が始まるのは時間の問題だ。緊張が高まる中、ティエラは幌の中で息を潜めつつ、ガイエンの言っていたことを思い出す。

『シン、ティエラ。お主ら人を殺めたことはあるか？』

　旅が始まった当初、一番最初にガイエンが２人にした質問だ。これは冒険者を目指す者がぶつかる最初の壁が、Ｅランクでの護衛依頼だからである。

　そう、ここで初めて、依頼で人を相手にする可能性が出始めるのだ。

　冒険者の各ランクごとに分けられた死亡率で、Ｂランク以上の高ランクに次いで死亡率の高いランク。そして、モンスターよりも、人に殺される方が多いランク。

　それがＥランクなのだ。

（大丈夫。撃てる）

　今のメンバーの中で、人を殺したことがないのはティエラだけ。シンもこちらを心配しているのが表情に出ていたが、大丈夫だと言って送り出した。

　やらねばならない。やらなければ、前に出ている３人の危険が増してしまう。

「おいおい、３人で相手するつもりか？　今ならまだ間に合うぜ？」

「ついでにそこの赤毛の嬢ちゃんも置いてってもらおうか。いろいろ楽しませてやるからよ！」

　盗賊のセリフを聞いた３人の気配が鋭くなる。当然と言えば当然だ。

「シン……」

　そんな３人を見ながら、ティエラの口からこぼれたのはシンの名前。

　感受性が強いエルフの中でもティエラは特に感覚が鋭い。

　だからこそ、わかった。ツバキを置いて行けと盗賊が言った直後、シンの気配がわずかに変化したことに。

　殺気を出しているのは変わらない。だが、より鋭く、暗くなっている。

　ティエラの知る穏やかな気配は消え去り、ある種の禍まが々まがしささえ感じさせる。ティエラからすれば、気配だけならもはや別人だ。

　ティエラほど鋭くないのか、ガイエンとツバキはそれに気づいていないようだ。幸か不幸か、今のシンの変化を感じているのはティエラだけだった。

（これ以上、シンをあのままにはしておけない。あのシンはダメ！）

　弓を握る手に力が入る。

　いつの間にか、ティエラの頭から人殺しについての考えは綺麗に消えていた。

　相手は盗賊、それも明らかに常習犯。この世界において盗賊を繰り返すのは、命の重さが最低辺になるに等しい。捕まれば処刑台以外の行き先はない。

　そんな相手だ、ティエラの中でシンと比べるには、もはや存在そのものが軽すぎた。

　弓に矢をつがえ、引き絞る。狙いは近くの薮やぶに潜んでいる盗賊だ。本人は隠れているつもりなのだろうが、エルフであるティエラにとっては無造作に歩いているのと変わらない。

　狙いを定めつつ、ガイエンの合図を待つ。

「無用な殺せっ生しょうは好まん。引くならよし、引かぬなら斬る」

「おいおい、状況見えてんのか？　そっちがＥランク以下ばっかなのは知ってんだよ」

「いくらあんたがＡランクでも、全員を守りながら戦えねぇだろ？　せっかく見逃してやるっつってんのに、変な意地見せねぇほうがいいぜぇ？」

　どこから情報を仕入れたのか、盗賊たちはガイエン以外が低ランクだということを知っていた。

　隠れている盗賊がナックを狙っているのを見ると人数までは知らないようだが、これが偶然の遭そう遇ぐうでないことは明らかだ。

「聞くことが増えたな」

「残す人数を２人にする」

　シンとツバキが目を合わせた。交渉は決裂だ。

　元から成立するなどとは、こちらは誰も思っていない。向こうの動きを観察しながら、被害が出ないように準備する時間が欲しかっただけだ。

　ガイエンが小さく首を振る。それは、攻撃開始の合図。

　次の瞬間、幌の中からティエラの放った矢が飛び出し、盗賊の隠れている薮に吸い込まれた。

「──っ!?」

　悲鳴はない。ただ、何かが地面にぶつかる鈍い音が聞こえた。

　シンのマップ上に存在した赤マーカーが１つ消える。頭か心臓か、どちらかに当たったのだろう。ＨＰが一撃で消し飛んでいた。即死だ。

「ちっ、しくじりやがって。お前らやっちまえ!!」

　仲間の死を悼いたむどころか悪態をつくリーダーと思しき男。指示を受けて、盗賊たちが襲いかかってくる。

「では、１人につき盗賊２人だな。可能なら各自１人は残せ。話を聞く」

「五体満足？」

「話が聞ければいい、他は好きにしてかまわん」

　物騒な言葉を平然とかわすガイエンとツバキ。やはり慣れているようだ。ツバキは敵とレベル差があるはずだが、まったく気負ったところがない。

　ガイエンはそのまま、シンとツバキが左右に散り、盗賊を分散させる。

　盗賊たちはガイエンに３人、ツバキに１人、シンに２人。分析アナライズ持ちでもいるのか、レベルの低いツバキよりガイエンに人を回していた。

「舐めてる？」

　ツバキの言葉に怒気が混じる。向かってくる盗賊は、レベルだけ見れば確かにツバキより高い。だが、だからと言って簡単に倒せるほど甘くないのが戦闘だ。

　隠していた手札を１つ切ろうかとツバキが考えたところで、首筋に微かな悪お寒かんが走る。盗賊の剣を受け止めようと構えていた手甲を引き、即座に距離を取った。

「へぇ、いい勘してんじゃん」

　ツバキの肢し体たいを舐めるように見てくる男。その右手に握られた剣からは赤いオーラが放出されていた。

　視線をずらし、周囲の様子を見る。

　どの盗賊も、色は違えどオーラを放つ武器を構えていた。全員が魔剣か、それに類する武器を持っているらしい。

　どうやら、レベル以外にも装備の面で、しっかりとした勝算があったようだ。

「あんま抵抗すんなよ。殺しちまったら楽しめねぇからよ、くくっ」

　盗賊はツバキの手甲がただの量産品だと気づいているのだろう。これでは満足に防御ができない。だからこそ自分の優位を疑っていないのだ。

「こちらの見た目が小さいからって、馬鹿にしてると痛い目を見る」

「はっ、負け惜しみは俺に勝ってから言えや!!」

　言葉とともに突っ込んでくる盗賊。アイテムによる補助でもしているのか、明らかにレベル以上の速度だ。

　だが、ツバキとて負けてはいない。白いオーラを纏って駆け出す。オーラの正体は、補助系武芸アーツ【操そう気き・活かっ閃せん】だ。

　名前が表す通り、気を操り肉体を強化する武芸スキルの劣れっ化か版ばん。活閃と付いているのは、それが身体強化、特に速度上昇に特化したものだということを示している。

　ツバキは白い残像を引き連れて盗賊の懐ふところに飛び込み、拳を繰り出す。

　盗賊はツバキが自分より早いことに驚きょう愕がくするが、かわせないと判断するや、剣を持っていない方の手でガードしようとする。

　しかし、ツバキの狙いはダメージを与えることではない。狙うのは剣を握っている、その手だ。

　盗賊の反応は良かったが、ツバキの狙いを読むまではいかなかった。

　手甲に包まれた拳が盗賊の右手に直撃し、５本の指をすべてをへし折る。皮膚から骨が突き出し、曲がってはいけない方向へと曲がった。

「武器が良くても、あなたはへっぽこ」

　いくら持っている武器が魔剣といえど、使用者の能力は変わらない。

　激痛に悲鳴を上げる盗賊は、あまりの痛みに防御どころではなくなっていた。がら空きの敵の胴体を前にして、ツバキは一瞬力をためる。

「──飛べ」

　その一言とともに放たれる拳。およそ人を殴ったとは思えない鈍い音が響くと同時に、盗賊は血ち反へ吐どをまき散らしながら宙を舞う。

　その先には、ガイエンを包囲していた別の盗賊の姿。

「がはっ!!」

　反応する間もなく飛んできた盗賊と激突し、藪の中へ消えていった。頭突きをしたような音が聞こえたので、巻き込まれた方はしばらく動けないだろう。

　殴られた方は鳩尾みぞおちが陥かん没ぼつしていたので、内臓──というより、心臓が破裂していることは間違いない。矢を受けた者と同じく即死だ。

「な、なんだ、今の……」

　突然味方が吹き飛んだ盗賊の１人が呆然と薮の方を見る。

　敵を前にして、それは致命的な隙。ガイエンを前にしながらやっていいことではない。

「馬鹿野郎！　こいつから目をそらすな!!」

　盗賊のリーダーが声をかけたが既に遅い。ガイエンは隙を見せた盗賊に滑るように近づき、大太刀を振るった。

「シッ！」

　リーダーの声で辛うじて反応する盗賊だが、体勢は崩れ、力もこもっていない剣でガイエンの一撃を防げるはずもない。

　唸うなりを上げる大太刀が魔剣と激突すると、盗賊の手から魔剣が弾かれ、大太刀の一撃とともにその胴体へと吸い込まれた。

　奇跡的に、魔剣が鎧代わりとなって大太刀を防ぐかに思われた。

　だが悲しきかな、ほとんど勢いを削がれることなく叩きつけられた大太刀は、盗賊の命を守るかと思われた魔剣を、次の瞬間には呆気なく断ち斬っていた。当然、魔剣に守られていた盗賊の体も纏めて。

「な……に……」

　横に真っ二つにされた部下を見て、盗賊のリーダーがかすれた声を漏らす。いくらＡランクといえど、魔剣を叩き斬るようなことができるとは思っていなかったのだろう。

　目を見開いて、信じられないものを見るようにガイエンを眺めている。

「お主らは魔剣持ちだが、あいにくと拙者の得物も魔刀の類たぐいでな」

　有利だと思っていた戦局は一瞬でひっくり返った。

　この展開が盗賊のリーダーには信じられない。情報ではガイエン以外はＥランク以下。やっと半人前から抜け出してきたばかりのはずだ。

　だというのにツバキに対しても、魔剣を持ったＣランクにも相当する部下が、まったくと言っていいほど相手になっていない。

　混乱するリーダーはわずかな希望にすがるように残された部下、副官のいる方を向く。そして目に入ったのは、またしてもありえない光景だった。
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　戦闘開始直後、シンには２人の盗賊が向かってきていた。

　１人は茶髪の男、もう１人は金髪の男だ。レベルは茶髪が１５１、金髪が１５３。冒険者でいえばＣランクくらいだろう。

　配置を見るに、ツバキを早々に仕留め、４人でガイエンを押さえているうちに、２人がここを突破しナックへ向かうといったところか、とシンは予想した。

　薮に潜んでいた男は盗賊の中ではもっともレベルが低く、金髪の男はリーダーの次にレベルが高い。このレベルになると、飛んでくる矢にも対応できるだろう。明らかに纏っている雰囲気が違う。

「ま、やることは変わらないがな」

　呟いて２人の進路をふさぐように立つ。

　シンを足止めしようと、茶髪の方が先行して剣を繰り出してくる。この魔剣が纏っているのは黄色いオーラ。だが、シンの持つ刀とは悪い意味で出来が違った。

　現在の世界基準での魔剣と、ゲーム時代の魔剣ではその定義が違う。

　刀身からオーラを放つところは同じだが、ゲームでは剣自体が伝説レジェンド級以上でなければ魔剣とは呼ばない。盗賊の持つ剣は、本当の意味で魔剣ではないのだ。

　盗賊の剣は湯気のようにオーラを放っていたが、シンの刀が放つ白いオーラは、刀身に沿うようにピッタリと刀の形に収束している。

　魔剣の放つオーラはその質を表すバロメーター。オーラを拡散させず、より刀身に収束している物の方が性能は上なのだ。

　だからこそ、２人が剣を打ち合わせた結果も当然の帰結を見せる。

　ぶつかり合った刃はわずかな拮抗の後、澄んだ音を立てて盗賊の剣が折れるという結果に終わった。

　どちらも本来は魔剣とは呼べない代物。魔剣もどきだ。

　しかし、シンの持つ刀は数度ならば本物とすら打ち合える性能を持つ。オーラを垂れ流すしか能のない、シンからすれば偽物と呼ぶのも憚はばかられるような剣とは、武器としてのレベルが違う。

　茶髪は、かつてホーンドラゴンにすら傷を負わせた剣が一撃で折られたのを見て、驚きのあまり身を硬直させた。そして、その隙を突くように続けて繰り出した一刀で、シンは茶髪を切り捨てた。

「なっ!?　──がふっ!?」

　驚きと、斬られた衝撃で出た声を残して、茶髪の盗賊が倒れる。

　流れるような一閃。その動きに一切の迷いは感じられない。

　人を殺すことに、慣れたわけではない。だが、躊躇ためらい、悩むような段階はとうの昔に過ぎている。デスゲーム時代、前線で戦った者たちで、その葛かっ藤とうを乗り越えていない者はいないのだ。

　ましてや相手は悪意を持って剣を振るう盗賊。返り血の跡が残る武具を見せられては、剣筋が鈍ることなどありはしない。

　命を軽く見てはいけない。しかし、重く見すぎてもいけないのだ。

「さて、あんたはどうする？」

　横たわる茶髪には目もくれず、シンは金髪の前に立ちふさがる。

　シンの口調は軽い。まるで食事のメニューでも尋ねるような物言いが、金髪にさらなるプレッシャーを与えた。

　驚愕に顔を歪める金髪。魔剣が折られるところなど初めて見たのだろう。自分の剣とシンの刀を見比べるように視線を動かしている。

「とりあえず、その剣は邪魔だな」

　シンが無造作に踏み出し、刀を振る。それだけで金髪の持っていた魔剣が砕け散った。

「なっ!?　ば、馬鹿な……俺の魔剣が……」

　もはや柄つかだけになった魔剣を見て、呆然と呟く金髪。距離があったはずのシンの一撃が見えなかったのだ。

　シンはスキルを使っているわけではない。ステータスと技量だけで、数メルの距離を一瞬で詰めたのだ。スキルに頼れなかった対ＰＫ用の技術である。

「あとは動けなくして終わり、と」

　その言葉とともに、またもシンの姿がかき消える。すると金髪の四肢に激痛が走った。

　砕かれた手足では体を支えられず、地面に這いつくばる。その背後には刀を鞘に収めるシンの姿。峰みね打ちによる殴打で骨を砕いたのだ。

　摺り足を応用した足運びは、見慣れていない金髪にシンが消えたように錯さっ覚かくさせていた。

「そっちも終わったか？」

「うむ、シンほど痛めつけてはおらんがな」

「これでも手加減した方だよ」

　軽口を交わしながら、シンはガイエンが相手をしていたリーダーを見る。

　金髪に負けず劣らず混乱している様子だ。どう考えても、シンがＥランクの戦闘力ではないのだから当然ではある。

「さて、お主らに情報を渡した者についてしゃべってもらおう」

　ナックに事情を話し、尋問する時間はもらっている。意図的に狙われた可能性があるとわかると、ナックも了承してくれた。

　尋問はガイエンとナックがやるということで、シンとツバキは馬車に戻る。

　心配そうな顔で２人を、特にシンを迎えたティエラは──。

「おつかれ、とりあえ──むぐっ!?」

　唐突にシンの頭を抱え、自身の胸元に抱きこんだ。

　その突然の行動にツバキは目を丸くし、言葉を遮られたシンは混乱した。

　ティエラのジャケットは胸元が開いており、そこに顔を突っ込んでいる状況だ。インナー越しではあるが、生き地じは厚手とは言えない。そのため、かなり生々しい感触がシンの顔を包み込んでいた。

　当の本人はティエラの行動があまりにも唐突すぎて、その感触を楽しんでいる余裕はまったくと言っていいほどなかったのだが。

　堪らずツバキが尋ねる。

「えと、何してるの？」

「ちょっとね……んっ……こら、動かないで……」

　とりあえず何か目的があるようだ。そうツバキは強引に自分を納得させ、経過を見守ることにした。手を出そうにも、この状況は意味不明すぎる。何より、ティエラの表情はひどく真剣だった。

　ティエラの変に艶つやのある声が聞こえ、シンも大人しくなる。しばらくその状態が維持され、シンに胸の感触を楽しむ余裕ができかけたところで、ティエラは身を離した。

　しかし、両手はしっかりとシンの頭をホールドしている。

「えっと…………ティエラ？　一体何を……」

　ティエラは何も言わず真剣な顔でじっとシンの目を見つめる。シンにはそれがやけに長く感じられたが実際は時間にしてほんの数秒だ。

「──よし」

　最後に小さく頷くと、ティエラはシンを解放し、周囲を警戒し始めた。

「なんだ……今の……」

「さあ？」

　ツバキに問いかけるが、彼女とて訳がわからないのは同じだ。シンと同じく疑問符を頭上に浮かべていた。
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　シンたちから距離を取りながら、ティエラはシンの気配を探る。シンと比べればかなり狭い範囲しか感じ取れないが、それでもＧランクとしては規格外だ。

　馬車の陰に移動したティエラの胸に広がるのは安あん堵どだった。

　ついさっきまで、ツバキとともに戻ってきたシンは、表面上はいつも通りだったがわずかにまだあの気配を纏っていた。暗く、鋭く、反射的に逃げたくなる嫌な感じだ。

　咄嗟のこととはいえ、自分のとった行動を顧かえりみると、顔から火が出そうになるが、本当にまじめに考えての行動だった。

　ティエラがまだ月の祠に来て間もないころ、全てに怯おびえていたティエラを、シュニーが優しく抱きしめてくれたことがある。それだけで感情が和らいだ。

　だから、シンにも同じことをすればあの気配が消えるのではないかと思ったのだ。他人との触れ合いが限られていたティエラにとって、それは最も効果があると思えた。

　ともあれ結果は成功。どちらかと言えば、ちょっとしたパニックによって強引に正気に戻したような感じではあったが、目的は達したので良しとする。

（自分では、気づいてるのかしら。それとも私が変なのかな）

　身近で殺気を感じるなど、集落を追い出されたとき以来だ。当時は精神的にまだ幼く、ただ怖いとしか感じなかった。

　一方、シンが盗賊と対峙したときは、その殺気の質の変化には気づいた。いや、気づけたと言ったほうがいいのかもしれない。

　ティエラ自身よくわからない感覚が、危機感を募つのらせたのだ。

　理解できない衝動。心を操られていると捉えられなくもないが、不思議と不快感はない。まるで、危険はないと知っているかのような、奇妙な信頼感があった。

　やがて落ち着いてくると、次にティエラが考えたのはある意味当たり前のことだった。

（この後、どんな顔でシンと話せばいいのかしら……）

　シンを抱きしめていたときの真剣さはどこへやら。あうあう言いながらうろたえる姿は、いつものティエラを知る者からすれば、実に可愛らしいものだった。

　隠れるつもりで移動したにもかかわらず、その様子をシンとツバキがばっちり目撃していたというのは、ティエラの知らぬ事実である。
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　シンたちが馬車を警護しながら待つこと十数分。ガイエンとナックが戻ってきた。

　盗賊のリーダーの姿はない。生かしたまま連れて行く必要はないので、始末したのだろう。

　全員が馬車に乗り込み、盗賊への対処で遅れた分を取り戻すため、少しスピードを上げて移動を開始する。御者はナックが引き受け、ガイエンが得られた情報をシンたちに説明した。

「つまり、あいつらはナックさんの運ぶ荷物が目当てだったと？」

「その通りだ。なんでも教会縁ゆかりの物らしい。その荷がなんなのかは知らされていないようだったがな」

　ツバキが問う。

「それは、何をとってくればいいか知らされていなかったってこと？」

「そうなる。故に護衛、御者もろとも皆殺しにした後、馬車ごと奪う算段だったようだ」

　話を聞いたシンは、一瞬ラシアたちのことが関係しているのかもしれないと思った。ラシアの司教就任は教会の正式な認定を受けて、初めて有効になる。そのために必要な書類なり、証明印なりを運んでいるのかもしれない。

　依頼者はそれを確保し、同時にそれが狙いだと悟られないように、関係のないものまで奪ってこさせようとしたのでは──。

　あくまで推測でしかないが、ナックが何を運んでいるのか誰にも口外ないところを見ると、重要なものであることは間違いない。十分、その可能性はある。

　そう考えると、偶然とはいえグリムホースという普通の商人より早い移動手段を持つナックの護衛についたのは、正解だったようだ。

　その後はモンスターに襲われることも、盗賊に遭遇することもなく、一行はベイルーンに到着した。




　グリムホースに引かれた馬車が門を通る。

　同じように門から入る馬車は多く、街中は相応ににぎわっていた。

　ベイルーンは小国であり、周りにある国も似た規模だ。

　エルトニア大陸は２つの大陸が繋がったような形をしており、ベイルーンは片方の陸地の中心付近に位置している。

　物の流れが集約する拠点なので、大きな国から侵略行為を受けることもあったが、そのようなときは小国同士が同盟を結び、協力することで他国の侵略を防いでいた。

　各国が選定者を保有しているため、同盟を結んだ国が集まったときの総戦力は、大国を上回るとさえ言われている。

　門をくぐってしばらく道沿いに進み、道具屋の前で馬車は停まった。

「ご苦労さん、また機会があったら頼むぜ」

　例によって商人らしからぬ言葉遣いでナックが礼を言い、依頼完了の証明書をガイエンに手渡す。これをギルドに提出すれば、報酬がもらえるという仕組みだ。




「さて、拙者はこの後キルモントへ向かうのだが、皆はどうするのだ？」

　道すがらこれからのことを話題に出したガイエン。キルモントは竜王の治める、ドラグニルが多い国だ。

　正式名称は竜皇国キルモント。

　シュニーの話では、シンのサポートキャラクターナンバー４、ハイドラグニルのシュバイドがいる国でもある。

「私もキルモントに用がある」

「俺とティエラはファルニッドに用があるんだ」

　ガイエンとツバキ、シンとティエラで目的地が違うようだ。

「ふむ、これはまた見事に分かれたな」

「コンビっぽいのはわかってた」

　出会いと別れが冒険者の常。

　ガイエンとツバキは、また新たな護衛依頼を受けて、キルモントへ向かうらしい。ちなみに彼らはシンたちと会う前にも、何度か同じ依頼を受けた仲だそうだ。

　報酬を受け取った後、２人はそれぞれ「縁があればまた会おう」「見かけたら声をかけて」と言い残し、キルモントへと旅立っていった。

　随分あっさりしているが、別の依頼で再会することはよくあるらしいので、そういうものだと割り切っているのかもしれない。























「で、この後はどう進む？　やっぱり馬車かね」

「確か普通の馬なら１ヶ月半、馬車なら２ヶ月は見ないとだめだったはずよ」

「あらためて思うが、遠いな」

　ガイエンたちと別れ、シンとティエラはその後の足について話し合う。

　歩いて移動するという手段もあるが、それはよほどの手錬てだれか相乗り馬車にも乗れないほど貧乏な者かだ。シンだけなら走るのが一番早いが、ずっとティエラを抱えていくわけにはいかない。

　シンは考えた末、馬車を購入することにした。

　どちらにしろ、シンとティエラはシュニーが合流してからも旅を続けるのだ。持っていて損はない。

　そんなわけでシンたちは、ギルドに紹介してもらった旅用の馬車を扱っている店を訪れた。

「なんと言うか、高性能って言ってもどれも似たり寄ったりな性能なんだな」

「いやいやお客さん、これには訳があるんでさ」

　店にあった馬車を見ながらシンがつぶやいた言葉に、近くにきていた店主が答える。

「そうなんですか？」

「ええ、ちょっと前に国が馬車を大量に買っていきましてね。ここにあるのは残った素材で作った上に、数を揃えなきゃいけなかったもんで、どうしても似たり寄ったりになってしまったんですよ。素材次第では、もう少しましになるんですがね」

　あまり性能が良くないように見えたのも、仕方がなかったようだ。

「なるほど素材か」

　シンはナックが使っていた馬車を思い出す。

　荷運び重視だったので見てくれは良くなかったが、確かに素材は良いものが使われていた。

　車輪にも何か処理がしてあったのか、揺れに関して、そこまで酷ひどい目に遭うこともなかった。

　そこまで、というのは、もちろん何も不満がなかったわけではないということだ。

「これは…………改造するしかあるまい」

「ちょっと待って、今何かよからぬことが聞こえたわよ？」

　ボソリと呟いたシンの肩に手を置いて、ティエラが待ったをかける。今までの経験から、ろくなことにならないと予想したのだろう。顔は笑っているが、目が笑っていない。

「ナンノコトデショウ」

「白しら々じらしいわよ。さあ吐きなさい。今度は何を仕出かす気なのかしら？」

「なんでそんなに警戒してるんだよ。ただちょっとばかし揺れを抑えて、車輪の動きを良くするだけだって」

　揺れ対策と馬車を引く馬への負担軽減だ。もちろんわからないように細工するし、外見に大きな変化が出るわけでもない。実際に乗らなければ、変化を実感することはできないだろう。

　売る際は元に戻せばいい。急造の馬車よりかなり快適になるはずだ。

「ほんとに？　馬なしで走ったり、空飛んだりしない？」

「せんわ!!」

　できない、と言わないあたりがシンである。

　とはいえ馬車の設計は専門外なので、それらは簡単にできる改造ではない。

　その点、揺れ対策のバネや車輪のベアリングは鍛冶の領分なので、手をつけやすいのだ。

「まあ、目立たないのならいいかしら」

「目立たないようにした方がいいだろうしな。俺だって少しは学習してるんだぜ？」

「相手がシンじゃなきゃ信じるんだけど」

「何気にひどいな」

　反論できないのが痛いところである。

「というより馬車の改造なんてできたの？」

「少しだけな。本職じゃないから、しないよりましってくらいだが」

「ナックさんのより良くなるなら、歓迎するべきなんでしょうね」

　なんだかんだで、ティエラも馬車の揺れには参っていたようだ。

　貴族が乗るような馬車は揺れがほとんどないことを、ティエラは店に来る冒険者との雑談で知っていた。なので、そんな馬車に出きるのならむしろ歓迎すべきだと思った。

　ナックの馬車も揺れは少ない方だったが、慣れていないティエラにはつらいものだったのだ。

「改造はいいとして、馬車はどれにするの？　正直、私にはどれがいいかなんてわからないんだけど」

　人数や荷物のことなどを考え、店舗の中で一番大きな馬車を指すシン。

「とりあえず中で寝れるくらいの広さは欲しいな。あれくらいか？」

「そうね。師匠も来るし、あの大きさなら荷物を入れてもいけると思う」

　人数から見ても問題ないとティエラも同意する。

　重量がある分、馬車を引く馬も力がなければならないが、最悪ユズハに引いてもらうという手がある。変へん化げというのは実に便利だ。

「まいど！　ところでお客さん、馬車を引く馬はもう手に入れてるんで？」

「いや、これから買いに行くんだ」

「馬を買うのは初めてですかな？」

「ああ、そうだ」

「だったら、高い買い物をしてくれたお客さんにアドバイスを１つ。馬はなるべく足腰の強いやつにした方がいいですぜ。数をそろえるなら別ですが、１頭で引くには、あの馬車はちと重いかと」

「ありがとう、参考にさせてもらう」

　おそらく、挽ばん曳えい馬ばのようなタイプがいいということだろう。馬車と乗る人数を考えれば、シンとしてもその方がいいと思った。

「そういえば、モンスターに引かせるっていうのはどうなんだ？　知り合いにそういうやり方をしてる人がいるんだが」

「まあ馬力が桁違いですしね。手て懐なずけられればいいですが、難しいって聞きますよ？」

「だよな。情報ありがとな」

　アドバイスをくれた店主に礼を言って店を出る。次の目的地は、馬を扱っている店だ。

「さて次は……ん？　この音は」

　馬を買いに行こうと一歩を踏み出した矢先、シンの耳にチリンチリンと涼やかな音が届く。かつて設定していた、音声チャットで呼びかけられたときの着信音だ。

　操作はゲーム時と変わっていなかったので、思考操作で呼び出しに応じる。

《もしもし、こちらシン。感度良好》

《シュニーです。スカルフェイスと戦利品に関する依頼は終わりました。今どちらですか？》

《ベイルーンにいる。馬を手に入れたら、馬車でファルニッドに向かうつもり》

　ちょうどいいので現在地や、馬車は購入済みであることなどを伝えた。

《そうですか。でしたら私が馬車を引くモンスターを捕獲しておきます。ベイルーンにはあと１日ほどで着くと思いますので、待っていただいてもよろしいですか？》

《わかった。そういえば一応持ってたんだよな、調教師テイマー》

　六天の調教師テイマー兼召喚士のカシミアに勧められて、シンがジョブを手に入れた際に、シュニーも同行し取得させておいたのだ。

　これまで何もテイミングしたことはなかったが、予想外のところで役に立った。

《はい、なるべく力の強いものを連れていきますので、期待していてください》

　シュニーの張り切っている様子が目に浮かぶ。

　タイミングが恐ろしいくらい絶妙だったが、問題ないので気にしない。

《それと、１つお聞きしたいことがあるのですが》

《なんだ？》

《月の祠を収納した際に何かなさったのですか？　何かやるだろうとは思っていましたが、月の祠が消えたので、心配していたと言われました》

《ああ、なんか監視されてたし、ついてこられるのも面倒だったから、魔術スキルでちょちょいと》

《なるほど幻影ですか。なかなか穏便ですね。シンのことですから、周囲を更地にするくらいはするかと思ったのですが》

《コラ待て、俺を一体何だと思ってる!?》

《以前はよくやっていたではないですか》

《いや、あれは俺を殺やる気全開の相手だからであって、国の監視相手に、初しょっ端ぱなからそんな暴ぼう挙きょには出ないっての》

　確かに、命を狙いにきた相手には手加減などしないが、ただ監視していただけの相手を問答無用で殺す気はない。そもそも、監視していたのは月の祠とシュニーであって、シンではないのだ。

《シンがそう判断したのならそれでいいです。かく言う私も、あえて何も知らないように振る舞いましたから、今頃上層部は大変でしょうけど》

《だろうな。当然隠いん蔽ぺいも使ったから、俺たちの姿も見えてないわけだし。監視してたやつらには突然月の祠が消えたように見えて、大慌てだろ》

　幻影と隠蔽の多重使用。自分たちは隠れつつ、他者には幻覚を見せるというポピュラーな使用方法だ。使い手がシンなので、とても見破れるものではない。

　隠蔽は武芸、魔術のどちらにも同じ名前のスキルがあるが、今回シンが使ったのは魔術スキルとしての隠蔽だ。武芸スキルより効果は下がるが、自分以外にも効果があるので、ティエラの姿も見えなくすることが可能となる。

　事実、工作員たちにはまるで見えていなかった。

《彼らにはいい薬です。正直に言って、口をそろえて私を誉めたたえておきながら、裏で監視と勧誘を繰り返すというやり方には、頭に来ていましたし。少しくらい騒ぎになっても、自じ業ごう自じ得とくでしょう》

　シュニーは苛いら立だち交じりに言った。もちろん、すべての国がそうだったわけではない。

　節度ある態度で接した国も多かった。だが、地殻変動によって混乱した大陸の覇は権けんをめぐって戦力を集める国も同じくらい多かったのだ。

　シュニーがハイヒューマンの配下だったことを知って、自陣に組み込もうと躍やっ起きになった国は数え出すときりがない。

　そんな経緯があるので、騒乱の収まった現在でも、月の祠の監視が続けられていたのだ。

　監視をする国も人も、今となっては当時の争いを知る者は少ないが、ハイエルフであるシュニーにとってはそう昔のことではない。

　なので格段に穏やかになった今でも、監視や勧誘には強い不快感を覚えるのだ。

《なんか、聞いてたよりひどかったみたいだな》

《勝手に月の祠の所有権を主張した国もありましたので。あのときは国ごと消して差し上げようかと思いました》

《お前が言うとシャレにならないな》

　呆れたように言いつつも、そりゃシュニーも怒るわと、シンは納得もしていた。

　自分たちの大切な場所や物を、他者が勝手に自分たちの物だと主張すれば、腹が立つのは当たり前だ。シュニーの性格ならその怒りは一ひと入しおだろう。

《ま、今はもう気にすることはないな。あれはもともと俺個人の所有物だし、どこに持っていこうが俺の勝手だね》

　たとえ月の祠が人々にとって重要なものになっていようが、こればかりは譲れない。

　シンにとっても、月の祠は長い月日を多くの仲間たちと過ごしてきた大切な場所だ。相手が王だろうが何だろうが、差し出せと言われて素直に従う気など欠片かけらもない。

《大方、月の祠が手に入ればシュニーもついてくるとか考えたんじゃねぇの？》

《いましたね、そういう人も。結婚を申し込んでくる方も大勢いましたが》

《……だろうな》

　外見設定をしたシンがいうのもなんだが、シュニーの美しさは傾けい国こくの美女とも言えるレベルだ。それはもうモテただろう、というのは簡単に想像できる。

　シュニーと月の祠はセットで知られていたらしいので、案外その美貌にやられて月の祠を手に入れようとした者も多いのかもしれない。

《まあ、当然か》

《嫉妬します？》

《そりゃあ、な》

　ゲーム時代なら自慢するくらいでしかないが、現実になってくると感じ方も変わる。

　シンとしても、シュニーから寄せられる好意を少なからず感じていた。それが主としてなのか、１人の男としてなのかは判断の難しいところだが、できれば後者がいいと考えてしまうのは仕方のないことだろう。

《ふふっ、そうですか。嫉妬してくださいますか》

《なんでそんなに機嫌がいいのかね》

《察してください》

《なんだか手玉に取られてる気分だよ》

　機嫌がいい理由など、察する以前の問題だ。本気でわからないと言えるのは、鈍感さを極めたラノベ主人公くらいだろう。

　シンも鈍い方ではあるが、さすがにそこまで極まってはいない。

《では宿が決まったら連絡をください。いつごろ着くかはまだわかりませんので。時間によっては直接宿に向かいます》

《了解。じゃあまたあとで》

　心話を切る。馬の当てができたので、馬を買いに行く必要はなくなった。

「なあ、ティエラ。馬車は手に入ったし、今夜の宿を探さないか？　馬車を選ぶより時間がかかるかもしれないし、寝床の確保も重要じゃないかと思うんだが」

「急にどうしたの？　馬を買いに行くんでしょ？」

「今シュニーから連絡があってな。馬代わりのモンスターを捕まえてくるから待っててくれってさ」

「さすが師匠。タイミングが絶妙ね」

　シンの言葉に納得するティエラ。感心するところが違う気もするが、気にしたら負けだと思うのでシンは何も言わない。タイミングが絶妙すぎるというところには同意見だったが。

「とりあえず、宿を探しながら観光でもするか？」

「そうね、ただ通り過ぎるだけっていうのも味気ないし」

　せっかくなのでゆっくりすることにした２人。露ろ店てんを見て回ると、様々なガラス細工が目を引いた。

　ちなみに、頭に子狐を乗せたシンも人の目を引いたが、ベイルリヒトで慣れていたので気にならなかった。

「ここの特産はガラスなのか」

「綺麗ね。ときどき何を表現しているのかわからないのがあるけど」

　ガラス工芸が盛んなようで、ガラスを扱っている店以外でも、必ずと言っていいほど何かしらの作品が店頭に飾られていた。

　店をいくつかはしごし、最後に立ち寄ったおしゃべり好きな女性店主から、この街で有名だという宿を紹介してもらう。せっかくなので、そこを今晩の宿にすることにした。

　道順を教えてもらい、15分ほど歩いた先にあったのは、なかなかに立派な建物だった。

　見たところ木造のようだが、外壁は白く塗装され、周囲の宿とは明らかに存在感が違う。窓は全室ガラス張り。よく見れば、それらすべてが強度を上げるエンチャントを施されたガラスだとわかる。

　入り口の扉は大きく左右に開くタイプでガラスが張られているので中の様子が窺い知れる。ファンタジーでよくある宿というよりは、現代のホテルと言った方がしっくりくるような佇たたずまいだった。店の名は華か鏡きょう殿でんというらしい。

「すごいな。こんなにガラスを使った宿はベイルリヒトじゃ見なかったぞ」

「この宿の売りの１つらしいわね。しっかり強化されたガラスだから、ちょっとやそっとじゃびくともしないくらいの出来って言ってたし」

「確かにな。あれならハンマーで叩いても大丈夫だろ」

「でもちょっと高そうね」

　建築スキルで外装の詳細を見ているシンと、つい値段の心配をしてしまうティエラ。

　いつまでも店の前で突っ立っているわけにもいかないので、シンが先行する形で店に入る。さすがに自動ドアなどというものはなく、扉を開くのは自力だ。

　中に入ると、すぐに制服をピシッと着こなした従業員が声をかけてきた。女性店主に紹介してもらった旨を伝えると、多少割り引いてくれることになった。

　どうやら本館は別にあり、こっちはお試し用の別館ということらしい。お試し用？　と２人は首をかしげる。

「１泊、お１人様銀貨４枚になります」

　値引かれたはずなのに、以前泊まったベイルリヒトの穴熊亭より銀貨２枚高い。やはり高級宿のようだ。

　ナックからの報酬があったのでそれぞれ１泊分払う。ユズハも一緒で大丈夫かと思ったが、契約していれば問題ないらしい。もちろん、何か騒動を起こしたら責任はシンが取る。

「あのおばちゃん、俺たちがこの値段を払えるって見抜いてたのか」

「冒険者だし。お金持ってると思われたんじゃない？」

「まあ持ってるけど。依頼の報酬が一気に減るな」

　一瞬で報酬の半分近くが消滅したので、シンはついそんなことを思ってしまう。実のところ盗賊に懸賞金がかかっていたので副収入があったのだが、それにしても高すぎる気がした。

　実は白金貨持ちで余裕はあるのだが、そのあたりの金銭感覚はまだまだあいまいなのだ。

「ベイルーンの名物宿みたいだから、１度は泊まっておくべきって話だったし。本館は１泊金貨１枚はするらしいから、まだ良心的なんじゃない？」

「誰が泊まるんだか」

「たぶん、シンみたいな人でしょ。素材を売ったお金があるじゃない。はっきり言うけど、今のシンってけっこうなお金持ちなのよ？」

「そ、そうだよな。つい依頼の報酬から考えちまってさ」

　ティエラに指摘されて、ようやく自分が裕福だと思い出したシン。所持金の総額からすれば、銀貨４枚など些さ細さいな出費だ。

　３日で護衛任務の報酬が消えてしまうような宿だが、強化ガラスが非常に高価なので、施設の内容を考えれば銀貨４枚は安い部類なのだろう。

　こういった名物は、知っておけば話のタネくらいにはなる。せっかくの旅だ、少しくらい楽しんでもいいだろうとシンは気にしないことにした。

「さすがは高級宿。もうこれ普通にホテルだな。防音もしっかりしてそうだ」

　割り当てられた客室に入ったシンが最初に感じたのはその質の高さだ。元の世界でいえば安めのビジネスホテルと言ったところか。

　比べるのは失礼だろうが、シンの唯一知っているこの世界の宿、穴熊亭より、備え付けられている机や椅子、ベッドにいたるまでワンランク上だ。

　さすがに月の祠の家具には劣るが。

「くぅ、もうしゃべっていい？」

「ああ、ここなら大丈夫だろ」

　ユズハは街中で、ずっと我慢していたようだ。宿の壁は厚いようなので、しゃべっても大丈夫だろうとシンが判断すると、さっそくしゃべりだした。

「夕食まで時間があるし、武器の手入れでもするか」

　シンは荷物を床に置き、腰の刀を外して点検を始める。

　ゲームではほとんど必要なかったが、こちらではなるべく欠かさないよう心がけるべきだと考えるようになった。小さな刃こぼれや血ち糊のりによる錆さびなど、武器の劣化を速める要因が増えたからだ。もっとも、特に小まめな点検が必要なのは、低級の武具がほとんどなのだが。

「きれー」

「このレベルになるまでは苦労したからな」

　刀身を包むオーラを見て、ユズハが感想を言う。実際、神秘的な輝きを宿す刀身は、武器ではなく芸術品と言われても納得してしまうくらい、実に美しかった。

　生半可な腕では出せない輝きを見ながら、シンはかつての修業の日々を思い出す。

　そして刃の状態、柄や鍔の緩ゆるみなどを順番に確認し、鞘に戻そうとしたところでドアがノックされた。

　ティエラの声が部屋に響く。

「シン、ちょっといいかしら？」

「ああ、今ドアを開ける」

　シンが立ち上がる前に、ユズハが人型になってドアを開けた。もちろん巫女服を着ている。

「あら、ユズハちゃん。今はその姿なのね」

「くぅ、シンにようじ？」

「ちょっと聞きたいことがあるのよ」

　ユズハに迎え入れられ、ティエラが室内に入る。

「で、聞きたいことってなんだ？」

「シンに以前、分析アナライズをもらったじゃない？　それについてなんだけど」

「何かあったのか？」

「些細なことかもしれないんだけど、ツバキのステータスを見たときに、ちょっと気になることがあって」

「気になることか」

　ふと、ある予想がシンの脳裏をよぎる。

「もしかして、分析アナライズを使うと、ツバキの種族がときどき見えにくくなる……とかか？」

「え？　シンもなの？」

　驚くティエラ。どうやらシンの予想は当たっていたらしい。

　正確にいえば見えにくくなるというよりは、ノイズが走ると言った方が正しいだろう。種族の欄だけなのだが、ゲームでは見られなかった現象だ。

　ティエラは初めてだったようだが、シンの場合、ツバキが２人目だ。

「俺も気にはなってたんだ。だけどこれは俺もよくわからない」

　シンの場合、この世界に来た過程が過程なので、何か不具合でも出ているのかと思っていた。なにせ、ツバキに会うまではノイズが走るのは１人しか知らなかったのだから。

「師匠なら何か知ってるかしら」

「そうだな。どちらにしろ明日合流するんだし、聞いてみるか」

　同じように分析アナライズが使えるシュニーなら、何か知っているかもしれない。とはいえ、火急の用事でもないので心話は使わないことにした。

「くぅ、むずかしいこと？」

「難しいというか判断がつかない、だな。推測は立てられるが確証がないんだよ」

　シンはユズハに向かって苦笑しながら肩をすくめる。

「そういえば師匠はいつ来るの？」

　ティエラが尋ねた。

「時間はわからないってさ。宿を教えたら、そこに来るって話だ」

「そうなると、今日はもう休んでも大丈夫ね。さすがに夜に来ることはないでしょうし」

「まあ、そうだろうな。そろそろ晩飯にしよう」

　今の時間は午後６時過ぎ。夕食を取るには少し早いが、宿的には問題なさそうだ。

　ユズハも一緒に食べたいと言ったので、人の姿を見られないよう、夕食は部屋に持ってきて食べることにした。

　夕食は豪勢と言えるものだったが、やはり出てきたパンは黒パンだった。どうやら白パンはかなり高級らしい。

　ちなみにこれが本館なら、普通に白パンが出るそうだ。

　その後は湯を頼んで体を拭ぬぐい、着替えてから眠りにつく。湯に関しては、穴熊亭では有料だったがこちらでは無料だった。浴場まではないらしい。

　穴熊亭も基本水浴びだったので、あまり違いはないように感じた。




　明けて翌朝。

　寝ぼけたユズハがシンの布団にもぐりこんできたが、子狐モードだったのでドタバタすることもなく、実に平和だった。

　無意識に頭を擦こすりつけてくるユズハを脇にどけ、顔を洗う。部屋にはホテルよろしく洗面台があった。さっぱりしたところでティエラが訪ねてきたので、昨日と同じく部屋で朝食を取ることにした。

「さて、さっき聞いたところによると、シュニーは今日の午前中にはベイルーンに着くらしい。俺は先に馬車の改造をするが、ティエラはどうする？」

　パンをかじりながらティエラに話しかける。何もせず待っているのもどうかと思ったのだ。

「せっかくだし、どんな風に改造するのか見てるわ」

「ユズハも！」

　シンに自じ重ちょうを促うながしていたティエラも、改造自体には興味があるらしい。ユズハは言わずもがなだ。

　なんだかんだで、未知の技術を見るというのはワクワクするものである。

　宿をチェックアウトした後は、真っ直ぐ馬車を買った店に向かう。購入した馬車自体は、まだ店に預かってもらっていた。

「いらっしゃい。おや、昨日の。馬は買えたのかい？」

「知り合いが調達してくれる段取りになったんですよ。なので、馬車に一工夫しようと思いまして」

「へぇ、お客さん職人か何かなのかい？　冒険者だと思ってたんだがね」

　驚く店主に冒険者だと返して、馬車のあるところへ移動する。

　まずは、対象を一時的に浮かせる魔術スキルで車体が倒れないようにし、揺れ対策用のバネを設置していく。もちろん、そのままではつけられないので、車輪の軸回りにも手を加える。

　木や金きん属ぞく塊かいがグネグネと形を変えていく様は、見方によってはかなり不気味である。だが、その分作業スピードは速い。

　車体の陰で行っている関係上、店主に見られる心配もないので、ササッと作業をしていく。

　すでに性能が周囲の馬車と比較にならなくなっていることに、店主は気づいていない。

　そして、そんな作業風景を間近に見て、目をキラキラさせるユズハと、目が点になってしまうティエラ。

　作業内容自体はティエラにも何となく理解できた。しかし、シンの手の中でグニャグニャと形を変える金属塊を見て、口がふさがらない。

　目立たないことを学習したんじゃなかったのか、と突っ込みたがったが、店主に聞こえそうだったので、なんとか我慢した。

「ふう、後はベアリングの取り付けだけだな」

『くぅ！　シン、さっきのなに？　鉄がぐにゃぐにゃしてた！』

　よほど面白かったのか、ユズハが調教師テイマーバージョンの心話で話しかけてくる。鍛冶のときも熱心に見ていたが、物作りが好きなのだろうか。

『あれは鉄を加工するときに使う生産系スキルでな。やり方はなんとなくわかった』

　正確には生産系鍛冶スキル【成形】だ。本来はいくつかの決まったパターンにしか変形できないのだが、意識して使ってみたところ、面白いように形を変えられた。

　馬車の改造自体はゲーム時の技術がそのまま使えたので、問題なく仕上がっている。

「シン、自重はどこに行ったのかしら？」

「あ、あれ？　今回は見られないように隠れたし、見た目は変わってないぞ。なんでそんなに怒ってんだ？」

「確かにぱっと見たくらいじゃ、何が違うかなんてわからないわ」

「だろ？　なら──」

「でもね。明らかに不自然なところがあるのよ」

「ええと、なんでしょうか」

　いつの間にか説教モードのティエラに、何かやらかしたかと頭をめぐらせるシン。残念ながら、ティエラを怒らせた理由は思い浮かばなかった。

「時間よ」

「時間？」

「そう時間。あのね、いくら作業が簡単でも、馬車の改造が１時間とかからずに終わるわけないでしょうが！　早い、早いのよ！」

「ああ、なるほど」

「ああじゃなくて、もうちょっと真剣に受け止めて……」

　口調は強いが声は小さいという、微妙に迫力がない状態で、ティエラがシンに注意する。

　作業を始めてから、まだ15分ほどしか経っていない。考えてみれば、確かにあまり早く作業してしまうと、一体どうやったんだという話になるだろう。

　効果や作業時の見た目を気にするあまり、作業スピードを失念していた。ゲーム時はどれだけ早くても文句言われなかったので、思い至らなかったのだ。

「仕方ない、ベアリングの方はゆっくりやろう」

「お願いだからそうして」

　ティエラの要望を受けて今度は時間をかけて作業を進める。

　こちらは車輪と軸の接合部を多少改造するだけなので、のんびりやってもそれほど時間はかからない。車体がわずかに浮いているので、作業に困ることもない。

　その後、４つの車輪すべてにベアリングを取り付け、改造は完了した。作業にかかった時間は、バネの取り付けも含めて１時間半ほど。現在時刻は10時半になろうとしていた。

　馬車屋の店主に馬を連れてくると言って、一旦店の外へ出る。後はシュニーからの連絡待ちだ。昨日とは違った方向に足を伸ばし、露店を冷やかしながら１時間ほど過ごしたところで、シュニーからのコールが来た。

「シュニーから連絡だ。北門を出た先の森にいるらしい」

　宿をチェックアウトしてぶらぶらしている旨は伝えていたので、外で待つことにしたのだろう。すぐに北門へ向かう。

　感知領域を伸ばしつつ、門をくぐってさらに歩く。

　シュニーの反応はすでに捕捉済みだった。しかし──。

「…………」

　喜び勇んで歩き出したはずの両足が重い。

「くぅ、なにか、いる」

「どうかしたの？」

















「あー、なんというか、行けばわかると思う」

　ユズハの言葉にティエラが疑問を投げかけてくるが、シンは言葉をにごした。

　なぜならわざわざ口にしなくとも、このまま進めば、シンが困惑の表情を浮かべ、ユズハが警戒している原因がわかるからだ。

　シンの視界に移るマップに表示されているのは、シュニーとその隣にいるモンスターの反応。

　森に近づくと、次第にその姿が見えてくる。

「シン……あれ、強いよ」

「ねぇシン。ほんとにあれ、なに？　私の分析アナライズじゃレベルどころか名前も見えないんだけど」

　ユズハとティエラが不安そうに言う。

「まあ、そうだろうな」

　横にシュニーがいても、モンスターが放つ圧力だけはどうしようもないのだろう。

　ティエラはシンの背後に隠れるように立ち、ユズハは脱力していた身を硬くした。

「ただいま戻りました。心話でお伝えした通り、馬車を引かせるためのモンスターを連れてまいりました。このモノなら、シンが乗る馬車を引かせても問題ないでしょう」

　非常に良い笑顔で、自信満々に言うシュニー。その笑顔は万人を虜にするだろう魅力に溢れている。

　しかし、肝心のシンはと言えば、「これに馬車引かせる？　え、マジで？」と言いたげな視線を、モンスターに向けていた。

「一応確認なんだが、どっから連れてきた？」

「近くに霊れい峰ほうがありましたので、そこから」

「……さすがだ。さすがだよシュニー」

「お褒ほめにあずかり光栄です」

　シンの心境としては「さすがシュニー、常識外れだ」という意味だったのだが、いい方向に解釈されたらしい。

「忘れてたわ。師匠ってシンのことになると、ときどき暴走するのよ」

「できればもっと早く言ってほしかったな、その情報」

　ティエラが「あちゃー」とでも言うように天を仰ぎ、シンは「なんてこった」とでも言うように片手で額を押さえる。

　そんな２人を見て、当のシュニーは首をかしげていた。

「まあ、連れてきちまったものはしょうがない。とりあえず、なんでそいつなのか聞いてもいいか」

「はい。シンの馬車を引かせるということでしたので、ここはやはり、神しん獣じゅうクラスのモンスターであるべきかと思いまして」

「いやいやいや、その発想はおかしい。どう考えてもおかしい！　一体どんな馬車を引かせる気だよ!?」

　シュニーの後ろで大人しくしているモンスターを指差しながら、シンは叫ぶ。

　なにせ、その体格は馬車より遥かに大きい。もし引かせるとしたら、その馬車は一軒家サイズになるだろう。

「もちろん、シンがそう言うだろうということも想定していました」

「なに？」

　シンの突っ込みに冷静に返すシュニー。どうやら、何か考えがあるらしい。

　あらためてシンは、シュニーの連れてきたモンスターを見る。

　４足歩行型のモンスターで、その名をグルファジオという。

　歩く際に前傾姿勢になった場合、地面から頭の先までの高さは３メルほどある。購入した馬車につないだところで、前など見えないだろう。

　馬の胴体ほどに発達した前腕に全身を覆う灰銀色の体毛、さらに筋肉の塊かたまりである太く強きょう靭じんな尾を持ち、その迫力はかつて戦ったスカルフェイス・ロードに近い。

　ゲーム時は奇襲まで仕掛けてくる、上級プレイヤー向けの凶悪なモンスターだった。

　その頭部は狼に似て、しかし所々に見える鈍く光る鱗が、やはり別の生き物なのだと示していた。

　そして何より目を引くのは、グルファジオにはないはずの角。多少歪ゆがんでいるが、水晶のような濃淡のある緑色の角が、その額から突き出ていた。

　そこからわかる事実は１つ。このグルファジオは特殊ユニーク個体であるということだ。

　だからなのかは不明だが、プレイヤーを見つけたら躊ちゅう躇ちょなく襲ってくるモンスターのはずなのに、まるでそんな気配を見せずにおとなしくしていた。

　分析アナライズで確認してみると、グルファジオ・ヤーデ、レベル７５１と出た。

　本来、グルファジオの最大レベルは６５０のはずだが、特殊ユニーク個体によくあるように、限界を突破しているようだ。人里に下りてくることがあれば、間違いなく災害指定されるだろう。

「さぁ、やりなさい」

　シュニーがそう言うと、グルファジオの体を緑色の燐りん光こうが包み込んだ。時折聞こえるバチバチという音が、幻想的な光景にわずかな違和感を与える。

　１分と経たないうちに燐光は消え、１匹のモンスターが姿を現した。

　分析アナライズでグルファジオであることは確認できるが、外見が異なる。

　前足が後ろ足と同じくらいの長さになり、尻尾も縮み、多少歪いびつではあるが、少し大きな狼と言えなくもない。特徴的だった角も、額からほんのわずかに見えるくらいに縮んでいた。

「小さくなった？」

「はい。この能力がありますので、馬車を引かせても問題ありません」

　確かに馬車を引かせる分には問題ないだろう。だが、シンにはそれ以前に気になることがあった。

「こんな能力持ってたか？」

　グルファジオはもともと肉弾戦に特化したモンスター。ユズハのように、変化を得意とするような特性はないはずなのだ。

「待ち伏せや奇襲を好む習性がありますから、特殊ユニーク個体になったことで、より有用な能力を手に入れたのだと思います。実際に、幻影や雷属性のスキルなどを使っていましたから」

　そんな馬鹿なと思わなくもないが、モンスターにまともな生物としての枠組みを期待したところで意味はない。

　魔素から生まれたのだから、骨格くらい変えられるのだろうと、納得することにした。

「とりあえず、この姿ならたぶん大丈夫だろ。馬車はもう改造してあるし、戻って出発しよう」

「そうですね。そうしましょう」

「はぁ、変に疲れたわ……」

　楽しそうなシュニーとは対照的に、肩を落とすティエラ。

　それも当然だろう。いくらシンとシュニーのやり取りが軽いものだったとしても、目の前にいるのは間違いなく神獣と呼ばれる類たぐいのモンスターなのだ。たとえ大人しくしていようが、周囲に巻き散らす威圧感は尋常ではない。

　小さくなった今でこそ普通のモンスター程度の威圧感しかないが、元の姿は一般人なら気絶してもおかしくないだけの重圧がある。

　なんでもないように会話をしている、シンたちがおかしいのである。

　シュニーの訓練を受けていなければ、ティエラも気絶組の仲間入りをしていただろう。

「くぅ、くくぅ？」

「グル、グルアッ！」

　今も会話をするように鳴き合う２匹を見て、苦笑いをうかべるのが精一杯だ。

「俺もティエラに同意だ。まさかこのレベルを連れてくるとは思わなかったし」

　シンの場合、どちらかというと疲れより驚きの方が強い。馬と言っておいたので、せいぜいグリムホースの上位種、ワンダーホースやさらに上のトライホースあたりだと予想していたのだ。

　どれも商人プレイヤーが馬車を引かせるモンスターとしては定番で、レベルも２００を超えないので扱いやすく、その割に馬力があるので意外と人気だった。

　しかし、やって来たのは明らかにオーバースペックの神獣である。

「何かおかしかったでしょうか？」

「師匠、普通馬車を引かせるのに神獣なんて連れてきませんよ」

「これでも妥協したのですよ」

「えっ……」

　一体何を連れてくるつもりだったというのか。シンとティエラの声がハモってしまったのも仕方がないだろう。

「ここまでやらなくてよかったんじゃないか？」

「まさか、お気に召めしませんでしたか……？」

　シュニーの顔が曇った。

「待て待て、なぜそこで落ち込む」

「エレメントテイルと契約しているシンですから、もっと強いモンスターでないと気に入ってもらえないかと」

　変に気張らなくていい、という意味でシンは言ったのだが、シュニーは逆の意味に受け取ってしまったようだ。張り切りすぎである。

「くぅ？　ぐーちゃんいらないの？」

「グルル!?」

　そして、そんな２人のやり取りを見ていたユズハの言葉に、グルファジオが驚きの声を上げる。

　その表情から読み取れる感情を言葉にするなら、「マジで!?」だろうか。

　さすがに神獣とまで言われた自分が、いらないと言われるとは思ってもいなかったらしい。

「誤解だ、グルファジオは十分強力だからな。しかも特殊ユニーク個体なんて俺もほとんど見たことないから、不満なんてない」

「そう言っていただけると助かります。私個人としても賢かしこいモンスターの方が、役に立つと思いましたので」

「と言うと、やっぱり俺たちの会話を理解してるって考えていいのか？」

「はい。言葉を話すことはできませんが、私たちの言葉はほとんど理解しています」

「グルッ！」

「まかせて、だって」

　すかさずフォローを入れるユズハ。

　モンスター同士意い思し疎そ通つうができるらしい。神獣クラスとなるとやはり知能は高いようだ。

「こちらが私の主です。失礼のないように」

　シュニーがシンを示しながら言う。

「グル!!」

「よろしくな」

　そう言ってシンはグルファジオの頭を撫なでる。グルファジオは特に嫌がる様子もなく、気持ちよさそうに目を細めていた。

「ところで、こいつの名前って何て言うんだ？」

「カゲロウです」

　即答するシュニー。

「幻影を使うから？」

「はい。安直でしたか？」

「いや、いいんじゃないか。かっこいいと思うし」

　確かに安直ではあったが、悪くはないとシンは頷いた。ゲームや漫画でも時折見かける名前だ。

「グルゥ」

「気に入ってるって」

　本人（本獣？）も気に入っているらしい。

　シンの頭上からカゲロウの背中へ移動したユズハが、しっかり通訳してくれる。鳴き声とジェスチャーだけではわかりにくいこともあるので、非常に助かった。

「ではカゲロウ。お前に最初の任務を与える！」

「グルッ!!」

「それは、馬車を引くことだ！」

「グルアッ!!」

　仰々しく告げたシンに、やる気全開で答えるカゲロウ。ごねるかとも心配したが、馬車を引くことに抵抗はないらしい。

　シュニーとカゲロウを加えたシン一行は、森から一旦ベイルーンに戻り、馬車を預けていた店に向かう。

　門をくぐる際に、カゲロウをシュニーのパートナーモンスターとして登録した。

　カゲロウの場合、ユズハと違って体格も大きく見た目も少々凶暴そうなので、首からテイムされたモンスターであることを示すプレートを下げる必要がある。

　吠ほえる、暴れるなどしたときは、罰則があることを強調されたが、それは仕方のないことだろう。馬系のモンスターと違って、暴れる可能性が高いと思われたのだ。

　そんなカゲロウを連れているおかげか、ティエラにシュニーという美女を連れているにもかかわらず、変な男に絡まれるようなこともなかった。

　チンピラのような連中は、総じて危機感知能力や空気を読む能力が低い。しかし、カゲロウを見てなお、絡んでくるような命知らずはいなかったようだ。

　ユズハを頭に乗せるシンを見て、カゲロウのテイマーもシンだと思ったのだろう。美人エルフを２人も連れているのも当然の強者だ、という空気が、すれ違う人々の間に生まれていた。




「お客さん……こりゃまた、えれぇモンを連れてきたな」

　シンたちとともに現れたカゲロウを見て、驚く店主。

「ちょっとした伝手がありまして」

「まさか、昨日見かけなかったあの別べっ嬪ぴんさんかい？」

「まあ、そんなとこです」

「あっちの嬢ちゃんだけでも羨ましいってのに、やるなぁ、あんちゃん」

　ティエラとシュニーを見て何を想像したのか、シンの肩をバシバシ叩いてきた。

　若干なれなれしくもあるが、こちらをあまり不快にさせないあたり、さすがは商売人である。

「そういう関係じゃないんだが……」

　呼び方がいつの間にか、「お客さん」から「あんちゃん」になっている。下手に言い訳をしたところで、ニヤニヤしている店主は聞く耳を持たなそうだ。

　現在、シュニーはスキルによって容姿を変化させている。金髪赤目で髪型もポニーテールにしており、いつもより活動的な印象があった。

　だからだろうか、道行く人からの視線の集まり具合も、ティエラやカゲロウの比ではなかった。

　シンはため息をつきながら馬車を引き取り、必要な器具をカゲロウに取り付けていく。

　元が馬用なので作業にやや手間取ったが、こっそりとスキルを使って調整し体裁を取り繕った。

「きつくないか？」

「グル」

　カゲロウは首を縦に振って、問題ないことをシンに伝える。

　試しに軽く走らせてみても、ぎこちなさはなかった。

　普通の馬車よりは重量があるはずだが、カゲロウからすれば何の負担にもなっていないようだ。

「じゃあ、出発するか」

「くぅ！」

「グルッ！」

　張り切るモンスター勢の声を聞きながら、馬車がゆっくりと動き出す。改造の成果か、揺れはかなり改善されていた。

　ティエラが目を丸くする。

「すごい、全然揺れないわ」

「ふっ、これぞ改造の成果だ。やってよかったろ？」

「この快適さを知ってしまったら、普通の馬車に乗れなくなりそうよ」

　各自専用のクッションを敷いているので、尻が痛くなることもないだろう。

　普通の馬車の揺れを知っている者からすれば、快適さに天と地ほどの差がある。ティエラの言い分ももっともと言えた。

　シュニーも感心したように馬車を見回す。

「なるほど、手を加えたのですね」

「ああ、もともとベアリング以外はおまけのつもりだったんだが、思ったより手を加えられることがわかってな。馬車の揺れって長時間乗ってると辛いし、この際だから可能な範囲でやってしまおうと思ったんだ」

「さすがですね。王族用の馬車よりも性能が良いのではないですか？」

「そこまで本格的にはやってないんだが……」

「今の時代では、これほど揺れない馬車はないのですよ」

　困ったようにシュニーは笑う。話からして、王族用にもおそらく乗ったことがあるのだろう。

「この世界の長距離移動は、ほんとにハードだな」

「治安の問題もありますし、一歩間違えば命を失う危険もありますからね」

　普通の人にとっては、モンスターや盗賊だけでなく、野生の獣ですら十分脅きょう威いだ。

　だからこそ、護衛という仕事がある。護衛を雇えない者にとっては、旅は本当に命がけなのだ。

「このメンバーで危険を感じることなんて、まずないと思うけど」

　ティエラがポツリと呟いた言葉は、あまりにも真実を射ていた。

　そもそも、神獣クラスのモンスターであるカゲロウに馬車を引かせている時点で、まともなモンスターはまず寄り付かない。

　こちらの強さを測れない盗賊が出てきても、カゲロウの胃袋に収まるか、挽ひき肉になるかの２択なのだ。

　これならちょっとした旅行気分でいても、何も問題がない。

「シンと私がいる時点で、国家クラスの災害でも大抵は何とかできますからね」

「師匠、万能すぎです」

　傲ごう慢まんとも取れるセリフも、真実だから手に負えない。シュニーだけでも、すでに戦力としては国家クラスなのだ。

「くぅ！　ユズハもいるから大丈夫！」

「グルゥッ！」

　シュニーのセリフに、自分たちもいるぜ！　と主張する２匹。その光景は、まさに主人にじゃれつくペットのようだった。

「なんとも、頼もしいかぎりだよ」

　シンが苦笑しながら発した言葉は、誰に聞かれることもなく街の喧けん騒そうにとけた。

「しかしまあ、目立たないように改造したのに、別の方向で目立ってるな」

「もうこればかりはどうしようもないわよ」

　シュニーとティエラのコンビに人目が集まっていたのに加えて、カゲロウの存在がある。これで注目されないわけがない。

　結局、門を出るまで周囲からの視線にさらされ続けるのだった。
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　ベイルーンを後にしたシン一行。カゲロウの走る速度は通常の馬とは比べ物にならず、しばらく走っていると、人の気配はなくなっていた。

「ここまでくれば大丈夫か。シュニー、ちょっとこっちに来てくれるか？　聞きたいことがあるんだ」

　周囲の気配を探って、誰もいないことを確認してから声をかける。思い出したものの、街中では聞けない話があったのだ。

「はい、なんでしょうか」

「すっかり忘れてたけどさ。カゲロウって霊峰じゃどんな位置づけだったんだ？」

　そう、驚いて尋ねるのを失念していたが、カゲロウはたまたま見つけたから連れてきました、で済まされる存在ではない。

　神獣はほとんどが自分のテリトリーを持っていて、滅多にそこから出てこない。加えて、それぞれ眷けん属ぞくを従えていたりするので、ゲームならともかく、現実ではおいそれと連れてこれるはずがないのだ。

「そうですね。良く言えば共生、悪く言えば居い候そうろうでしょうか」

「は？」

　予想の斜め上を行く返答に、シンが間抜けな顔をしてしまったのも仕方がない。

　居候──それは神獣から想像するような単語ではない。

　先に共生と言ったということは、同格の神獣がいるのだろう。

「それは、あれか？　他の神獣のテリトリーに棲すまわせてもらってた、とか」

「はい。近くの霊峰はミストガルーダというモンスターを頂点に統率が取れています。なので、カゲロウが役に立つようなことは、戦い以外ではそう多くなかったようです。カゲロウは、これといった眷属や自分のテリトリーは持っていないようでした」

　これはかなり特殊な形態だ。もともと、神獣がテリトリーとしている場所に、他の神獣が出現することはない。

　ゲームではないのだから、ありえないわけではないが、そういうものだと認識しているシンは強い違和感を覚えてしまう。

「心話による意思疎通でわかったのはこのくらいです。ユズハほどはっきりとわかるわけではないので、私の知っている情報と組み合わせたものですが」

「なるほど。ユズハ、頼めるか？」

「くぅ、まかせて」

　グルグル、くーくーという会話が数分続いた。

　興味が出たのか、ティエラも御者台のそばに腰かける。

　やがてユズハがシンの元に戻ってきた。

「わかった」

「よし、さっそく聞かせてくれ」

「えっとね。今はミストガルーダ？　がれいほうを治めてるけど、もともとはカゲロウのお母さんと半分こしてたんだって。でもお母さんが冒険者に倒されて、カゲロウだけ助かったみたい」

「冒険者に、か」

　シンもゲーム時代は同じようなことをしていたので、肩身が狭い。

　もちろん、この世界で無む闇やみに神獣クラスのモンスターを狩ろうなどとは思っていないが。

「必死に逃げて、エルフの女の子に助けてもらったって言ってる。そのあとは頑張って強くなって、れいほうに戻ったんだけど、お母さんのてりとりーはもうなくなってたから、ミストガルーダを手助けしてたって」

「なるほど、エルフに。だから私に対して敵意が少なかったんですね」

　カゲロウと初めて出会ったときのことを思い出したのか、シュニーが納得したように頷く。

「戦って、屈服させたんじゃないのか？」

「手合わせはしましたが、どちらかといえば腕試し程度の軽いものでした」

　どうやら全力を出さずとも、相手の強さがわかるようだ。

「シュニーはすごく強くて、懐かしい匂いがしたからついてきたんだって」

「懐かしい匂いっていうのは？」

「ティエラの匂いだって言ってる」

「え？」

　予想外の答えが返ってきた。シンの中に、もしや、という考えが浮かぶ。

「助けてくれたエルフの女の子が、ティエラ……でいいのかね」

「くぅ、そうみたい」

　まるでマンガのような展開だが、こういったことは現実でも意外とあるようだ。シンが現れなければ、つながるはずのない縁だっただろう。

「えっと、そんなことあったかしら……」

　ティエラは記憶を探るように目を閉じた。すぐに思い当たらないようだ。

「グル」

「１００年以上前って言ってるの」

「私が子どものときね…………そういえば、怪我をしていた子犬を助けたことがあったような」

　ティエラの年齢が推測できるような情報が飛び出したが、事情が事情なのでシンも突っ込みはしない。

　カゲロウの元の姿から子犬を連想するのは難しいが、幼生体はそこまで凶悪な姿ではないのだろう。馬車を引いている姿をさらに小さくすれば、納得できなくもない。

「確か、ひどい怪我をしてたわね。私だけじゃどうしようもなくて、母さんに頼んだのよ」

「グル」

「恩人、だって」

「それでテイムされたのか。でもティエラに会えるとは限らんだろ」

　ただ匂いのする者についていけば会える、と考えるのは、短絡的だとシンが指摘する。

　ユズハによると、シュニーとあのまま戦ったとしても、勝てないことは理解していたらしい。ならばと、自分の勘を信じたようだ。

　ちなみに、シンに大人しく撫でられていたのも、秘めた強さの一端を感じ取っていたからだとか。

　真の実力がばれないようスキルで制限していても、カゲロウクラスのモンスターになると完全には隠しきれないようだ。シュニーとは比べ物にならない威圧感を感じたと、カゲロウは言う。

「大人しかったのはそのせいか」

　さすがに見ず知らずの人間に、おいそれと体を触らせはしないそうだ。といっても、今ここにいる面子メンツなら誰でも問題ないようだが。

「でしたら、主の資格をティエラに譲渡しましょうか」

　せっかくだからと提案するシュニー。

「大丈夫なのか？　レベル的に」

「本人たちが受け入れていれば、問題ありません。実証済みです」

　シンがシステム的な疑問を挙げるが、大丈夫なようだ。

「あの、師匠。話を進めているところ悪いんですが、私、調教師テイマーのジョブなんて持ってませんけど」

　もちろん契約するためには専用のスキルが必要だ。そして、それを使えるのは調教師テイマーだけだ。

「この場合、譲渡って言うよりは変則的な契約みたいな物だと思うぞ。一旦契約を解いて、再契約するんだろ？」

「はい。契約を解かれたモンスターは野生に戻りますので、別の調教師テイマーと契約することができます」

　当たり前のように言っているが、ゲームならそんなことはできなかった。契約解除と同時にモンスターが野に帰るのは同じだが、再契約など不可能なのだ。野に帰ったというメッセージの裏にあるのは、消滅の２文字である。

　シンが当たり前のように話したのも、ゲームのように消滅することはないだろうという推測が元になっている。

　ティエラは要領を得ない。

「いえ、ですからジョブがないんですって」

「大丈夫です。この方法ならティエラがジョブを持っている必要はありません」

「えっと、どういうことですか？」

　シュニーの言葉に困惑するティエラ。

【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】において、調教師テイマーの職を得るには主に３つ方法がある。


　①、極低確率で発生するモンスター側からの契約申請を受諾すること。

　②、ジョブ取得と同時に獲得するスキル【主従契約】を、他のプレイヤーから譲り受けること。

　③、ジョブ獲得クエストをクリアすること。



　今回、ティエラの場合は①に該当する。本来は戦って倒す１歩手前まで追い詰めなければならないのだが、カゲロウに戦う気がないのでそのまま契約となる。

「極低確率」ということからわかる通り、ゲーム時代に①の方法でジョブを得たプレイヤーはほとんどいない。六天のカシミアですら、経験したことがなかった。

　ちょっとした反則のようにも見えるが、だからといって特に特典があるわけでもない。

　よってほとんどのプレイヤーは、知り合いにスキルをもらう②か、真面目まじめにクエストをこなす③の方法で取得していた。

「なるほど、確かにそれなら私にもできますね」

　シュニーの説明を受けて、ティエラも納得する。

「じゃあとっとと済ますか。カゲロウ、ストップだ」

　馬車を停めて、一応全員が馬車を降りる。カゲロウは馬車を引くための器具を取り外して、元の姿になった。

「では、まずは契約を解除します」

　そう言ってシュニーが手を伸ばすと、カゲロウが頭を下げてその手に触れた。

「汝なんじの行く末に光を」

「グル……」

　シュニーが契約解除の言葉を唱える。するとシュニーとカゲロウを淡い光が包み、数秒で消えた。これによって、それぞれに刻まれた契約印がリセットされるのだ。

「さあ、次はティエラの番です」

「は、はい！」

　緊張しながらも、ティエラはカゲロウの前に立つ。

　今のカゲロウは、何の制限も受けていない状態だ。その体から放たれる威圧感は、たとえカゲロウ自身が抑えていても、一般人を怯えさせるには十分。

　その巨体のせいもあって、ティエラはまるで地面に押し付けられるような錯覚を感じた。

「グルゥ……」

「だ、だいじょうぶ。やれるわ」

　心配そうに鳴くカゲロウに微笑ほほえみ返して、ティエラは気を落ち着かせる。

　カゲロウに敵意はない。その瞳もよく見れば、ティエラを心配して揺れていた。

　深呼吸して、ティエラはまっすぐにカゲロウを見つめる。

　次の瞬間、頭に流れ込んでくる情報の奔ほん流りゅう。ティエラの体を金色の光が包んだ。

　取得したスキルに導かれるように、ティエラは契約の言葉を発する。

「我、汝とともに歩むことを願う」

「グル……」

　ティエラの言葉に答えるように、カゲロウが鳴く。それと同時に、ティエラとカゲロウ、それぞれの左腕に、何かの花をかたどった刺青いれずみが浮かび上がった。

　その刺青の模様が、ほんの一瞬、シンの記憶をざわつかせた。

「あれは……おっと」

　直後にティエラが足元をふらつかせたので、考えを中断して抱きとめる。そのせいで、抱いた違和感は、波が引くように消えてしまった。

「大丈夫か？」

「ごめん、なんだか力が抜けちゃって」

　本来なら主従契約は弱らせた相手に使うスキルだ。レベル差もあって、体に思わぬ負荷がかかったのだろう。

　疲れたというティエラを荷台で休ませ、カゲロウに馬車を引くための器具をつけ直す。

　カゲロウはティエラを心配していたが、本人から「疲れただけなので休んでいれば大丈夫」と言われると、素直に馬車を引き始めた。

「なあ、シュニー。ティエラにカゲロウを譲ったのって、やっぱり守り手にするためか？」

　馬車が進み始めて20分ほどたったころ。

　ティエラが眠ったのを確認して、シンは口を開いた。

「はい。おっしゃる通りです」

　聞かれることはわかっていたのだろう。特に驚くこともなく、シュニーは返答する。

「この先、常に私たちがそばにいるとは限りませんから」

　カゲロウが懐いているというのも理由の１つではあるが、本命の理由はこちらだ。

　シュニーはシンについていくが、ティエラの場合、必ずしもついていく必要はない。

　今回こそ少々強引に連れてきたが、用事が終わった後は自由にさせるつもりだった。どう生きるかはティエラ次第なのだ。

　しかし、もしシンと行動を共にするのなら、どうしても戦闘力の面で不安がある。

　現在、ティエラのレベルは59。モンスターや盗賊との戦闘で多少上がったとはいえ、まだまだ低い。ステータスは言わずもがな。

　シンとヴィルヘルムによってパワーレべリングを行ったラシアの方が、遥かに高いのだ。装備で補うにも限界がある。

　だからこその主従契約だった。主となった人物は、配下のモンスターを自分のそばに一瞬で呼ぶことが可能だ。カゲロウがいれば、それだけ危険は減らせるだろう。

　何より、ティエラが月の祠の関係者だとばれてしまったときの保険が必要だった。どれだけレベルを上げても、選定者が出てくればティエラだけでは対処不可能である。

　カゲロウが本気を出せば、選定者相手でもオーバーキルになる可能性が高いが、その相手は非道な手段を用いているだろうと予想できるので、情けをかける必要はない。

　また、ティエラならば、カゲロウを使って悪事を働くようなこともないだろう。

　シュニーとしては、ティエラがどういう生き方を選ぶかで、対処法を決めようと思っていたのだが、意外なほど簡単に解決してしまった。

　もちろん、間接的にティエラを害することは十分可能なので、そこにはまた別の対処が必要だが。

「──といっても、こういう結果になると見越していたわけではありませんけど」

「そりゃ、神獣がただのエルフに懐くなんて、普通は考えないよな。馬車を引かせるのに神獣つれてくるとも思わなかったが」

「本当はミストガルーダ狙いだったのですが」

「霊峰のトップか……それは生態系とかテリトリーとか、いろいろとヤバそうだからやめとけな」

　さすがにテリトリーの主を連れてくるのは、問題がありすぎる。

「ティエラが私たちと別の道を選んだときは、さらに追加のモンスターを探しましょう」

「別に神獣にこだわらなくていいからな？　また奇妙な巡り合わせに引き寄せられそうだし」

　これは、もちろんカゲロウのことだ。

　狙ってやったわけではなく、完全に偶然の産物とはいえ、ここまで上手くいくと逆に疑ってしまうのが人の性さが。一連の出来事に、ある種の作為性を感じてしまうのだ。

　シンがシュニーに馬の代わりを見つけるよう頼み、シュニーが訪れた場所でティエラに縁のある神獣に出会う。

　神獣はハイエルフであるシュニーと付着した匂いでティエラを連想し、大人しくついてくる。そして、ティエラと契約を結ぶ。

　ただの偶然で済ませるには、出来すぎだろう。

「ほんと、なんだか決められた通りに動いてるみたいで、落ち着かないな」

「悪い気配はしませんが」

　良い意味でとれば、導かれていると言えなくもない。見方によっては、手のひらの上で踊らされている気分だが、現状では判断のつけようがなかった。

「そこだよ。悪意というか、お前たちをはめてやるぜ、みたいな思惑が見えないから、余計に変な感じなんだ」

「戦力、という意味では、私たちに不利益はありませんからね」

　今のところ、シンたちには大きなデメリットはない。あくまで、今のところは、だが。

「ま、考えてもわからんか」

「こればかりは、予想が立てられませんからね。何か起こったときは、その場で対処するしかないでしょう」

「それしかないか。先に言っとくが、俺はこの世界に来て日が浅い。場合によっては判断がつかないこともあるかもしれない」

「そうですね。以前とは違うことも多いので、対処が難しいこともあるかもしれません」

「それで、だな。ぶっちゃけ、本当にヤバいときはシュニーが頼りだ。よろしく頼む」

「っ！　……お任せください！」

　シュニーが頼り。

　その言葉を聞いたシュニーは、雷に打たれたように動きを止めた。そしてわずかな沈黙の後、しっかりとした声で返答する。

　やる気に満ち溢れた表情は、いつにも増してその美貌を輝かせていた。

　実際に頼りにしているので、やる気を出してくれるのはいいことだ。ただ、シンの一言は、予想以上に効果があったらしい。

　髪の間から見える、エルフ特有の長い耳が時折、ピクリピクリと震えているし、頬も少し赤みを帯おびていた。口元も何かに耐えるようにヒクついているが、よく見れば口角が上がりそうになるのを我慢しているのがわかる。

「シュニー？　大丈夫か？」

　シュニーから自分に向けられる感情はわかっているつもりだったが、これほどの反応が返ってくるとは思っていなかった。

　シュニーが頼りと言ったのは、月の祠に引き籠もり状態だったティエラやモンスター組とでは、いざというときの対処能力に大きな差があると考えたからだ。

　もちろん、シンの中の信頼度に関してはシュニーが他の追随を許さないのだが……何か変なスイッチを入れてしまったのだろうか、と不安になるシンだった。

「大丈夫です。なにも問題ありません…………………………くっ、不意打ちです、卑ひ怯きょうですよ」

　シュニーはかすかな声で心情を吐と露ろする。それは馬車の走行音に紛まぎれ、シンの耳には届かない。

　シュニーも乙女なのだ。待ち焦こがれた相手に、これほど近くで、自分が頼りなどと言われて嬉しくないはずがない。

　頼りにされる。そのときを一体どれほど待ったか。こうして隣にいられる喜びを、理解してくれる者はこの場にはいない。

　やる気とは裏腹にニヤけそうになる顔を無理やり引き締め、どうにか体裁を保つ。

「まあその、なんだ。よろしくな」

　瞳が潤うるみ、頬の赤さと相まって妙な艶っぽさが出てきたシュニーに一言かけてから、シンはカゲロウへ指示を出す。

　通常の馬車の１・５倍ほどだった速度を２倍まで引き上げると、それに合わせて周囲の景色が流れる速度が上がる。顔に当たる風も強くなった。

　顔が赤くなってなきゃいいがと思いながら、シンは前を見つめていた。
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　比較的走りやすい道を北に進むこと１週間。モンスターや盗賊に襲われることもなく、旅は順調だった。

　ベイルーンからは、大きく広がる森林地帯──ラルア大森林と呼ばれているらしい──の外側をなぞるように、馬車を走らせている。

　カゲロウの走る速度のせいで馬車の消耗が激しかったが、職人の腕が良かったのか壊れるまでには至っていない。とはいえ、ファルニッドに着いたら整備する必要があるだろう。

「ここまで来るのに１週間。普通ならありえないわね」

　地図を見ていたティエラがポツリと呟く。

　普通の馬車なら、早くても５分の１程度しか進んでいないはずの時間で、すでに５分の４近くの距離を走破している。移動前に施した改造のおかげで揺れがほとんどなく、スピードを出してもティエラたちが酔う心配がなかったのも大きい。

　普通の馬車で同じことをすれば、恐らく１時間も持たないだろう。主に搭乗者が。

「この速度にも、すっかり慣れちゃったし」

「もっと速くできるんだがな。そうすると馬車が持たん」

「ちょっと怖いから、これ以上はやめて……」

　現在、時速にして60ケメルほどだろうか。地形の関係上、必ずしも常に速度を維持しているわけではない。

　とはいえ、ティエラが慣れてきてからは、おおむね普通の馬車の３～４倍ほどの速度で走っている。カゲロウの場合、速度を維持するためのスタミナも桁はずれなので、とにかく速い。

　その速度はこの世界の住人のほとんどが体験したことのないものだ。

　今でこそなんでもないという顔をしているティエラだが、シンがスピードを上げた当初は、速い速いと連呼しながら顔を青くしていた。

　シンとシュニーが落ち着いているのを見ても、安心できなかったらしい。

「このペースなら、あと２、３日くらいか」

「そうね。そのくらいだと思うわ」

　のんびりとした会話とは裏腹に、馬車が猛スピードで走ると、モンスターだけでなく、動物も即座に逃げていく。

「モンスターが自分から道を空あけるのなんて、初めて見たわ」

「引いてるのがカゲロウだからな。無謀どころの話じゃないし」

　そう言いつつ指示を出すと、それに合わせてカゲロウが走る方向を変える。ジグザグに走りながら大きな窪くぼみを回避し、馬車は軽やかに草原を駆け抜けていく。




　草原を抜けてさらに１日。進行方向に森が見えてきたところで、シンの感知圏内にいくつかの反応があった。

「シュニー、ティエラ。前から何かくる。一応警戒してくれ」

　カゲロウにスピードを落とすよう指示を出しながら、シンは荷台にいる２人に声をかける。

　ユズハは相変わらず、シンの頭の上だ。言われるまでもなく警戒態勢である。

「これは……何かに追われてる？」

　視界に映るマップを見ながら、誰にでもなく呟く。

　速度からして、馬に乗っているのだろう。人が走るよりも速く、複数の反応がシンたちのいる方へ一直線に向かってきていた。その背後に、モンスターの反応を連れて。

「確かに、誰かが追われていますね」

　すでに感知圏内に入っていたようで、シュニーがシンと同じ判断を下す。

「あの、当然みたいに言われてもわからないんですけど」

「ん～、見えない……」

　ティエラとユズハは感知できないようだ。まだ数ケメル先なのだから当然である。

「このままいくと、かち合うな。避けるか？」

「え、助けないの？」

「単純に襲われてるだけかどうかは、判断しにくい構図なんだよ」

　難しい顔をしながら、シンはティエラに向かってくる相手のことを説明する。

　馬に乗って逃げてくる人数は５人。中心にレベル40と２００超えの人物を据え、その周囲をレベル１５０台の３人が囲む形だ。

　後ろから追っているのはレベル４３０のガーディアンゴーレムが３体。

　シンの記憶が確かなら、ガーディアンゴーレムはダンジョンの門番や、財宝の守護役をしているモンスターのはずだ。少なくとも、無差別に人を襲うことはない。

　その特性が生きているのなら、逃げてくる５人は、追われるだけのことを仕出かした、ということになる。

「なるほど。へたに助けると私たちに被害が及ぶのね」

「そういうことだ。まあ、ゴーレム系のモンスターはときどき意味もなく暴走するから、断言はできないんだけどな」

　今回のように、執しつ拗ように相手を追ってくるパターンはその可能性が高い。ただ、近くにシンたちの知らない、ゴーレムが守るような何かがあるのかもしれない。

「もう１つ可能性を挙げるなら、ゴーレムが守っている秘法なりアイテムなりを、彼らが盗んで逃げている、でしょうか」

「それが一番厄やっ介かいなんだよな」

　宝箱を守っているゴーレムなどは、アイテムを持ち逃げしようものなら、地の果てまでも追ってくる。最も関わりたくないパターンと言えた。

「暴走してるだけなら、見ればわかるんだが」

　暴走状態のゴーレムは、全身からコアの発する魔力を放出しているので一目瞭然だ。問題は、それが目視でないとわからないところにある。

「分析アナライズでは見分けがつきませんからね」

　暴走ゴーレムとして正式登録されているものを除いて、分析アナライズでは、普通のゴーレムは暴走状態と通常状態の区別がつかなかった。

「……予測で話を進めてもしょうがない。本当に襲われてるなら助ける。襲ってくるなら返り討ち。それ以外は臨機応変でいこう」

　シュニー、ティエラ、ユズハが頷いた。

「わかりました」

「了解よ」

「くぅ」

　念のため、最悪のパターンを想定して準備をする。

　御者はシン。シュニーとティエラは幌の中に身を隠す。

「一応、全員外がい套とうを着てくれ。逃げてくるのがどっかの貴族、なんてパターンは勘弁だが、もしそうなら顔を覚えられたくない」

　外套を取れと言われば幻影スキルで誤ご魔ま化かすので、あくまで保険程度だが。

「そろそろか。カゲロウ、スピードをもっと落としてゆっくり頼む」

「グル」

　しばらく道沿いに進むと、ゴーレムのあげる土煙が見え始める。シンは馬に乗った鎧の男たちを、スキルによって強化された視力で確認した。

「…………これは、厄介なパターンだな」

　ため息を吐きながら一言。

　視線の先で、先導するようにまず１騎、鎧姿の男が乗った馬が飛び出してきた。続いて低レベル男と護衛らしき男を乗せた馬が現れ、少し遅れて残りの２騎が駆けてくる。

　いかにも戦闘慣れしていそうな鎧の男たちに対し、低レベルの男は煌きらびやかな質感の服を着て、何かをわめいていた。その体型は、肥満の一言。手には銀色に輝く杯さかずきを持っていた。

　分析アナライズがその杯の名前を表示する。それを見たシンは、盛大に顔をしかめた。

「訳もなく襲われているわけでは、なさそうですね」

「シュニーの予想が当たりだ。あのわめいてるやつ、腐毒の聖杯を持ってやがる」

　それは一定ランク以上のダンジョンの祭殿にある宝箱から、ランダムで手に入るアイテムの１つだ。

　状況に鑑かんがみれば、シュニーが言った通り、アイテムだけ回収して逃げているのだろう。

「ちょっと行ってくる。防御は任せた」

　アイテムボックスからカードを取り出しながら、シンは馬車を降りる。次の瞬間には、隠密ハイディングスキルで姿を消した。

　御者台には、シンの代わりにシュニーが座る。距離があるので、逃げてくる側からは２人の動きは見えていない。

　姿を消したまま、シンは逃げてくる男たちに接近した。すると、低レベルの男が馬ば蹄ていの響きにも負けない声量でわめき散らしているのが聞こえてきた。

「何をやっとる！　追いつかれそうではないか！　もっと速くできんのか!?」

「あいにくこれが限界です!!　そいつを捨てれば、ゴーレムも止まってくれるんじゃないですかねぇ!!」

　前を見たまま、護衛の男が答える。その顔は、この状況が男の本意ではないことをハッキリと示していた。他の男たちも、誰もが同じように顔を歪めている。

「クソっ、権力を笠に着た豚野郎め。あんなことがなけりゃ、ここで捨ててやるものを」

　シンの強化された聴覚が、先導する男の呟きを捉えた。

（何か事情がありそうだな。となると、全員見捨てて終わりってわけにはいかないか）

　理由はわからないが、護衛の男たちは望んで協力しているわけではないらしかった。

　シュニーの乗る馬車とも距離が近づいてきていた。

「おい！　あの馬車！　あれを囮おとりにして逃げろ！　少しは時間が稼げるだろ!!」

「なっ!?　ふざけるな!!　自分が何を言ってるのかわかっているのか!?」

　馬車を見つけた低レベル男が発した一言に、護衛の男が怒鳴り返す。さすがに腹に据えかねたようだ。

「ふざけているのはお前たちだ！　私が帰らなければどうなるか、理解していないわけではあるまい!!」

（弱みを握られてるってとこかね。あの低レベルだけどうにかしても、解決にはならないか）

　２人のやり取りを見ながら、どう行動するかを決める。

　分析アナライズで見た低レベル男の職業は神官だ。教会関係者と見て間違いない。態度や見た目から考えると、それなりに高位の神官なのかもしれない。

　そこまで考えたところで、シンの脳裏に孤児院の面々が浮かんだ。

（……まさか、こいつが例の豚司教野郎じゃないよな）

　先ほど聞こえた豚野郎発言も手伝って、低レベル男の素す性じょうに疑いを抱いてしまうシン。確証はないので手は出さないが、少なくともこのままアイテムを持ち逃げさせるという選択肢はない。

（アイテムを偽物にすり替えてっと）

　低レベル男が抱えた杯を、ささっと偽物と交換する。見た目だけそっくりになるという、ネタアイテムだ。

　腐毒の聖杯をカード化してアイテムボックスにしまう。アイテムをシンが奪ったことで、ガーディアンゴーレムのターゲットはシンに移った。

　それに気づかせないために、しばらく男たちと並走する。

《シュニー。ゴーレムが馬車を襲って、俺たちが逃げ出すっていう光景を幻影スキルで作れるか？》

《できますが、逃がすのですか？》

《こちらさんにも事情があるみたいだ。諸悪の根源は場違いな約１名》

《なるほど、了解しました。何かされても反撃は控えた方がよろしいですか？》

《そうしてくれ》

　シュニーと心話で打ち合わせをする。馬車の方をよく見れば、カゲロウも幻影を纏っていた。男たちの目には、ただの馬にしか見えないだろう。カゲロウは目立つので、シュニーが気を利かせたようだ。

「車輪だ！　車輪を壊せばすぐには逃げられん！　すれ違いざまに壊せ!!」

「お前というやつは!!」

　シンがいろいろと行動している間に、低レベル男の命令はよりひどい方向へ向かっていた。護衛の男は断ろうとしたが、最終的には腰に提さげていた剣を抜き放つことになった。

　その顔は苦渋に満ちていた。護衛の男が守ろうとしているものは、彼、もしくは彼らにとって、その手を汚してでも守りたいものなのだろう。

　男の剣は、すれ違いざまに片方の車輪を破壊し、馬車を走行不能にした。

「……すまん」

　微かに漏れた呟きと苦しみに歪んだ表情が、男の心情を如にょ実じつに表していた。

「難儀だな……」

　駆け去っていく男たちを見送りながら、シンは呟く。振り返る男の目には、破壊される馬車と逃げ惑うシンたちが映っていることだろう。

「さて、片づけるか」

　背後に迫るガーディアンゴーレムに向き直り、刀を構える。

　ガーディアンゴーレムにアイテムを返すという手もあるが、腐毒の聖杯は悪用されると非常に危険だ。なので、ガーディアンゴーレムたちには悪いが、ここで回収しておくことにした。

「せっかくの素材だ。馬車の改造に役立たせてもらおうか」

　シュニーに周囲の警戒と隠蔽を頼み、ガーディアンゴーレムへと意識を向ける。

　ガーディアンゴーレムはシンを前にしても、怯ひるむことなく突進してきた。生物でないが故に、気配による威圧は効果がない。全長３メルにもおよぶ巨体が、土煙を上げながらシンへと迫る。

「しっ!!」

　突進の勢いそのままに繰り出された拳をかわし、すれ違いざまに刀を振るう。

　ガーディアンゴーレムに向けて放たれた斬撃は、ゴーレム系モンスター特有の高い防御力を難なく突破し、その左足を切断した。

　バランスを崩して倒れ込むガーディアンゴーレムのコアめがけて、方向転換したシンの追撃が走る。背後から胴体部分の中心に位置するコアを、シンの繰り出した刺突が貫いた。

　苦しむように体を動かすガーディアンゴーレムだったが、シンが刀を捻ねじり、コアを裂くように砕くと、ゆっくりとその動きを止めた。

　止とどめを刺すために動きを止めたシンに、残っていた２体のガーディアンゴーレムが襲いかかる。コアに刀を差したままのシンに、２体はそろって鉄てっ鎚ついのごとき拳を振り下ろした。

「ふっ!!」

　シンは刀を手放し、振り返りざまに右の拳を振るう。無手系武芸スキル【鋼弾き】を纏った拳は、霞かすむような勢いでガーディアンゴーレムの拳とぶつかり合った。

　直後に響くのは金属の塊をぶつけ合ったような鈍い音。わずかな拮きっ抗こうも見せずに、シンの拳はガーディアンゴーレムの１メル近い拳を弾き返していた。

　その反動で、ガーディアンゴーレムは仰け反るように体勢を崩す。その拳には大小いくつもの亀裂が走っていた。

　シンは体勢を崩したガーディアンゴーレムには目もくれず、右拳を振った勢いのまま体を捻る。そして、わずかな差で迫っていたもう１体のガーディアンゴーレムに、スキルを纏った左手で掌底を繰り出した。

　無手系武芸スキル【透とお波なみ】──体の内部を破壊する振動波が、シンの手のひらからガーディアンゴーレムの拳へと伝わる。

　威力が強すぎたのか、ガーディアンゴーレムがわずかに震えたかと思うと、一瞬の間を空あけてその半身が吹き飛んだ。粉々に砕けた破片の中にコアも混ざっていたらしく、壊れた人形のように地面に倒れる。

「これは……生き物には使えないな」

　粉々になったガーディアンゴーレムを見ながら、シンはつぶやく。相手が生物なら、見るに堪たえない光景が広がっていたことだろう。

　要練習と脳内メモに記して、最後の１体に向き直る。仰向けに倒れていたガーディアンゴーレムは、他の２体が倒されてもまるで怯んだ様子はない。起き上がると同時に、ただ愚直にシンに拳を向けた。

　シンはその拳が届く前に、ガーディアンゴーレムに向けて魔術を放つ。

　土術系魔術スキル【アーススピア】。放たれた魔術は即座に効果を発揮し、ガーディアンゴーレムの真下で盛り上がった土が、槍やりとなって標的に襲いかかった。

　シンの魔力によって強化された土槍は、正確にガーディアンゴーレムのコアを貫き、その機能を停止させる。

「土術系初級の魔術スキルで、レベル４００超えのゴーレムが一撃か」

　ゴーレムの数が多かったので、実験がてら２つのスキルを試してみたシン。

【透波】はゴーレムのような防御力の高いモンスターには有効そうだ。使ってみた感覚では、威力の調節は可能なようだった。

【アーススピア】はシンの魔力のせいか、かなり高威力になっていた。威力の上昇自体はわかっていたことだが、レベル４００クラスのゴーレムの防御力を易々と突破するとは思わなかった。

　なにせ、土術系魔術スキルで最初に会え得とくするスキルなのだ。罠に奇襲にと使い勝手はいいが、ここまでの威力はなかったのである。

　この世界に来た直後はスキルの発動くらいしか試せなかったのだが、これは訓練が必要だとあらためて認識したシンだった。

「さて、素材素材っと」

　判明したことを脳内で纏め終えると、素材の回収に移る。とはいっても、やることはゴーレムと砕けた破片をアイテムカード化するだけである。

　ガーディアンゴーレムからは魔鋼鉄と、少量ながらオリハルコンが取れるので、小さい破片までしっかりと回収しておくのを忘れない。

　すべてを回収すると、シンはシュニーたちのところへ戻った。

「お疲れ様でした」

「そっちもな。壊されたところはどんな感じだ？」

「右側の車輪が完全に破壊されています。あとは地面と接した際に車軸も折れてしまいました」

　シュニーたちは馬車から降りて待機していた。車輪を壊すという内容をシュニーも聞いていたようで、先に馬車から降りて幻影を展開していたらしい。

　馬車は車輪が破壊され、荷台の片側が地面にめり込んでいた。バランスを崩して地面に触れたときに荷台の重さに耐えきれなかったようで、車軸が完全に折れている。

　ずっとスピードを出していたのも影響しているのだろう。よく見れば、かなりガタがきていた。

「見事に折れてるな。この際だ、もっと頑丈にするか」

　スキルによって荷台を浮かせ、折れた車軸を取り外す。そしてこれ幸いと、アイテムボックスの肥やしとなっていた馬車用のパーツを引っ張り出した。

　専門でないと言ってもそこは生産職。スキル上げにと、作ったはいいがため込むしかなかったパーツ、というのが有り余っているのだ。

　壊れた車輪と車軸の代わりを取り出し、手際良く交換していく。同時に振動を軽減する改造も施す。

　新しく取り付けられたパーツは、見た目こそ木材という感じだが、表面にはその筋の人間、熟練の職人でなければ気づけないような不自然な光沢が見て取れた。

　それがとんでもない強度をもたらすアダマンティンコーティングの輝きであると知るのは、この場ではシンとシュニーだけである。

「完成だ」

「……何か、変な気がする」

「気のせいですよ」

　ティエラがその観察力で違和感を見定めようとするが、さすがに知識が足りなかったらしく断念していた。さりげなく、シュニーが意識をそらしたのも原因かもしれない。

　修理が終わるとすぐに出発だ。修理する前よりも性能が格段に上がった馬車は、悪路をものともせずに突き進んでいく。




　移動すること、さらに２日。ついに一行はラルア大森林の先、ファルニッドへと到着した。

　シンたちがいるのはファルニッドの南東部。

　ラルア大森林という大規模森林地帯と隣接しているせいか、鬱うっ蒼そうとはしていないものの、国境を越えても森と呼んで差し支えない光景が広がっていた。

　植生が違うのか、ラルア大森林はジャングルに近い鬱うっ蒼そうとした森なのに対し、ファルニッドの森は小動物が暮らしていそうなのどかな印象を受ける。

　森が広がっていると言ってももちろん国境はあり、シュニーいわく警備部隊もいるらしい。

　道は整備されており、道なき道を行く必要もない。

　平原からファルニッドへと続く街道を、ゆっくりと進んでいくシン一行。ここでスピードを出すと、不審な奴と判断され拘束されるそうだ。

　到着の連絡をするために、シュニーがメッセージカードを飛ばした。




「ん？　誰か来るな。けっこうレベルが高い」

　森の中の道を進み始めて10分ほどたったころ。森の中をこちらに向かって何者かが一直線に進んでくるのをシンは察知した。人数は２人。レベルはそれぞれ２１０と１７９だ。

「先ほどジラートにメッセージを送りましたから、迎えでしょう」

　信頼できる者に案内をさせるよう頼んだらしい。シュニーはその２人組に覚えがあるらしく、さりげなくシンの隣に腰かけた。

　馬車を停めて待つこと数分、森の中からビーストの２人組が姿を現した。

「やはり、あなたが来ましたか」

「はい。初代より命を受け、参上しました」

　シュニーの声に反応したのは、灰色の髪と深い緑色の目を持つ、精せい悍かんな顔つきの男だ。その立ち姿に隙はなく、何かあれば即座に対応できるようにしているのがわかる。

　見た目は20代後半ほどで、この世界基準なら、レベルの割には、かなり若いようにシンには感じられた。

「そちらの方が、例の？」

「ええ、そうです。ここで紹介するのもなんですから、先にジラートのところまで案内を頼みます」

「承知しました。我々の街、エリデンまで先導します。こちらへ」

　男は返事とともに馬車の前へ移動した。男が進む速度に合わせて、シンは馬車を走らせる。

「クオーレも元気そうですね」

「はい！　シュニー様もお元気そうで何よりです」

　はきはきとした口調で答えたのは、クオーレと呼ばれた女性。先に話しかけてきた男と同じ、灰色の髪と深い緑色の瞳を持った美少女だ。

　髪はセミロングほどの長さだが、シンには首の後ろの部分だけ伸ばしているのが見えた。軍人のようなしゃべり方をするせいか、同性にもてそうな印象を受ける。

　親しげな様子から、シュニーと２人は昔から交流があるようだ。

「付き合い長いのか？」

「彼女が生まれるときに立ち会いました。稽古をつけたこともあります」

「へぇ……選定者か？」

「多少意味合いは違いますが、選定者と言ってもいいだけの実力はありますよ。なにせ、ジラートの直系ですから」

「なに!?　……ってそりゃそうか。ビーストなら曾ひ孫まごどころか玄孫やしゃご、いやそれ以上がいてもおかしくないな」

　本来の寿命から考えれば、ジラートが妻を娶めとって、子をなしていてもおかしくはない。エルフやピクシーのように何百年単位で生きるわけはないのだから。

「ん？　着いたかな」

　しばらく走ると、男は見えてきた城壁の前で停まるように合図をしてきた。

　壁の一部が、カムフラージュされた隠し扉になっているようだ。

　幅は馬車が一台通れるほどで、高さもあまりない。

　今回のような、お忍びで来る相手を通すための門なのだろう。警備についている兵士も選定者のようだった。

「馬車はどうされますか？」

「この際だし、カード化するか」

　この世界では存在するかも怪しいパーツを使って改造したので、念のためアイテムボックスにしまう。改造時に言っていた、売るという選択肢はすでになくなっていた。

　馬車引きの任から解放されたカゲロウは、当たり前のように体を小さくし、ティエラが抱えることとなった。

　ジラートのいる離れには、馬車を停めた広場から地下道を通っていくようだ。建物の中に入り、そこから地下へと進む。

「なんだか、私だけ場違いな気がする」

「何を言う、月の祠の従業員は立派な関係者だ」

　案内される道すがら、緊張気味のティエラをシンは励ました。１００年も店にいたのだから、シンからすれば十分身内である。

　シンの記憶通りなら、ジラートもあまり細かいことを気にするタイプではないので、問題はないはずだ。

「ティエラのことは伝えてありますから、そんなに緊張しなくても大丈夫ですよ」

「そうだとしても、すぐにリラックスなんて無理です……」

　一般人からすれば、これから向かう先にいるのは、一生に１度会えるかというレベルの人物。委縮するのが普通である。シュニーという規格外の存在の近くにいたからといって、その同類とも同じように接することができるわけではない。

「覚悟を決めなさい。着きましたよ」

　話しているうちに地下道の出口に来たようだ。地上に出た先には、日本の武家屋敷のような建物があった。

　門はないが、瓦かわらの屋根に障しょう子じと、時代劇にも使えそうな本格的な造りだ。

「こちらへ」

　言葉少なに男は先を促す。玄関で靴を脱ぎ、縁えん側がわを通って屋敷の奥へと進む。

　屋敷の１番奥の部屋の前で、案内の男は足を止めた。

「シュニー殿御一行をお連れしました」

「おう、入れ」

　返事を受けて男は障子を開ける。部屋の中にいた人物は３人。

　そのうち、シンが知っているのは１人。正面に座っている狼型タイプ・ウルフのハイビーストにして、サポートキャラクターナンバー３、ジラート・エストレアだけだ。

















　シンから見て左側に象型タイプ・エレファント、右側に亀型タイプ・タートルのビーストが座っているが、こちらはシンの記憶にはない。どちらもレベルは２５５。ジラート腹ふく心しんの部下と言ったところだろう。

　男に続いて、シン、シュニー、ティエラは部屋の中へと入る。もちろん、ユズハとカゲロウも一緒だ。

　シンが中央、少し下がってシュニーとティエラが左右に座ると、ジラートがその口を開いた。

「よう、主殿。生きて会えるとは思ってなかったぞ」

　この世界に来て初めて聞くジラートの声は、シンの聞き慣れた、低く深い声だった。





　　　　　　　†






「こっちこそ、生きてるとは思わなかったぞ」

　ジラートの第一声に合わせるように、シンも言い返す。

　左右に座るビーストと違い、現在ジラートは人型だ。顔にはやや皺しわが増え、髪は白くなっている。

　しかし、見た目こそ老いを感じさせていても、その体から発せられる気配は、微み塵じんも衰おとろえていないように思えた。

　少なくとも、そう簡単に死ぬようには見えない。不ふ遜そんな口調も相変わらずのようだ。

「くくく、そりゃそうだ。ワシも、なんで生きているのかわからんのだからな。突然ぽっくり逝いくんじゃないかと、周りが心配しているくらいだ」

「いやそれ、笑えねぇから」

　冗談にもならないことを言いながら、豪ごう快かいに笑うジラート。左右に座るビーストたちも、シンの突っ込みに頷きつつ、呆れたようにため息をついていた。

「さて、積もる話もあるが、先に紹介しなきゃならんやつらがいる」

　そう言って、ジラートはシンたちを案内して来た男女を、自分とビーストたちの間に座らせた。

「こいつが現獣王、ウォルフガングだ。そして、こっちがウォルフガングの娘、クオーレ」

「ウォルフガング・エストレアと申します。以後お見知りおきを」

「クオーレ・エストレアと申します！　お会いできて光栄です！」

　ジラートに紹介され、２人はそれぞれ頭を下げる。

　ウォルフガングは落ち着いた様子だが、クオーレは少し興奮しているようだ。

「で、そっちの２人がワシの腹心。ヴァンとラジムだ」

「王の右腕、ヴァン・クー」

「王の左腕、ラジム・ドルク」

　２人はそれだけ言い、静かに頭を下げる。どちらも先ほどの呆れていた様子は消え、厳げん粛しゅくな気配を纏っていた。

　座っている位置は、左右の腕に対応していたらしい。右の象がヴァン、左の亀がラジムだ。

「俺はシン。既に聞いているかもしれませんが、ハイヒューマンです。よろしくお願いします」

　シンも名乗り、頭を下げる。そこに、人々の間で語られる超越者としての威厳はない。

　もとより、偉そうにするつもりなどないのだが。

「くく、いつものように話せばいいぞ主よ。ここじゃ、へりくだっても得はない」

「いや、会って早々、王にため口とかねーから。つかそっちこそ普通に名前で呼べ。お前はもともと、そんな呼び方してなかっただろうが」

「久しぶりの再会だ。このくらいの冗談は許してもらいたい。それにシンは、自分たちハイヒューマンがどれほどでたらめな存在か、わかっとるだろ。畏おそれ敬うやまわれて当然だ」

「ったくこいつは。まあ、俺たちがしたことを知ってるなら、わからなくはないがな」

　この世界の住人にとって、ハイヒューマンとは伝説の存在であり、同時に畏怖の対象でもある。

　都市を火の海に沈めた、神獣を狩って回ったなど、冗談だと思うようなことを実際にやってのけた存在なのだ。

　そして、その光景を見てきたエルフやピクシーなどの長命種は、未だその多くが存命であり、ハイヒューマンの力の強大さはしっかりと伝えられているのである。

　そのうえ、配下であるシュニーやジラートの桁外れな実力を見せつけられれば、それを従えていた存在の強大さが嫌でも想像できてしまう。

　国を治める者からすれば、機嫌を取るために頭を下げるくらいなんでもない。王自ら接待するくらいの対象なのだ。

「とりあえず、気まぐれで国を消すとかしないから普通に接してくれ。こう、友人に話しかける感じで」

　開き直って、いつもの口調でウォルフガングに話しかけるシン。

「よろしいので？」

「むしろこっちからそう頼む」

　シンは即座に返答した。

　ゲームでいろいろと仕出かしたことが、伝承で知られているのはわかっている。

　だがシンからすれば、何かした覚えもないのに──ゲーム時代以外でだが──敬われるようなもので、非常に居心地が悪かった。

　ゲームのときのように、ハイプレイヤーとして尊敬されるのとはわけが違う。

「クオーレさんに、ヴァンさん、ラジムさんも同様にお願いします」

「いいのですか!?」

「お嬢、少し落ち着け」

「だがヴァン、本人がいいって言ってるんだぞ！」

　クオーレのはしゃぎっぷりは、アイドルに会ったファンのようだった。

　初めて会ったときは凛りんとした佇まいだったのだが、今は見る影もない。凄まじいギャップである。

「シン殿は我らが初代獣王、ジラート様の主たるお方。我々にも敬称など使わず、呼び捨てにしていただいてかまいませぬ」

「貫かん禄ろくがあるんで、つい」

　クオーレをなだめるヴァンに代わり、ラジムがシンに話しかけてくる。ジラートが忠誠を誓う相手に敬称を使われるのは、調子が狂うのだろう。

「じゃあ、楽な話し方にするから、ラジムたちも話しやすいようにしてくれ。俺にとってはそれが気楽だからさ」

「シン殿がそう言われるなら、そうさせていただこう。それがしにとってはこれが普通ゆえ、了承願いたい」

　武人気質な人物という印象を受けていたので、断られるかと思ったが、意外と融ゆう通ずうが利くようだ。王のジラートが遠慮していないので、その影響かもしれない。

「ところでシン。そろそろ、そっちの嬢ちゃんと神獣について聞きたいんだがな」

　多少打ち解けたところで、ジラートがティエラたちに目を向けて言う。ユズハとカゲロウが神獣だということは、既に見破っているようだ。

「紹介が遅れてすまん。彼女はティエラ。月の祠で店番をしてもらってたんだ」

「初めまして。ティエラ・ルーセントと申します。月の祠にて、お世話になっております」

　部屋に入る前の挙動から打って変わって、礼まで完璧にこなすティエラ。

　緊張していた姿はどこへやら。肩肘張ることもなく、自然な態度でファルニッドの面々と相対している。

　緊張しすぎて、シンとは別の意味で開き直ったのかもしれない。

「それとこっちの子狐がユズハで、そっちの子狼がカゲロウだ。一応伝えておくが、種族はエレメントテイルとグルファジオな」

「ほう」

　シンの横で小さくなっているユズハと、ティエラに抱えられたカゲロウを交互に見て、にやりと悪戯小僧のような笑顔になるジラート。

「まさか、伝説の……？」

「か、かわいい……」

　それとは対照的に、ウォルフガングとクオーレは目を見開いて驚いている。若干、クオーレの驚く方向が違う気がしたが。

　ヴァンとラジムは大きく反応をすることはなかったが、小さく頷いているところを見ると、さすがはハイヒューマン、とでも思っているのだろう。

「相変わらず、話題には事欠かないな」

「別に狙ってるわけじゃないぞ」

「くく、退屈しないのはいいことだぞ。さて積もる話もあるが、長旅で疲れているだろう。嬢ちゃんは一般人みたいだしな。一旦部屋に案内させる。風呂で身を清めたのち、皆で食事としよう」

　今の時刻は午後４時半。

　シンやシュニーはともかく、ティエラはさすがに疲れを見せていたので、気遣ってくれたようだ。

　ウォルフガングとクオーレは一旦仕事に戻り、食事のときに合流するらしい。

「ああ、そうだ。シン、ちょっとこっちへ」

　移動しようとしたところで、ジラートがシンに声をかけた。

「なんだ？」

「パーティを組んでくれ。あとで話がある」

「わかった」

　どうやら何か内密の話があるようだ。旧世代バージョンのパーティ編成を行い、いつでも心話可能にしておく。

　部屋へはヴァンとラジムが案内してくれた。

　それぞれ個室で、武家屋敷らしく畳に箪たん笥すといった内装だ。掛け軸まであった。




《シン。さっそくで悪いが、ちょいと付き合ってもらえるかい？》

《ああ、そっちに行くから待っててくれ》

　シンが部屋について内装を眺めていると、さっそくジラートから心話が来た。

　なぜだか、あまりいい予感がしない。とはいえ、聞かないわけにはいかないので、マップを頼りにジラートのもとへと向かう。

　余談だが、シンの視界に映る簡易マップは、いつの間にかゲーム時のような、マップ作成機能が復活していた。おかげで、武家屋敷内の構造は丸わかりである。

「お、いたいた」

　マップを確認しつつ進んでいると、縁側に座りながら庭を眺めているジラートを発見した。家に合わせたのか、服装が着物になっている。

「来たか。まあ座ってくれ。茶はもうすぐ来る」

「じゃあ、遠慮なく」

　用意してあった座布団に座り、ジラートの視線を追うようにシンは庭に目を向ける。

　それなりに広い庭は池や庭石、草木をうまく配置しており、こういったものに詳しくないシンでも、なんとなく良いものなのだろうと思える出来だった。

　やがて、シュニーが茶器を持ってやってきた。茶を準備していたのはシュニーだったらしい。

「さて、何から話すか」

「ジラートの建国武勇伝なら、シュニーから聞いたぞ」

「おいおい、先に言っちまったのか。自慢してやろうと思ってたんだがな」

「あなたのことです。誇こ張ちょうした内容を話すと思ったので、客観的に見た、ありのままを伝えておきました」

　残念がるジラートに、微び笑しょうしながらシュニーが返答する。気心が知れた者同士の、遠慮のない応酬だ。

「仕方ない。ワシの武勇伝は置いておくか。代わりにシンのことを聞かせてくれ、メッセージは受け取ったが、細かいことまでは書かれていなかったのでな」

「そうだな、シュニーには言ったが、実は──」

　シュニーのときと同じように、これまでの経けい緯いを簡単に説明する。

「なるほどな。どうりでいくら探しても、手がかり１つ見つからないわけだ」

　事情を聞いたジラートが呆れたように頷く。

　ジラートとて少なからずシンの捜索はしていた。シュニーと情報を共有していたので、その困難さもよく知っている。

「にしても、シンも面めん妖ようなことに巻きこまれてるな」

　やれやれ、とでも言いたげな口調でジラートは言う。当事者としては、やれやれどころでは済まないため、シンは軽く流した。

「まったくだ。まあ全部が全部、悪いことってわけでもないのが救いだよ」

「そうか。そうだな。少なくともワシにとっては良いことだ」

「ジラート？」

　ジラートの雰囲気が変わる。シンに伝わってくる肌を刺すような感覚は、ジラートの纏ったオーラによるものだ。

「そろそろ本題に入ろう。シン、ワシはお前さんに伝えなければならんことがある」

「……なんだ？」

　シンの頭にある予想が浮かぶ。しかし、それを顔に出すことなく静かに聞き返した。

「ワシは、もうすぐ死ぬ。長くはない。恐らくあと一月と持たないだろう」

「どういうことだ？」

　少なくとも目の前にいるジラートは、一月やそこらで死ぬようには見えない。むしろ、数十年単位で生き続けてもおかしくないような肉体と、相応の覇は気きを纏っている。

「数週間前から違和感を覚えていたんだが、シュニーのメッセージを読んで確信した。ワシの中の、止まっていた時間が動き出したようだ。まるでシンが帰ってくるのを待っていたようにな」

　シュニーも言っていた言葉だ。

「この世界に神がいるなら、ワシの願いを聞き届けてくれたのかもしれん」

「願い？」

　それが本題なのだろう。

　ジラートは真っ直ぐにシンを見て、口を開く。

「勝負だ、シン。ワシは……お前と戦いたい」

「ジラート……お前……」

　残りの寿命が短くなっている状況で、戦えと言う。

　全てを言葉にしなくとも、ジラートの言いたいことは、シンにはよくわかった。

（戦いの中で、死ぬ気か）

　ジラートは戦士だ。職業ではなく、生き方としての。

　だからこそ、願わずにはいられなかった。主であり、同時に最強の戦士であるシンとの戦いを。

　ゲーム時代では決して叶うことのなかった、一対一での決闘を。

　自分の拳は、技は、超越者を相手にどこまで届くのか。

　獣王ではない、サポートキャラクターとしてでもない。ただ一人の戦士として、高みへと挑みたかったのだ。

「最後の願いだ。受けてくれるな？」

　残された命を燃やすのにこれほど相応しいものはないと、ジラートの瞳が告げている。

　老いてなお燃え盛る闘志を前にして、シンに受けないという選択肢は存在しなかった。

　たとえ、それが死へと続く道だとしても、かつてともに歩んだ仲間の願いだというのなら、受けて立つのがシンの務め。

　初代獣王の最さい期ごを飾る相手として、シン以上の適役はいない。

「……わかった。受けて立つ」

　ジラートの目を見返し、承諾する。

　２人の目に悲壮感はない。

　まるで来きたるべき時が来たような、そんな感覚を共有していた。

「…………」

　覚悟を決めて向き合う２人を、シュニーは静かに見つめていた。

　胸の内のすべてをさらけ出すジラートを、羨ましく感じながら。

「ところで、今の話。ウォルフガングやヴァンたちには話したのか？」

　初代獣王としてのジラートの存在は大きい。その死となれば、周囲に与える影響は計り知れないだろう。

「寿命が残りわずかだとは伝えたが、決闘の話はまだだ。とはいえ隠すつもりはない。この後話す。まあ、ヴァンとラジムはワシの望みに気づいていそうだがな」

　腹心の名を出して、ジラートは笑う。

　彼らは隠しごとなど見抜いてしまうのだろう、本当に長い付き合いのようだ。

「戦友か？」

「ああ、シンがいなくなってから、共に闘い続けてきた間柄だ」

　ジラートは昔を懐かしむように、同時にどこか誇らしげに話した。

「象に亀。ビーストの中で１、２を争う長命種か。５００年以上生きられるってのは本当だったんだな」

「まあ、さすがにワシともども爺だがな。元はどこかのギルドにいたらしいが、それも『栄華の落日』で崩壊してしまったという話だ」

　出会った当初は、２人ともまだ少年だったらしい。人生を共にしてきた部下であり、友だという。

「あいつらももう年だ。ワシも同様。そろそろ、国の者たちにはワシらの影響下から脱してもらわねばな」

　部下の自慢をしていたときとは違い、何かを憂うれえるようにジラートは目を閉じる。

「ビーストの世代交代は早い。自分で言うのもなんだが、その中でワシらの存在は大きくなりすぎた。２代目、３代目あたりまでならご隠居で済んだが、それ以降は依存するような形になりつつある。今でも現獣王ウォルフガングより、ワシらを頼りにするやつまでいるくらいだからな」

「それは、確かにマズイな」

　歴代最強の王がいまだ現役というのは、それはそれで問題だった。

　仮に実力が衰えていたのなら、少しは話が違っただろう。しかし、良いか悪いかは別として、ジラートの身体能力はほとんど変わっていない。

　それが原因で治ち世せいに悪影響が出てしまっては、ジラートも立つ瀬がないだろう。

　性格から考えて、変に政治に口を出すようなことはしないことは予想できる。だが、いるだけで影響が出てしまうのが初代なのだ。

「寿命通りに死んでいれば、とは言わん。だが、やはり国としてはよくない。選定者もいるのでそう強くは言えんが、数人の強者に頼るばかりでは、その者たちが死んだらどうなるかわからんしな。シンが来なければ、どこか遠い地にでも行こうと思っていた」

　強い者を中心に纏まることは、必ずしも悪いことではない。しかし、ジラートの強さは他の選定者と比べると、あまりにも桁が違った。同列のものとして扱えないほどに。

「ウォルフガングは統治者としては優秀だと聞いたが、そこはどうなんだ？」

「ああ、歴代の中でもあやつは特に優秀だ。戦闘力にしても、ファルニッドの中じゃワシの次に強い。民の声に耳を貸すこともできるしな」

　現獣王は、ヴァンやラジムよりも強いらしい。

「死ぬなら今、か」

「そうなる」

　国を託せる者がいる。それは国を担い、支えてきた者たちにとって、とても喜ばしいことだ。自分が創った国だけに、ジラートも後顧の憂いなく逝いけるのだろう。

「そういえば、ウォルフガングとクオーレは選定者じゃないって聞いたが、どういうことなんだ？」

「確かにあいつらは選定者ではない。だが、そうだな。ステータスで言うなら平均で６００以上はあるだろう」

　ジラートの告げた値は、シンの予想していた選定者の能力値を大きく上回っていた。どうやら、この世界の実力者は選定者だけではないらしい。

「とは言っても、例外のようなものだがな。ワシの直系の中には、時折ワシの能力を引き継いでいるような子が生まれることがある。ウォルフガングとクオーレはそれだな。どう引き継ぐかは個人差があるが、総じて能力値が高い」

「選定者の場合、そういうことはないのか？」

「少なくとも、そういう話は聞いたことがない。ただ、一定以上のステータスを持っていると、そういうケースもある、という噂うわさなら耳にした。あくまで噂の域を出んがな」

　噂という部分を強調するジラート。確認したわけではないが、子どもの身に起こっていることなので、ないとは言い切れないようだ。

「実際、選定者の中には極ごく稀まれに、ウォルフガング以上の能力を持った者が生まれることがある」

　かつて一度、非常に強力な選定者が現れたことがあったらしい。

　ジラートいわく、各ステータスが平均７００はあったとのこと。カゲロウとも戦える数値だ。その子孫に関する情報はないという。

　ちなみに普通の選定者は、シンの予想通りＳＴＲやＩＮＴなど、どれか１つの項目が５００に届いていれば上級に分類されるようだ。２つの項目が高ければ、かなり希少らしい。

　ベイルリヒトの２人の王女はそれに該当するらしいが、他にはほとんどいないという。

　しかも高い項目以外の数値は２００から３００程度。この数値は戦ったときの感覚から予想したものだ。

　大多数の選定者は、ステータス平均がせいぜい３５０ほどらしい。

「それでも、一般人からすれば十分脅威か」

「そうなるな。さて、話がそれた。決闘の話に戻すぞ」

　ジラートが軽く首を振った。

「わかった。そういえば、戦うのはいいとして場所はどうするんだ？　俺たちが本気でやりあったら、冗談では済まなくなるぞ」

　シンの言う通り、周囲は間違いなく更地になるだろう。場合によっては地形が変わることも考慮に入れる必要がある。

　もちろん、闘技場や訓練場なども建物が持たない。シンとジラートの攻撃がぶつかりあえば、見ているだけでも危険である。

「それに関しては当てがある。ベイルーンから来たのなら、ラルア大森林は知ってるな？　あそこでやる」

「……戦えそうな場所があるのか？　ジャングルみたいだったが」

「あの森は少しばかり特殊でな。あの森が広がっている範囲内なら、いくら木を切り倒しても一晩ほどで元に戻る。以前ものは試しと暴れたことがあるんだが、根までひっくり返しても、次の日には元通りになっていた」

「なんだそりゃ……」

「密林タイプのダンジョンが変異したようでな。原因は不明だが、森林が一定範囲以上に広がらないので放置されている。選定者同士の戦いの場として使われるのも、初めてではない」

「なるほどな」

　はじめは自然破壊じゃないかと心配したシンも、ジラートの言葉を聞いて納得した。

　いくらやっても元通りになるのなら、戦場としては申し分ない。しかも、以前から戦いの場として使われていたとなれば、遠慮はいらないだろう。

　２人が本気を出せば、周辺をうろつくモンスターがいたとしても、脅威にもならない。まさにうってつけだ。

「場所は問題なしか。あとは時間だな。あまり残ってないんだろ？」

「ワシとしては１週間後がベストだな」

「もっと早い方がいいんじゃないのか？」

「いや、おそらくその日が最も力が出る。消えかけた火が最後に燃え上がるときも、タイミングがあるだろう？」

　体調にも波がある、ということなのだろう。死を察知しているからか、そんなことまでわかるらしい。

「そうか。じゃあその間に、お前の武器を仕上げておく。やるなら最高の装備にしないとな」

「そうこなくてはな。やはり最後はあれをつけて戦いたい」

　ジラートの専用武器は手から肘までを覆う手甲【崩ほう月づき】だ。武器としてのランクはいうまでもなく古代エンシェント級。シンのアイテムボックスの中でしっかりと保管されていた。

【蒼そう月げつ】はすでにシュニーへと返されているので、残るサポートキャラクター用の装備は３つだ。

「防具はどうだ？　そっちは持たせたままにしてたと思うが」

「しっかり保管してある。見た目は少々あれだが、調子が悪いってことはない。さすがに５００年も使ってると、なんとなく性能が下がってる気はするがな」

「一応見ておくか。聞いた感じだと、修理できる奴もいなかったんだろ？」

「ああ、スキルレベルが足りなくてな。耐久値が飛び抜けた古代エンシェント級でなければ、今頃は使い物にならなかっただろう」

　ジラートの場合、鎧ではなく道着に近いので整備のしようもなかったと言える。魔力操作によってしか、手を加えられないのだ。

　ジラートの言う通り、これが神話ミソロジー級だったなら、使い物にならなくなっていた可能性もある。性能もそうだが、耐久値という面でも古代エンシェント級というのは最高クラスなのだ。

「防具は先に渡しておこう──これだ」

「オーケー、預かっとく……って、こりゃひどいな」

　ジラートがアイテムボックスからアイテムカード化された防具を取り出すと、軽く防具の状態をチェックしたシンが呆れたような声を上げた。なぜなら、ジラート専用の防具の耐久値がすでに３割を切っていたからだ。

　古代エンシェント級の防具をここまで消耗させるのは、たとえゲームであっても難しい。

　ジラートの言葉通り、耐久値が下がっていても防御力に関してはほとんど変化がないあたり、さすがは古代エンシェント級といえるだろう。

　試しにと具現化してみれば、ボロボロという形容詞以外思いつかない有様だった。

　破けているところ、焦げているところ、変色しているところと、よくもまあここまでやったものだと言わざるを得ない。

　とはいえ──。

「戦いに次ぐ戦いに５００年以上の月日とくれば、よく持ったと言うべきかね」

　防具が重ねてきた時間を考えると、納得ではあるのだが。

「その状態でも性能は変わらないからな。いまだ現役だぞ」

「自分で言うのもなんだが、えらい物作ってたんだな」

「おいおい、製作者が言うセリフか？」

　ジラートの言うことはもっともだが、それでもデータでない実物に接すると、これほどのものなのか、とシンは思わされた。

　現代科学に慣れた身としては、これ１つで技術革命でも起こせるのではないかと考えてしまう。

「……まあいいか」

　シンは考えることをやめた。元の世界に帰れば、魔力だのスキルだのといったものは存在しないし、可能だとしても、この世界のものを持っていく気などないのだから。

「とりあえず装備は任せろ。あとは何か決めることはあるか？」

　話を元に戻し、シンはジラートに問いかける。決戦場所や装備は問題ないとしても、何がしかの引き継ぎや手回しというのは必要だろうと。

　シンが手伝えるかは別として、できることがあるなら手を貸すつもりだった。

「他にか……特にないな。ワシは何か役職に就いているわけでもないから、面倒な引き継ぎもない。手回しももう済んでいるしな。ああ、そうだ。ワシとの戦いをウォルフガングとクオーレ、ヴァンとラジムの４人に見せたいのだが、かまわんか？」

「ああ、問題ない。もうハイヒューマンだって言ってあるし、向こうだって見ておきたいだろ」

「ワシとしては、ハイヒューマンがどういうレベルの強さなのか、知って欲しいのだ。この世界の住人は、ワシらより強い存在というのを知らん。もちろんワシらより強いモンスターがいることは知っているが、国を背負って立つならば、上には上がいると理解しておいた方がいいだろう」

　敵に回してはいけない相手だと実感させたいのだろう。シンたちの強さは話を聞くだけなら誇張されたお伽とぎ噺ばなしのようなものだ。その身で体感しなければ、わかるはずもない。

「なるほど。確かに、俺たちのことは『栄華の落日』前から生きてる長命種でもなきゃ、知りようがないからな」

「ワシらが本気で戦うようなことも、そうそうないのでな。遠視を使って見ることになるが、戦いの空気を感じることは十分できるだろう」

　近くで観戦、などと言ったら小突くつもりだったが、さすがにそれはなかった。

　最低でもケメル単位で距離を空けてもらわないと、冗談抜きで、戦いの余よ波はで死人が出る。シンとジラートの戦いとはそういうものだ。

　自力で身を守れるか、影響のない離れた場所からでなければ、安全に観戦などできない。

「早急に決めなきゃならんことは、こんなところだな。あとはウォルフガングたちに話をつけてからあらためて決める」

「はいよ。じゃあ、今日はここまでか」

「うむ。ああ、シュニー。すまんが湯呑みを調理場まで持って行ってくれんか」

「ええ、かまいませんよ」

　シュニーは御盆に３人分の湯呑みをのせ、音もなく去っていく。何のためにいたのかわからないほどの傍ぼう観かん者しゃっぷりだった。

「……で？　何かシュニーに聞かれたくない話でもあるのか？」

　シュニーの姿が見えなくなってから少し間を置いて、シンはジラートに問いかける。

　なんともわざとらしいやり方だったので、シュニーも気づいていただろう。

「まあ、こればかりはな」

　申し訳ないことをした、というふうに頬をかくジラート。

「１つだけ、確認しておきたいことがある」

　その目は、シンとの決闘について話していたときよりも真剣だった。向き合うシンも、自然と緊張してくる。

「もうシュニーが聞いたかもしれんが、シンは帰る方法が見つかったら、帰るのか？」

　シュニーを置いて？

　言葉にこそしなかったが、ジラートの瞳は、はっきりとそう告げていた。

「………………ああ、帰るよ。それが、俺の戦い続けてきた理由だから」

　待っている家族がいる。友人がいる。仲間がいる。

　ゲームをクリアしたら終わりではない。その先を生きることが大切な人と交わした約束であり、シン自身が決めた誓いなのだ。

　異世界に飛ばされたからといって、易々と諦められるような安いものではない。

「……そうか」

　シンの返答を聞いて、ジラートは一瞬何かを言いかけるが、それを言葉にすることはなかった。

「悪い」

「いや、謝るのはワシだろう。当事者の方がよっぽど理解していることだった。年寄りが余計なことを言うものではないな」

　自分がわざわざ言うことでもなかったと、ジラートは首を振った。

　シンとて、ジラートの言いたいことはわかる。いくら国のために奔走してきたと言っても、同じサポートキャラ同士、情報交換はしていたようだし、互いの動向くらい気にはしていただろう。

　シュニーの様子やティエラの話、そして今回のジラートの物言いから推測するに、シュニーはずっとシンを探し回っていたに違いない。

　そんな彼女をおいて、帰ってしまうのか。

　そう聞きたかった、いや、聞く気だったのだ。ジラートは。

　仲間として、シュニーの行動を見てきた身としては、そう言わずにはいられなかったのだろう。

「ワシらにはワシらの、シンにはシンの都合がある。難儀なものだ……」

　そう言って、ジラートはため息をつく。

　ハッキリと言葉にしなかったのは、シンの瞳に様々な色を見たからだ。

　そこに映るのは、迷い、戸惑い、悲しみといった負の色。喜びや慈しみといった正の色。そして、それらを包み込むような意志の色。

　ジラートのよく知る、もがきながらも前に進む戦士の色だ。

　それを見れば、シンがシュニーのことも考えていることはわかる。むしろ考えていないはずがないと断言できる。とはいえ、ハッキリとした答えはまだ出ていないのだろう。

　ジラートが聞いた答えにも、まだ迷いがあった。

　元の世界と今いる世界。今はまだ元の世界への思いが強いが、この先どうなるかなどわからない。

「俺のこともシュニーのことも、纏めて解決できる方法があったらって考えるのは、都合がよすぎるかね？」

「いや、ワシも今さっき、それを考えたばかりだ。ご都合主義、というんだったか」

「ああ、何もかもがうまくいってハッピーエンド。皆で幸せ、めでたしめでたしってな」

　訪れるのは、誰もが笑い、誰も欠けることのない、幸せあふれる結末。降りかかる不幸など、幸せをより強調するための脇役でしかないような。

「なんとも、ワシにはついぞ縁のないものだな」

「それについちゃ、俺も同感だよ」

　考えずにはいられないが、同時に信じられもしない。理不尽な別れを数多く経験している２人は、揃って苦笑した。

「余計な時間をとらせて悪かったな、シン。夕食まで少し時間がある。ゆっくり休んでくれ」

「そうさせてもらうよ」

　別れを告げて、それぞれが自分の部屋へと戻る。

　シンは部屋で待っていたユズハの相手をしながら時間をつぶす。ジラートの武器や防具の修復に入るには、さすがに時間が足りなかった。

　夕食では豪勢な料理に舌した鼓つづみを打ちながら過ごし、風呂に入って汗を流す。その後は大きなイベントもなく、ファルニッド１日目の夜は、静かに更ふけていった。





　　　　　　　†






　夕食後シンたちが寝室に向かった後、ジラートは私室にヴァン、ラジム、ウォルフガング、クオーレの４人を呼び出していた。

「おう、疲れているところ悪いな」

「何か、話し合うべきことでも？」

　ジラートの様子から何かを感じたのだろう、ウォルフガングが４人を代表して尋ねる。

「いや何、死に場所が見つかったんでな。お前たちには伝えておこうと思ったわけだ」

　ちょっとそこまで、とでもいうような軽い口調でジラートは言った。もちろん内容は気軽さとは程遠い。

「…………は？」

　あまりにも唐突な発言に、ウォルフガングは気の抜けた返事をした。

　当然だろう。いきなり死に場所が見つかったなどと言われて、はいそうですかと返せるわけがない。

「どういう、意味でしょうか」

「そのままの意味だ。ワシの寿命が終わろうとしているのは教えたな？　その前にシンと決闘を行う。そこがワシの死に場所だ」

「なぜ、今なのですか」

「ワシの力を最大限発揮できるのが１週間後なのだ。それを過ぎれば、あとは老いさらばえていくしかない。そんな状態で決着をつけるなど、戦士の矜きょう持じが許さん」

　最後は戦士として死ぬ。そう告げるジラートに、ウォルフガングは何も言えなくなる。

　家族を守り、子を残し、全てをなした後、未練を残すことなく戦いの中で果てる。

　それは戦士の一族である狼人族──狼型タイプ・ウルフはそう呼ばれている──にとって、最高の死に様なのだ。

　ましてやその相手が伝説の種族であるハイヒューマンとくれば、誰もが羨むことだろう。

「来るべき時が来た、というところですな」

　沈黙するウォルフガングに代わり、ラジムが納得したようにつぶやく。

「うむ、王から寿命の話を聞いたとき、このまま終わるとはついぞ思えなかったが、そういうことであったか」

　ラジムの言葉に続くように、ヴァンも頷きながら心情を吐露した。

　こちらはウォルフガングのような悲壮感はなく、微かな安堵を感じさせた。

「なんで、そんなに落ち着いているの？」

　そんな２人に疑問を投げかけたのは、クオーレだ。普段の形式ばった口調を維持できないほど、動揺している。

「お嬢、生涯最後の戦いをハイヒューマンと死し合あえるなど、これ以上の栄誉はない。王の直系であるなら、それはわかるだろう？」

「わかるよ！　わかるけど、ヴァンたちみたいに落ち着いてはいられないよ……」

　諭さとすように言うヴァンに、混乱気味のクオーレは反論する。理解していても、納得できないのだ。

　その強さを身近で感じてきた分だけ、ジラートがすんなりと死ぬところなど、クオーレには想像できなかった。

「クオーレよ」

「……はい」

「お前は少々ワシを美化しすぎているな」

「そんなことは──」

「ないとは言えまい？」

　先ほどの軽いノリを消し去り、威厳を持ってクオーレに話しかけるジラート。だが、その姿はどこか、孫を可愛がる祖父のように、様子を見守る３人の目に映っていた。

「ワシは長く生きた。同胞が倒れ、その息子が逝き、残された孫を看み取とったこともある。何故ワシは死なんのか、晩年はよく考えるようになった。その答えが１週間後にやってくる」

「…………」

「これはな、クオーレ。ワシがシンを、自らの主と決めた者を一度見送ったときに、唯一残した未練なのだ」

「み、れん……」

「ああ、ついぞ叶うことのなかった、願いでもある」

「……はい」

　ジラートの言葉には悲壮感など微み塵じんもなく、ただ静かに燃える戦いへの意志が宿っていた。

　部屋の中にいる誰もがその熱を感じている。

　止めることなどできはしない。戦士として一流であるが故に、誰もがそれを理解できてしまった。それを止めるのは、むしろ侮ぶ辱じょくなのだ。

　感情を露あらわにしていたクオーレも、今ではただ頷くことしかできない。

「場所はラルア大森林。我が最後にして最大の戦いだ。見届けよ！」

「はっ!!」

　初代獣王としての最後の命めい。

　腹心の部下と直系の子孫たちは、声をそろえてそれを受け入れた。























「シン殿！　お迎えにあがりました！」

「ん？」

　翌朝。シンがユズハとともに身支度を整えていると、部屋の外から声がかかった。

　どこかで聞いたような、と思いながらシンが障子を開けると、そこには居い住ずまいを正したクオーレがいた。

「朝食の用意ができております。どうぞこちらへ！」

「あ、ああ。ありがとう」

　夕食の席ではあまりしゃべっていなかったので、声だけでは誰かわからなかったのだが、侍じ女じょではなくクオーレがいるというのは、どういうことだろうか。

「えーと、なぜにクオーレが迎えに？　昨日、夕食を伝えてくれたのは侍女さんだったよな」

　建前上、シンはウォルフガングの客人ということになっていた。

「私から言って代わってもらいました」

　それこそなぜに？　と思うシンだが、同時に昨日の夕食時もこんな雰囲気だったなと思い直す。

　どうもクオーレの中でハイヒューマン、とりわけシンの存在というのはかなり美化されているようなのだ。シンに対する態度や視線が、雄弁にそう語っていた。

















　シンがジラートの主だというのもあるのだろう。どうやら幼いころから聞かされてきた逸いつ話わの数々に、強い憧れを抱いているらしかった。

　シンからすれば、恥ずかしい過去を脚色されて伝えられているのは罰ゲームでしかないわけだが。

（なんだか、イメージが先行しすぎてるような気がする）

　しかも、今日のクオーレは昨日よりもテンションが高い気がした。

　少し心配になってしまう。

　ジラートが決闘のことを伝えたのか、どこか無理やりテンションを上げているようにも見えた。

　さてどうしたものかと思いながら、歩いているルートを確認すると、夕食時とは違う場所へ向かっていることに気づく。

「行先は昨日の広間じゃないのか？」

「はい、ジラート様の私室の方に案内するようにとのことです」

　夕食は宴会状態だったので、朝は落ち着いて食べようということだろうか。

　仕事の都合上、クオーレは先に済ませているらしい。

「こちらです。お連れ様ももうすぐ来ると思います。では、私はこれで」

「わざわざありがとな」

　一礼して去っていくクオーレに礼を言って部屋に入る。中にはジラートとヴァン、ラジムがいた。

　しばらくして、ティエラとシュニーもやってくる。

「では、いただくとしよう」

　あいさつを済ませて朝食を食べ始める。白米、みそ汁、焼き魚に漬物と、どこかで見たような献こん立だてだ。

　朝食を食べ終えると、今後のことについて話す。

「シンには装備の修繕を頼むが、ほかには特に、これといってやってもらいたいことはない。観光でもしてのんびりしていてくれ」

「じゃあ、図書館のある場所を教えてくれないか？　過去の資料がある場所でもいい」

「ふむ、わかった。許可のいるところもある。それも含めて手配しておこう」

「助かる」

　ベイルリヒトではわからなかったことが何か判明するかもしれない。

　ジラートの許可があれば、禁書の類たぐいも見られるだろう。

「シュニーとティエラはどうする？」

「私はシンの手伝いをします」

　当然とでもいうようにシュニーが即答する。のんびりするとか、観光するといった選択肢はないようだ。

「えっと、私も図書館について行っていいかしら？　興味があるんだけど」

「一緒だとジラートの装備を直してからになるぞ？」

「かまわないわ。装備を直すってことは、古代エンシェント級の武器を扱うんでしょう？　そっちも興味があるわ」

　以前渡したメッセージカードの研究を進めていたティエラだが、それはそれとして、シンのする作業にも興味があるらしい。

　いまだ仕組みの一部を解読できていない研究の方は、急ぐことでもないので後回しにするそうだ。

「じゃあ決まりだな。ジラートたちはどうするんだ？」

「ワシはまあ、身辺整理というやつだな。ついでに伝え損ねていたスキルをウォルフガングに伝えるつもりだ」

「昨日の話だと、秘伝に至ってるくらいか？」

「奥伝まではほぼ習得している。秘伝書も確実性が失われているからな。どうなるかはあやつ次第だ」

　ステータスの話を聞いていたので、習得している武芸スキルのランクを予想するシン。

【ＴＨＥ ＮＥＷ ＧＡＴＥ】において、武芸スキルのランクは５つの段位に分かれている。

　基本技中心の初伝。

　レベルアップで覚える技が多い中伝。

　初伝と中伝を鍛きたえることで覚える奥伝。

　特別なクエストをこなしたり、通常とは違う行動をすることで身につける秘伝。

　そして初伝から秘伝までのすべてのスキルを最大まで鍛えることで覚える、至し伝でん。

　ステータスの数値にも条件があるので、至伝に至っているプレイヤーは皆上級プレイヤーばかり。ウォルフガングのステータスでも、秘伝がやっとといったところだった。

　そこは納得したシンだったが、最後にジラートが口にした言葉に眉をひそめる。

「秘伝書を使って失敗することがあるのか？」

　条件さえ満たしていれば失敗することなどなかったはずなので、その情報にシンは驚いた。何か、別のファクターが出現しているというのだろうかと、思考を巡らせる。

「武芸スキルと魔術スキル。どちらも使い手の精神状態に左右されることがわかっている。早い話が、精神的に未熟な奴には、たとえステータスが高くても覚えられないってことだ」

「……なるほど。心身ともに強くしろってことなのか」

　武道においては当然の話だ。高校時代に弓道部に所属していたシンとしては、違和感を覚えようもない。武道とはそういうものだ。

　心と体を鍛え、技を磨みがく。戦う技術を身につける者の当然の務めだろう。

「そういうことだ。まあ、ウォルフガングについちゃあ心配はしていないがな」

「確かに、真面目そうだったからな。いかにも武人って感じだったし」

　シンは元の世界で本物の達人や武人と呼ばれる人物に会ったことがあるわけではないが、それでもウォルフガングからは、清せい廉れんな気配とでもいうようなものを感じていた。

　心の未熟な者に、あの気配は纏えないだろう。

「一応自慢の子孫だからな。そう言ってもらえるのは嬉しいもんだよ」

「孫を自慢する爺さんになってるぞ。さて、腹ごしらえもすんだことだし、俺は準備を始める。月の祠を出したいんだが、どこか開けた場所はあるか？」

「鍛練用の広場がある。そこなら大丈夫だろう。ヴァンは案内を、ラジムは資料閲覧の許可証を頼む。ワシはウォルフガングのところに行く」

「承知」




　ヴァンの案内でシン、シュニー、ティエラの３人は、屋敷の裏手にある広場へ移動した。

　ちなみにユズハはシンの頭上、カゲロウはティエラの足元をトコトコ歩いて移動している。

「ちょっと下がっててくれ」

　ヴァンを後ろに下がらせ、シンは三日月型のネックレスを外す。そして、それを広場に投げると同時に、キーワードを口にした。

「『解放リリース』!!」

　途端にネックレスが光を放った。

　ネックレスの形をしていた光は、次の瞬間には大きく膨張し、家の形になる。

　光が消えると、そこには月の祠が出現していた。

「ふむ、これが店主のみが行使できるという技ですか。見ると聞くとでは大違いですな」

　ヴァンは感心した様子で月の祠を眺めている。

　しまうところを見ていたはずのティエラも、あらためてその出で鱈たら目めさに顔をひきつらせていた。

　当たり前のことのように、まったく反応を示さなかったのはシュニーだけである。

「さ、入るぞ。ヴァンはどうする？」

「もし可能でしたら、武具を直す工程を見せていただきたい。このような機会、もうないでしょうからな」

「オーケー。普段は見せないが、ジラートの側近ならいいだろう。ついてきてくれ」

　そう言ってシンは月の祠の中に入る。カウンターを抜けて、一直線に鍛冶場へ。

　他のメンバーも、なんだかんだで全員がついてきていた。

「なんだか見学会みたいだな」

「そりゃそうでしょ。鍛冶を極めたって人の技を見れるなんて、二度とないかもしれないのよ？　誰だって見たいわよ」

「くぅ、見てるのおもしろい」

「グル」

　ティエラの言葉に続くように、ユズハとカゲロウも声を上げる。

　ユズハが言葉を発したとき、ヴァンが「えっ……？」とでも言いたげな顔をしていた。

　そういえば、しゃべれることを伝えてなかったなと、今さらながら思い出す。

　エレメントテイルなので普通のモンスターと違って話せるんです、と少々強引にヴァンを納得させ、シンは作業を始める。

　神獣だからさもありなん、と納得したヴァンは、特に追及せず、シンの作業に目を凝らした。

「まずは、状態の把握から」

　カードを実体化させ、両手で抱えるように防具を持つ。

　シンが魔力を走らせると、防具自体も７色に輝き出した。それに合わせて、シンの脳内に足りない物がリストアップされていく。

「……オリハルコンだけでいけるな」

　リストを確認してから、シンは防具から片手を離してアイテムボックスを操作する。

　左手だけで抱えられることになった防具だが、光を発したまま、両手で抱えられていたときと変わらずに空中で保持されていた。

　足りない素材を取り出し、具現化させるシン。出現したのはクリスタルのように透き通った透明な金属塊、オリハルコンだ。

　シンが右手をかざして軽く動かすと、オリハルコンは端の方から解ほどけるように、細い糸に変化していった。

「これが……御技…………なるほど、誰も習得できぬはずだ」

　摩ま訶か不思議としか形容できない現象を前に、ヴァンがぼそりとつぶやく。

　ヴァンはもともと、ゲーム時代に鍛冶担当として作成されたキャラクターだった。それゆえ、一般の鍛冶師程度の技量はある。

　だからこそ、目の前で起こっていることの異常さが、この場にいる誰よりも理解できた。

　オリハルコンが自らその形を変えていく光景を、ただ呆然と見続けるしかない。

「破れた部分を補修。全体にオリハルコンを行き渡らせて強度を回復。魔力を馴染ませて──」

　当のシンはと言えば、作業に集中していてヴァンたちの様子には気づいていなかった。

　なにせ今シンが手にしているのは、言うなればジラートの死に装束。最大限の敬意を持って作業に当たっているのだから、周りに気を使う余裕はない。

　見学を許したのも、邪魔をすることはないという理由のほかに、気にする余裕はないだろうという予感があったからだ。

　全神経を集中させて、最高の状態まで装備を復元する。それがシンのやるべきこと。

　時間にしておよそ30分。

　７色の光が消えると、そこにはどこか触れるのをためらわせる道着タイプの防具が存在していた。もはやボロボロだった以前の姿など想像もつかない。

「ふう、完了だ」

　わずかに浮いていた汗をぬぐって、シンは防具をカードに戻す。

　ゲームなら数分で終わる作業も、実際にやるとなかなかに時間がかかることを実感していた。できるというのは直感でわかるのだが、魔力操作がまだ完全ではないのでどうしても通常より時間がかかってしまうのだ。

　それでも、同じように魔力を使って魔術スキルを行使するときより、格段に精度が上がっているあたり、さすがは鍛冶を極めた者といえるだろう。

　道着のような柔軟性のある古代エンシェント級の装備を修復するには、今回の方法が最も効率が良いのだ。他の方法は、どうしても効率やその他の面で一歩劣る。

「ねぇシン。さっきのは、鍛冶って言えるの？　私には魔術スキルにしか見えなかったんだけど」

「ああ、確かに一見そうだな。でも、あれは鍛冶スキルを網もう羅らしていないと金属の形を変えるどころか、一瞬で屑くず鉄てつ以下の品質になってしまうんだ」

　シンもかつてその条件を知らず、オリハルコンやミスリルを屑鉄に変えた経験がある。

　苦労してそろえたレアな金属が、目の前でボロボロになったときは、さしものシンも心が折れかけた。

「……何よそれ」

「なんでも魔力が変質するらしい」

　スキルの説明欄にそんなことが書いてあったはずと、シンは今しがた使用したスキルの説明欄を呼び出して確認する。

　魔力操作を誤ると魔力が変質し、金属としては最低の品質になる、と書かれていた。

「ちなみに熟練度が足りないと、修復のときでも同じ現象が起こる」

「まさか、実体験？」

「……オリハルコンで作った鎧を修復してるときにミスって、屑鉄の鎧にしたことがある」

　その話を聞いたティエラは、複雑な気分になっていた。

「鍛冶師って意外とリスクの大きな職業なのね」

　オリハルコンが屑鉄になったときの損害額を計算してしまうティエラ。

　月の祠で商品を扱っていたので、ある程度市場価格というものを知っていたのだが、鎧を作るほどの量のオリハルコンなど、集めるだけでいくらかかるか想像もできない。

　それが一瞬で無価値になるような作業があるなど、ティエラには考えたくもなかった。

「普通はミスってもインゴットに戻すとか、他のアイテムに再利用できるんだけどな。このやり方ばっかりは、再利用どころか完全にゴミになるから困る」

　通常の鍛冶で失敗したなら、再利用の方法はいくつかある。

　もちろん元になったアイテムがそのまま戻ってくるようなことはないが、それでもないよりはましだ。だが、シンの方法はどうやっても再利用はできない。

　ゲームではＮＰＣに売っても、買い取り価格は０だった。

　熟練度を上げるために、一体どれだけの希少金属をゴミに変換したことか。ゲームでなければとてもできることではなかった。

「失われた理由は、職人の技量だけではなかったのですな。オリハルコンを練習に使うなど、今の鍛冶師には狂気の沙さ汰たでしょう」

「だよな。今オリハルコンってどのくらいの値がするんだ？」

「ファルニッドでしたら、拳大のインゴットで白金貨が動くかと。加工できる者は数えるほどしかおりませぬが、皆目の色を変えて競り落とそうするのは明白。実際どのくらいの値になるかはわかりかねますな」

「やっぱり、すごいな」

　シンが本気で剣を１本作ったらいくらになることか。アイテムボックス内にある各種希少金属は、他の鍛冶師には見せられなそうだ。

「金属類を売るのはやめとこう。さて、話はこのくらいにして次に移るか」

　シンが次に取り出したのは、ジラートの専用武器【崩月】だ。こちらは防具よりもさらに高位の武具なので、手甲の表面が少し削れているくらいだ。耐久値も９割以上残っている。

　万全を期すためにこちらも修復する。今度は【崩月】を台の上に載せ、さらにその上に少量のインゴットを載せる。

「なに、あれ……」

「もしや、あれは……」

　インゴットを見たティエラとヴァンが、かすれた声を漏らす。

　そのインゴットはシュニーを除き、この場にいた誰も見たことがないものだった。

　鈍く輝く金属は、色としては黒。しかし、その表面にはメインとなる色とは別の、大小様々な煌きが見て取れた。

　それは満天の星が輝く夜空のようであり、数々の銀河を内包した宇宙のようでもあった。

　魔力に敏感なティエラは、その金属が途方もない魔力を内包していることを理解し、驚愕する。

　魔力を帯びた金属は何度も目にしていたが、目の前の金属はそれらのはるか上をいく。このままでも魔術の触しょく媒ばいにできそうだ。

　金属に詳しいヴァンは、その正体が頭をよぎった。

　オリハルコン、アダマンティン、ミスリル、ヒヒイロカネ、そのどれとも違う、だがそのどれよりも格上と感じられる金属。そんなものは１つしか思い当たらなかった。

　それが鍛冶師の間では幻と呼ばれ、その実物を見た者はいないとすらいわれるものだったとしてもだ。

「ふっ!!」

　驚いている２人をよそに、シンはいつの間にか取り出していた鎚つちを、インゴットの上から【崩月】に打ちつけた。

　キンッという甲かん高だかい音と、それに追従して起こった現象にティエラたちはまたしても目を奪われる。

　シンが鎚を打ちつけると、インゴットが溶けるように消えていく。そして、下に置かれていた【崩月】の傷が消え、完成したばかりとでもいうような輝きを放ち始めたのだ。

　数回鎚を振り下ろしたところで完全にインゴットは溶け、新品同然の【崩月】が台の上でその存在を主張していた。

「よし、こっちも完了だ。我ながら完璧な出来だな」

　完璧な状態になった【崩月】を眺めながら、シンはうんうんと頷く。これならば、使い手のどんな要求にでも応えてくれるという確信があった。

　いつまでも眺めていても仕方ないので、カード化してアイテムボックスにしまう。

　お待たせと言って振り返ったシンが見たのは、なんとも表現に困る顔で固まったティエラとヴァンだった。

　シュニーは特に変化はなく、ユズハとカゲロウはとりあえず興奮しているようだ。くーくー、グルグルと何やら会話している。

「シン殿。１つ、１つだけお聞きしてもよろしいか」

　固まっていた２人のうち、先に動き出したのはヴァンだった。ずいっと顔を寄せ、有無を言わせぬ勢いで迫ってくる。

　象型のビーストだけあって、その迫力はかなりのものだ。シンは少し引いた。

「話は聞くからとりあえず落ち着いてくれ。つか近い近い！」

「む、申し訳ない。しかし、先ほどシン殿が取り出した金属、あれは、まさかキメラダイト、それも最上級のものでは？」

「ん？　ああ、確かにそうだ。でも、よく知ってたな。キメラダイトでも種類があるから、ぱっと見てわかる奴ってあまりいないんだぜ？」

「種類がわかったわけではありませぬ。鍛冶師に伝わる伝説のようなものなのです。星の輝きを宿した闇色の金属。キメラダイト。それを使って作成した武器は、上位の竜種すら簡単に屠ほふると伝わっております。人によっては、ただの空想上の産物だという者もいるくらいで」

「なるほどな。確かにこれが作れるやつってかなり限られてたからな。市場にはまず流通しなかったし」

　ゲーム時代ですら、上級の鍛冶師の知り合いでもいなければ、まずお目にかかれない品だった。

　インゴットでさえそうなのだ。

　かつて、キメラダイトで出来た武器を引退するプレイヤーが気まぐれで市場に流したことがあったが、それはもう凄まじい争奪戦が巻き起こった。

　上級プレイヤーですらフル装備をそろえるのは至難の業わざ。１つでも持っていれば、有名人になれるほどだった。

　もちろん、六天メンバーの金属系の武器防具は、すべてキメラダイトという反則仕様だったのは言うまでもない。

「ところでシン。さっきとはやり方が違ったけど、何か意味があるの？」

　シンがヴァンを落ち着かせたところで、ティエラが疑問を口にした。

　防具を直した方法なら、わざわざ鎚を使わずとも直すことはできるはずだった。

「それは【崩月】が武器で、そのランクが最高だから、だな。さっきの防具も【崩月】も、等級としては古代エンシェント級だ。でも、その中でさらに格付けがある。防具の方はランクとしては古代エンシェント級の中位。金属を魔力と一緒に編み込んだ糸を使ってたから、あの方法が早くて効率的だった。対して【崩月】は古代エンシェント級の上位。ここまで来ると、俺が魔力を出しながら直接打ち込む必要がある。防具と同じ方法でも直せなくはないが、こっちの方が効率がいいし、何より失敗する可能性がない」

　同じ等級でも格差があることは知っていたティエラ。しかし、まさか最上級、世界の断片とすら言われる古代エンシェント級にまで、その格付けが適用されるとは思っていなかった。

　シンの説明によれば、格付けや武具の性質によって、最も適したメンテナンス方法があるらしい。

　他の方法でもできなくはないが、その場合、例の変質が起こる可能性が跳ね上がるようだ。

　もちろん適した方法で行い、技量さえしっかりしていれば、失敗する危険はほぼないという。

「鍛冶は専門外だけど、認識を改めなきゃいけないわね。あんなに精密な魔力操作なんて、魔導士でもなきゃできないわよ」

「なんだかんだで、魔力操作ってのはどこでも必要になるってことだな。生産職なら、上級に近づくほど魔力操作の腕が必要になるし」

「錬金術でもそうだったけど、極めるのってやっぱり大変ね。少しは腕に覚えがあったんだけど、これじゃ一人前だなんてとても名乗れないわ」

　錬金術師としては一人前と言って差し支えないくらいの腕を持っていたティエラだったが、それがあくまで今の時代から見た一人前でしかないと気づいて少しへこむ。

　シンのいた時代では半人前にすら至っていないのではないかと、思わずにはいられない。

　ただ、分野もやっていることもまるで違うが、頂点を極めた者の仕事ぶりを見て、ティエラには感じるものがあった。

「ゆっくりやっていけばいいって。そんなに簡単に腕が上がるわけでもなし」

　ティエラの肩を軽く叩いて、シンは鍛冶場の入り口へ向かう。やることは終わったので、一同もリビングへ向かうことにした。

　すると、店の入り口の開く音が聞こえた。タイミングからするとラジムだろう。

「シン殿。こちらが資料館の制限エリアの閲覧許可証になります。お収めくだされ」

「ありがとう。助かる」

　予想通り、店に入ってきたラジムから許可証を受け取る。

　もう用もないので、全員が外に出てから月の祠を収納し、シュニーの案内で資料館へ向かうことになった。

　ヴァンとラジムは屋敷の方へ戻っていった。




　屋敷の裏口からエリデンの市街地へ出ると、ティエラが歩く人の多様さに驚いていた。

　ベイルリヒトでも人は多かったが、それはあくまでヒューマンが多かったにすぎない。ビーストやピクシーなどの人と違った特徴を持った種族は多くなかった。

　だが、ここはビーストの国。様々な動物的特徴を持ったビーストが、所狭しと歩いている。

　ほぼ動物の姿で服を着て２足歩行しているタイプや、人の体に尻尾や耳がついたタイプなど、統一性がない。同じ大勢であっても、ビーストの方が見たときの驚きは大きいのだ。

「ビーストは見慣れていると思ってたけど、数が多いだけでこんなに印象が違うのね」

「一番外見がバラバラな種族だからな」

　ゲーム時代、人によっては体は人型のまま、顔だけ動物にしている者もいた。組み合わせの自由度が高くていい、とは、知り合いだったビーストの言葉だ。

「ビースト以外の方でも、ビーストの気分が味わえるアイテムもありましたからね」

　シュニーが言っているのは、付け外し可能な獣耳や尻尾などのアイテムのことだ。所謂コスプレアイテムである。

　意外と女性プレイヤーに人気があった。男性プレイヤーが女性プレイヤーにつけて欲しいと懇願するアイテムでもあったが。

「そういえば、私もいくつか持っていますね」

「もしやあれか！」

　シュニーは腰のポーチから出したように見せかけて、アイテムボックスからカードを取り出す。それは以前シンがシュニーに渡したコスプレアイテムセットだ。

　アイテムを実体化すると、シュニーの髪に合わせて調整された、銀色の犬耳とふさふさの尻尾が、その手に握られていた。

　かつてシンたち六天メンバーの一部が、暴走気味に作成したアイテムで、とにかく質を求めたが故の高品質と、各種オプション。ただのコスプレアイテムとは言えない代物だったりする。

「すごいですね。本物そっくりじゃないですか」

「シンとレード様、カシミア様、ヘカテー様の合がっ作さくです。本物に近づけるとかで、つけると自動で他種族の特徴を隠す機能が付いているんですよ…………どうですか？」

　そう言ってコスプレセットを装備するシュニー。

　たちまちエルフ特有の長い耳が消え、頭上には犬耳が、尾てい骨のあるあたりから尻尾が出現した。ハイエルフの美女が、ハイビーストの美女に早変わりである。

　ちなみに、現在シュニーが着ているのは、下はホットパンツとブーツ、上は薄青色のシャツに丈の長いジャケットだ。

　月の祠の制服はとにかく目立つので、今日は動きやすい冒険者風の服装にしたのである。

　膝近くまであるジャケットの上からベルトを巻いて、そこにポーチをつけている。

　ゲーム時代の装備の１つで、ジャケットは腹のあたりから左右に分かれており、足の動きを阻そ害がいしない。シュニーは腹の前とその１つ上のボタンだけを留め、他は開けたままにしていた。

　その理由は２つ。１つはすべて閉めるほど寒くないから。もう１つは胸囲の関係で完全には閉まらないからだ。

　ゲームの仕様では、鎧だろうがドレスだろうが、装備する者の体格に自動で調整されるようになっているが、あえてその機能をつけないこともできた。

　シュニーの服は、六天の女性メンバーの１人であるヘカテー監修のもと作成した装備で、性能がいいだけではない。ヘカテーいわく、美女・美少女にエロい、もしくは可愛い衣装を着せたいのは、男だけではない、とのこと。

　色香に重点を置いた服は、シュニーのように男のロマンを体現したようなスタイルに合わせると、その効果のレベルがさらに一段階上がるのだ。

　ベルトで締められた細い腰との対比で、ジャケットの中でシャツを押し上げている胸のふくらみが、余計に強調される。

　そんな状態のシュニーが、照れたように仄かに頬を染め、感想を求めていた。

「……すごく、似合ってる」

　人形のような反応しかしなかったゲーム時代ならともかく、今のシュニーに「どうですか？」と聞かれては、似合っている以外に何を言えばいいのか、シンには思いつかない。

　あまり見慣れていない活動的な服装も、犬耳とよく合っていた。

　シュニーはシュニーでその言葉を聞いた瞬間、顔のほてりが増していた。自分の言動が唐突だったと、今になって気づいたようだ。

「……エ、エルフは目立ちますし、ビーストに扮していた方が周囲に溶け込めます。外にいるときはこっちの方がいいですさあ資料館へ行きましょう案内します」

　多少つっかえながら早口で言うと、シュニーは足早に移動を始める。後半など息継ぎなしだった。

　もし見えていれば、エルフ特有の長い耳が真っ赤になっていただろう。

　シュニーの頭上で揺れる犬耳も、心なしか赤くなっているように見えた。

「あんな師匠、初めて見たわ」

「実は俺もだ」

　シュニーを追いかけながら、ティエラの言葉に同意する。

　そんな２人も、目立たない方がいいのは当然だと、アイテムを取り出し、外見をビーストへと変化させる。

　ティエラにはシンが持っていたものを貸した。こちらは猫耳だ。

　シンはシュニーの背を追いながら、まさか自分に見て欲しかったから変化したのではないのか、という想像をしてしまう。

　さすがにそれは自意識過剰だろ、と自分に突っ込みを入れるが、もし当たっていたら……などと思ってしまうあたり、いろいろと手遅れだった。

　かつてのシュニーはどこぞの秘書のような、冷静沈着なできる女。ゲーム時代はそれこそ事務的なやり取りがほとんどだったので、今回のような一面は見ることがなかった。

　いろいろと認識を改める必要がありそうだった。

（悪くないって思ってるあたり、俺も大たい概がいだな）

　シュニーへの好感度が上がっていることを自覚しながら、シンは彼女を追いかけて歩調を速めた。
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　シュニーの知られざる一面を見てから数時間。シンは１人、エリデンの資料館にいた。

　シュニーの案内で資料館に着くと許可証を見せて閲覧制限エリアに入り、『栄華の落日』やその後起こったことについて調べていたのだ。

　ベイルリヒトと違い、一般公開されていない資料だけあって内容も質が違う。

　シンの知りたかった情報もいくつか載っていた。

「『栄華の落日』後に起きた天変地異……やっぱり地域によって被害に差があるな。ラストダンジョンからの距離が関係してる、ってわけじゃないのか……地脈？」

　小さく声に出しながら得た情報を頭の中で整理していく。

　資料によると、天変地異には地脈というものが関わっているらしかった。

　漫画や小説でよく聞く、大地を走る気の巡りのようなものだろうか。

　資料を纏めた者の推測ではあったが、大陸が割れた個所はその多くが地脈の流れの大きい場所だったらしい。

　シンがデスゲームの最後に向かったダンジョン──【異界の門】があった場所は、その収束点の１つだったことも資料から読み取れた。

「そういえばユズハは、地脈に干渉して被害を抑えたんだよな」

　契約していると言っても、さすがにモンスターの入館は許可されなかったので、今、シンの頭上にユズハの姿はない。受付のお姉さんの監視の下、入り口で待機中だ。

　そんなユズハから以前聞いたことを、思い出していた。

「地脈も俺がこっちに来たことと関係してるのか？　でもゲームのときは、そんなに重要なものじゃなかったしな」

　地脈に関わるイベントがなかったわけではないが、期間限定イベントが多く、細かい設定まで覚えてはいない。わかるのはせいぜい、太い地脈が走っているところは、モンスターが湧きやすくなるということくらいだ。

　これにしても、この世界では確固とした確証がない。

　ただ──。

（資料の通り、地脈が集まる場所パワースポットにあるダンジョンが関係してるなら、同じような場所を見つければ、元の世界に帰れる……か？）

　わかりやすい仮説の１つでしかないが、シンプルな分、説得力もある。

　このくらい単純だと助かる。そんなことを考えながら、シンは次の資料を手に取った。




《シン～……シン～？》

「ん？」

　さらに１時間後。

　シンが資料を読むことに集中していると、ユズハから心話が届いていることに気づく。

《どうした？》

《おなかすいた……ごはんまだ～？》

　ユズハのご飯発言に時間を確認すると、すでに12時を過ぎていた。熱中するあまり、時間が経つのを忘れていたようだ。

《悪い、すぐ行く。シュニー、聞こえるか？》

《はい、どうかしましたか？》

《そろそろ昼食にしよう。ユズハが腹減ったってさ》

《わかりました。入り口に向かいます》

　心話でシュニーを呼び出し、シンは一足早く制限エリアを出た。

　一般エリアで調べ物をしていたティエラを捕まえ、待たせているユズハとカゲロウのもとへ向かう。

　全員が合流すると、ユズハを預かってくれた受付嬢に礼を言って、シンは資料館を後にした。

「そっちは何かわかったか？」

「いえ、めぼしいものはあまり。やはり、ダンジョンが消滅しているのが悔やまれます。直接調査できれば、少しは手掛かりが掴めたと思うのですが……」

「まあ、消えちまったものはしょうがない。シュニーのおかげでわかったこともあるし、地道に行こうや」

　気にしていないふうを装って、シンは肩を落とすシュニーを労ねぎらった。

　自分が消えた後の情報などは、シュニーがいなければ知ることもできなかったのだ。

　むしろ、ともにいることができなくなるかもしれないにもかかわらず、情報収集に協力してくれていることの方が、シンには気がかりだった。

《くぅ、あっちからいい匂い》

《ん？　ああ、そうだな。行ってみるか》

　ユズハの急せかす声にシンは気持ちを切り替える。気がかりであっても、それを言葉にすることはまだできそうになかった。




　食事の後は屋敷周りを少し見て回り、また資料館にこもる。

　夜は屋敷で休み、日中は資料館の繰り返しだ。

　他には、是非にと言われてクオーレと手合わせをしたり、ウォルフガングのスキル継承を見守ったりと退屈することはない。

　ラルア大森林に下見に行った際には、ティエラのレベルアップも行った。レベルが低いままでは、カゲロウにおんぶに抱っこ状態になってしまう。

　上限が決まっているとしても、少しでも強くなりたいというティエラの意思をシンは尊重した。

　そうこうしているうちに、残った日数は瞬く間に過ぎて行った。
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　ジラートと再会してから１週間後。

　シンたちは早朝からラルア大森林に向けて移動していた。

　馬車はシンが改造したもので、引くのはカゲロウ。

　乗っているのはシン、ジラート、シュニー、ティエラ、ウォルフガング、クオーレ、ヴァン、ラジム、ユズハだ。

「いい天気だな」

「うむ、絶好の決闘日び和よりだ」

　御者台にはシンとジラートが座っている。緊張気味の一同とは裏腹に、２人は釣りにでも行くようなノリで会話をしていた。

　ことここに至っては、話し合うべきことなど残ってはいない。全て、すでに話がついている。

「調子はどうだ？」

「いつでもやれるぞ。心身ともに滾たぎっておるわ」

　にやりと笑うジラートからは、抑えきれない覇気が漏れている。再会した直後よりもさらに洗練されているのが、シンには感じられた。

　今日が最高潮であるというのは間違いないようだ。

「すぐにでも始めたいところだが、まずは他の者らを観戦席まで送るのが先だ」

「この先の丘でいいんだろ？」

「ああ、あそこならなんとか見えるだろう。前回、選定者が決闘を行った際も、そこから見ていたからな」

　かつて他国の選定者同士の戦いに、ジラートが審判役として呼ばれたらしい。

　戦闘力の低い者たちの警護も兼ねて丘の上から見たというが、ジラートならばそばにいても何も問題なかっただろう、と思うシンであった。

　戦ったのはヒューマンとビーストの選定者。ステータス的には４００前後の者同士で、決着は紙一重でビーストが勝ったらしい。

「技も、力の使い方も粗あらいところがあったが、悪くない戦いだった」

　そんな話をしているうちに、周囲よりも数段高く地面が隆起している場所が見えてきた。短い草が生えているだけのようで、頂上付近ならかなり広範囲が見渡せるだろう。

　表情を確認するのは無理だろうが、戦うのがシンとジラートなので、何が起こっているかわからないなどという事態はありえない。

　観戦者の安全も考えれば、確かに観戦場所としては申し分なかった。

「では、私たちはここで待機しております」

「ああ、もし流れ弾が飛んだときは頼む」

　馬車をカードに戻し、念のためシュニーに告げた。大丈夫だとは思うが、もしものことがあれば冗談では済まない。

「承知しました。ジラートのこと、よろしくお願いします」

「えと、いってらっしゃい」

「シンがんば～」

「グル」

「いってくる」

　シュニー、ティエラ、ユズハ、カゲロウの見送りにしっかりと頷いて、ジラートの方へ向き直る。

　シンの視線の先では、ファルニッドの面々が最後の言葉を交わしていた。

「後は任せたぞ」

「御武運を」

　言うべきことはもう伝えたのだろう。ヴァンとラジムは左手のひらに右拳を打ち付けて、一言だけ、見送りの言葉を口にした。

「初代の教えは生涯忘れませぬ。国と民はお任せください」

　ジラートのいないファルニッドを背負うことになるウォルフガングは、胸を張ってそう宣言する。その面構えはどこかジラートを彷彿させる。

　力強い言葉と滲にじみ出る覇気は、まさに獣王といえた。

「……初代の名に、恥じない戦士になります」

　隣に立つクオーレは少々涙目だったが、それでもしっかりと前を見て誓いを述べる。最後に無様はさらせないと、俯うつむくことはなかった。

　ジラートはその様子を見て満足気に頷き、シンの方へと歩き出す。

　別れは済ませた。やるべきことは、残り１つ。

「行くか」

「おう」

　その言葉を皮切りに、シンとジラートは駆け出した。

　唐突な加速は、２人の姿を霞かすませた。遮さえぎるもののない丘の斜面を瞬く間に駆け下り、森の中へと突入する。

「あのように笑った王は久しぶりだったな」

「最後に見たのは、はていつだったか」

　森の中へと消える２人を見送って、ヴァンとラジムは小さく言葉を交わす。その顔は、子どものように無邪気に笑っていたジラートと同じ顔だった。
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　木々の間を駆け抜け、シンとジラートは一路森の中心を目指す。

　ラルア大森林はとにかく広い。現実世界の北海道よりも広いといえば、その広大さが想像できるだろう。

　中心を目指しているのは、あくまで周囲に被害を出さないようにするためだ。本当に安全を期すなら、最低でも20ケメル以上は離れたい。

　そんなに離れては遠視スキルでも見えないのではないか？　と懸念されるかもしれないが、そんなことはない。

　なぜなら、シンとジラートの駆け抜けたルート上では、爆発が起こったような土煙と千切れ飛ぶ木々が見えているからだ。

　たとえ本人の姿が見えずとも、その破壊の跡が彼らの存在を教えてくれる。

　しばらく隣り合わせで駆けていた２人は、途中で二手に分かれた。中心に向かいつつも、段々と距離を取っていく。

　10分後、舞い上がる土砂によってできた道しるべが消えたことで、２人が動きを止めたことがわかった。

　およそ５ケメル離れて、両者は対峙する。

　いくつかあるビーストの決闘法のうち、今回選ばれたのは最も古い決闘法だ。その決まりでは、ラルア大森林で行われる決闘では、対決する者の力量に合わせた距離を取る。

　これは互いの武器によるハンデをなくすためだ。

　近距離タイプに不利のようにも見えるが、密生した木々が視界をさえぎり、奇襲をしやすくしてくれる。

　遠距離タイプはいきなり距離が詰められて終わり、ということはないが、木々が邪魔で射線が取りにくい。

　こうなるとどちらが先に相手を見つけるかが、最大のポイントとなってくる。本来なら長くても50メルほどの距離で済むのだが、今回は対決する２人の実力が実力なので、最適な距離というものが決まらず、両者が自然と距離を空けることにしていた。

　この戦いに審判はいない。審判の身が危険というのもあるが、そもそもシンとジラートの間に勝敗など意味がない。

　戦うこと、それ自体が目的なのだ。審判など、むしろ邪魔なだけ。

　それぞれの位置で互いに戦意を高め、見えぬはずの相手を見据える。

　シンは制限リミットをコントロールし、ステータスをゲーム時と同じにする。手加減するわけではない。超越者や臨りん界かい者しゃといった称号ギフトの恩恵を消して戦うのは、それがジラートと共に過ごしたときの本来の数値だからだ。

　シンの力を増大させた称号ギフトは、ほぼ間違いなくデスゲーム化した際に実装されたもの。最後のダンジョンでボスのオリジンを倒して得たそれらは、通常のプレイでは決して手に入らないだろう。

　なぜなら、異界の門と呼ばれたダンジョンも、そこにいたオリジンも、デスゲームが始まってから出現したからだ。

　自分を主と呼んでくれた相手と戦うときに、そんな反則技に頼るなど無粋の極み。使わなければならないときはやがて来るだろうが、少なくとも今ではない。

　これはジラートを見送る一種の儀式。自分の力だけで戦ってこそ、意味がある。




　一方のジラートは補助系武芸スキルを使い自身の能力を強化する。シンのステータスが自分を上回っているのは、とうの昔に知っている。その差を少しでも埋めるために、努力は惜しまない。

　シンはジラートに称号ギフトのことを話していたが、使う気がないことも伝えていた。それについて、ジラートはありがたくもあり、悔しくもあった。

　自分がシンの立場なら同じようにするだろうことは、想像に難かたくない。横やりを入れられるような感覚は理解できたし、本来の力だけで決着をつけようと考えてくれているのは純粋に嬉しいと感じた。

　だが同時に、本当の意味で全力のシンと戦ってみたい──そう思っている自分がいることも、ジラートはわかっていた。そうなったとき、一瞬で勝負がつくとしてもだ。

　ジラートはほんのわずかな時間、思考にふける。最も満足できる最期を迎えるために。

　今この瞬間、シンとジラートは互いの存在に全神経を注いでいる。

　ゆえに、両者の準備が整ったのは同時刻。相手の気配を感じ取り、それを理解する。

　そして──。

　すぅぅぅぅ……。

　２人は大きく息を吸い込み、まるで示し合わせたかのように、同じスキルを発動した。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　開戦の号砲とばかりに放たれたのは、無手系武芸スキル【落らく砲ほう波は】。

　敵の注意を引きつけ、低確率で魔術スキルの詠えい唱しょうをキャンセルする──そんなスキル本来の説明をあざ笑うかのように、両者の放った落砲波はラルア大森林を突き進んでいく。

　風術系魔術スキルの上級にすら匹敵するそれは、直径１メルを超える大木を纏めて薙なぎ払い、進路上にいた大型モンスターを消し飛ばし、ちょうど中間地点で衝突した。

　込められたエネルギーは相そう殺さいされることはなく、圧縮されるように１つに纏まると、次の瞬間にはそのエネルギーを全方位に向けて放出した。

　拡散したエネルギーは衝撃波へと姿を変え、周囲に破壊をまき散らす。

　大地を震えさせる衝撃とともに、爆心地とでもいうべき場所から地面が放射状に薙ぎ払われていく。樹齢何百年という大木が、埋まっていた巨石が、上空数十メルをどこへともなく飛んでいく。

　落下するそれらによる２次災害すら起こっていたが、当の本人たちはまるで気にしていない。落砲波を放ち終わるとともに、既に移動を開始していた。

　シンに遠くから魔術スキルを使われれば、近接戦に特化したジラートは不利だ。しかし、遠距離からの一方的な攻撃という利点を捨てて、シンはジラートへと突き進んでいた。

　２人の速力をもってすれば、落砲波の衝突した場所へとたどり着くのにそう時間はかからない。

　木々が吹き飛び地面が露出した、即席のリングに２人が姿を現したのはほぼ同時。

　シンは【真しん月げつ】を、ジラートは【崩月】を構えて、さらに距離を詰める。

「シィィィィンッ!!」

「ジィラァァトォオオッ!!」

　シンの上段からの一撃に対し、ジラートは真っ直ぐに突き出した右拳で応えた。駆けてきた勢いを乗せた武器が唸りを上げて激突し、火花を散らす。

　甲かん高だかい金属音とともに、２人を中心にして大地に亀裂が走った。激突によって行き場をなくしたエネルギーが、大地を引き裂いていく。

「クク、相変わらず重いな」

「ハッ、なんでもないように受け止めておいてよく言う」

　ギリギリと、互いの武器を軋きしませながら称賛し合うその顔に浮かんでいるのは、獰どう猛もうとさえ言える笑み。

　手加減無用の決闘では、両者の実力が高ければ高いほど、ほんの些細な一撃が致命傷になる。

　しかし今このとき、シンとジラートは互いがまぐれ当たりごときでは死なないと確信していた。

　そこに根拠はない。ただ、わかる。

　────こいつジラートはそんな攻撃じゃ倒れない!!

　────あやつシンはその程度では倒せない!!

　武器を弾いて再度距離を取る。

　シンは正眼の構えをとってジラートを待つ。その牙、突き立てられるものならやってみろと。

　ジラートは半身に構え、静かに気を滾らせる。我が技のさえ、その身をもって受けてみよと。

　……………………。

　わずかに、無言の時間が流れる。

　そして、空から落ちてきた大木が２人の間に落ちた瞬間、両者の姿がかき消えた。

　次いで聞こえる、連続した金属音と破砕音。遮る物のないリングの上で中空に火花が散り、大地が砕けていく。

　スピードはシンの方が速い。閃光と見み紛まがうばかりの斬撃は、一切の迷いなくジラートに向かう。

　対して反応はジラートの方が優れていた。だてに近接戦に特化しているわけではない。

　攻撃に対する反応と咄嗟の判断力、そして何より５００年の経験からくる攻撃予測。数多あまたの対人、対モンスター戦を経験し、かつてシンの戦いを隣で見てきたジラートの予測は、ステータスで自身を上回るシンの斬撃にすら対応してみせた。

　右上からの斬撃を身を反らしてかわし、迫る切っ先を【崩月】で弾き、追撃の後ろ回し蹴りを身を沈めて潜り抜ける。

　空振りしたときの風圧で、直線的に10メル近い破壊の嵐を巻き起こすシンの攻撃に憶することなく、伏した地面から跳ね上がるように、ジラートは拳を繰り出す。

　連続して放たれる拳は、補助系魔術スキル【術式付与エンチャント・打撃強化ハイブロウ】によって、さらに強化されている。

　ただでさえ、一撃で堅牢な城壁を軽く粉砕するだけの威力が秘められている拳に、追加の強化魔術だ。それが目にも留まらぬ速さで繰り出されるとなれば、並の相手なら砕け散るのは必ひつ定じょうといえた。

　しかし、それを受けるシンとて尋常な使い手ではない。

　現在のステータスはシンが最も慣れ親しんだ数値だ。神獣クラスのモンスターと戦ったときも、六天同士で対決をしたときも、オリジンを倒したときもこのステータスだった。

　ゆえに今、シンは自身の身体能力を完璧に把握していた。刀を振るう腕も、大地を砕く足もシンの描いた通りに動く。ジラートという最高の相手と戦っているからか、決闘前までは不完全だった魔力の扱いまで、知らず知らずのうちに研ぎ澄まされていた。

　称号ギフトによって強化された値にすれば、また制御が甘くなるだろう。

　だが今の状態ならば、息をするように自然に魔力を使えることが、シンには理解できた。

　だからこそ、出し惜しみはしない。迫りくる拳に対して、シンは愛刀に魔力を流す。

　ジラートの拳と同じく、補助系魔術スキル【術式付与エンチャント・斬撃強化ハイエッジ】による効果を受けて輝きを増した刃が、空気を切り裂き疾しっ駆くする。

　拳ごと切り裂かんと唸りを上げる刃に、砕け散れと拳が食らいつく。

　ジラートの拳をシンの刃が弾くたびに、互いの武器に込められた魔力が相殺する間もなく周囲に放出される。打ち合う２人の周りを小規模の爆発が取り巻き、その地形を変えていった。

　数合打ち合い、一際大きな衝撃をまき散らして距離を取るシンとジラート。

　ほとんど間をおかず、両者は移動を開始した。その場で打ち合ってもらちが明かないと、戦い方を変えたのだ。

　先ほどとは打って変わって森の中を高速で、かつ破壊の跡を残さずに疾走する。視界から相手の姿は消えるが、その程度で見失うへまをするような２人ではない。

　すでに五感どころか、第六感までが研ぎ澄まされている。そこへ補助系武芸スキルである【心眼】に【直感】までが作用し、互いに殺しているはずの気配を察知して激突を繰り返す。

　ジラートが死角から迫る刃に拳をぶつけて弾き返せば、シンは頭上から繰り出される拳けん撃げきの嵐を刀と体さばきでかわしきる。縦横無尽に繰り出される攻撃は、頭上、正面、左右に背後、ときには地面すれすれから跳ね上がってきさえした。

　それでも、まだ互いの体には一度も攻撃が当たっていない。ステータス差がある以上、ジラートの攻撃が当たらないのはある意味当然のことだ。

　だが、シンの攻撃がジラートにかすりもしていないのはなぜか。いくら強化を重ねても、未だシンとジラートの間には覆せない壁が存在するにもかかわらず。

　ジラートが猛々しく笑う。

「ああとどかん、とどかんなぁ。やはり既存の技ではこれが限界か」

「小手調べはすんだか？　そろそろ見せろよ。さっきから違和感しかねぇぞ」

「クク、ばれていたか。隠していたつもりだったんだが」

「打ち合ってわからないとでも思ったのか？　バレバレだっての」

「そう言うな。お主と戦うために編み出した技なのだ。少しはもったいぶらせろ」

　刃と拳で火花を散らし、森を駆けながら２人は軽口を叩く。

　興奮からか多少乱雑な言葉をぶつけるシンに、ジラートは笑みを浮かべて返す。

　どちらの攻撃も、当たればただでは済まない威力なのは間違いないというのに、言葉をかわす様子は、まるで友人同士の会話でもしているようだった。

　互いに理解しているのだ。これだけの戦いをしてなお、本気であっても全力ではないと。

　戦闘開始から約10分。

　全力の戦闘が、始まる。
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　シンとジラートが衝突するたびに森の一部が消滅し、クレーターや薙ぎ倒された木々が無残な姿をさらしていく。

　唯一の救いは、異常を察知した動物が危険の少ない森の端へと移動していたことだろう。戦いに熱中している２人だが、そのあたりの配慮はあったようで、被害は森の中心に集まる傾向にあった。

　そんな光景を【遠視】スキルでどうにか確認していた観戦組の反応は、主に２つに分かれる。

「…………」

「初代の本気……まさか、これほどとは」

「すごい……」

「くぅ～」

「グ、グル……」

　視線の先で繰り広げられる光景に絶句するティエラ。初めて見るジラートの本気に唸るウォルフガング。興奮を隠せないクオーレとユズハ。目が点状態のカゲロウ。

「そろそろ、温まってきたころですか」

「うむ、相変わらず派手なウォーミングアップだ」

「まあ、それでこそ我らが王なのだがな」

　まだまだこれからと、冷静に状況を見守るシュニー、ヴァン、ラジム。

　シンたちの本気を見たことがあるかないかで、反応は見事に真っ二つだった。




「師匠、あれでまだ本気じゃないんですか？」

「ええ。シンはまだ魔術スキルをほとんど使っていないようですし、あの様子ではジラートもまだ新たに編み出した戦い方を見せてはいないでしょう」

「師匠もあれくらい強いんですよね」

「戦い方によっては、ジラート相手でも苦労しますね」

　暗に私の方が強いと言っているシュニーに、またもや絶句するティエラ。シュニーが強いことは理解していたつもりだったが、シンたちの戦いを見せられた後ではいかに自分の想像が貧相なものだったかがよくわかった。

　しかも、現在戦闘中の２人は、まだ完全に本気ではないという。当たり前のように接していた相手がどれほどの存在だったか、ティエラはやっと本当の意味で理解した。




「父様、これがハイヒューマンとジラート様との戦いなのね」

「シュニー殿の話ではまだ上があるようだがな。私も秘伝を受け継ぎ強くなった気でいたが、これを見せられては自分がまだまだだと思わざるをえん」

「シンさんに手合わせしてもらったけど、ジラート様と同じくらいだと思ってた。でも、そうじゃなかった」

「初代様が頭を垂れるほどのお方だ。私たちがその力を見透かすことなど、できないのだろう」

　遠く離れた丘にまで響いてくる爆音を聞きながら、ウォルフガングとクオーレの親子は会話を交わす。その間も視線はめまぐるしく動き、シンとジラートの戦いを少しでも目に焼き付けようとしていた。




「そろそろ動くな」

「うむ、ここまでは既存の技の応酬といったところだろう」

「あれがハイヒューマンに通じるか」

「さて、それは我らの王次第」

　ジラートの隠し玉を知るヴァンとラジム。興奮するでもなく、達たっ観かんするでもなく、ただ穏やかに戦況を見守っていた。
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　激しく鳴っていた音がやむ。

　大地を、大気を、震わせていた振動が止まる。

　森の中、最後の激突で生まれた空間で、その元凶が対峙する。

「宣言しよう。これよりワシは、ただ１本の牙となる」

　ここからが全力だ。

　言げん外がいにそう告げて、ジラートはすべての力を解き放つ。

　変化は２つ。

　１つは、ジラートの体を覆うオーラが、わずかに揺れたこと。

　もう１つは、小さく体を震わせて狼の姿へと変身したこと。

　片や気のせいともとれる些細な変化。片やビーストの種族ボーナスによる外見変化。

　それに対し、シンも魔術スキルを発動する。

　見た目の違いは小さいが、落胆も油断もない。ジラートがその牙を届かせるといったのだ。それが、ただの変化であるはずがない。

「来い。全霊をもって相手をしてやる」

　その言葉に合わせ、シンの周囲に７属性の上級魔術スキルが展開していく。

　白い炎から始まり、高速回転する水、赤い雷、鎌首をもたげる土と、この世界で魔術を使う者が見れば卒倒するような術が、詠唱らしい詠唱もなしに次々と顕けん現げんしていく。

　だが、シンの周りを囲む魔術スキルを前にしても、ジラートは微塵も表情を動かさない。

　当然だ。この程度で動揺するようでは、牙を届かせるなど夢物語にすらならない。

「────ゆく」

　ただ一言。それだけを口にして、ジラートは消えた。

　否、そう錯覚させた。

「ッ!!」

　事前動作のない高速移動。上級選定者でさえ、反応を許されない速度。

　しかし、それをもってしても振り切れない。驚きはしても、シンの知覚能力はジラートを捉え続ける。

　シンが展開していた魔術の１つ。赤き雷がジラートへと迫り──。

「当たらんよ」

　わずかにかすることもなく、森を焼いた。

「そうか、なるほど!!　ここまで来たかっ!!」

　雷撃をかわしたジラートに、笑いながらシンが叫ぶ。

　雷術と光術。魔術スキルの中で最速を誇るこの２つは、避けようと思って避けられるものではない。それが可能なのは、補助スキルで先読みを可能にし、ＡＧＩが９００を超える値に至った者の中でも、さらに一握りだけだ。

　ジラートのＡＧＩは８００に届くかといった数値だった。いくら身体能力を強化しようと、９００は超えられない。

　だが、ジラートは雷術をかわして見せた。ゲームでは不可能だったことを、可能にして見せた。

「待っていたぞ。このときを」

　熱い息とともに言葉を吐き出し、雷撃の熱を肌に感じながらジラートは前に踏み込む。

　戦場を越え、技を磨き、己の限界を超える術すべを探してきた。

　どこまでいけるのか、どこまでやれるのか、ジラート自身にもわからない。

　それでも、たった１つ。確信があった。

「今が、今だけが──」

　そう、きっとこの瞬間だけが。

「お前に、我が牙が届くときっ!!」

　加速する。

　雷撃をかわしたときよりなお速く。

　光術すらも擦り抜けて。

　ジラートは人の限界点、その頂いただきに、足を踏み入れる。

　悲鳴を上げる体を意思でねじ伏せ、眼前の標シ的ンへと突き進む。

「オオオオオオオオオオオオオオッ!!」

　トップスピードを維持したまま繰り出す拳は、ほんの数分前とは比べ物にならない威力だった。一条の光のごとく背後から迫るジラートの一撃を、しかしシンは手にした【真月】で受け止める。

「これで倒せる、なんて思ってないよな？」

　当たり前のように反応して、シンはジラートに告げる。

「無論だ」

　対するジラートも、当然の反応だと驚くことはない。

　ジラートは人の限界、頂きへ続く道に足を踏み入れ、やっと頂点を視界に収めた。

　しかし、シンはすでに頂点にいるのだ。多少意表を突いた程度で一撃をもらうほど、甘くはない。

「初めて見るな。その強化どうやった？」

「シュニーにでも聞くことだ。この戦いの後でなっ!!」

　咆ほう哮こうとともに無手系武芸スキル【爆はぜ打うち】を発動し、ジラートはシンを押しのける。

　いくらステータス差があっても、質量は変わらない。今のジラートならば、強力なノックバック効果のある【爆はぜ打うち】を使えば、強制的にシンを弾くことも可能だった。

　地面を削りながら後退するシンに、ジラートは再度突撃を図る。

　距離を取れば勝ち目はなく、時間もそう多くない。ゆえに、勝負はジラートが攻めきれるか否かにかかっていた。

　踏みしめた地面を爆散させ、ジラートの姿が消える。

「グルアアアッ!!」

「しぃっ!!」

　左から迫る拳に、シンは刃を合わせる。攻撃は必ずしも背後から来るわけではない。そんな単調な攻撃をジラートがするはずもない。

　火花が消えるより先に、ジラートの姿がまた消えた。最大速度を維持したままシンの周りを駆け巡り、死角からだけでなく、ときには正面からも打ちかかっていく。

　シンは考える。ジラートの驚異的な能力上昇は、シンの知るジラートの限界を超えていた。とくれば、さらに何か隠しているかもしれない。

　魔術を展開するか、接近戦に持ち込むか。それとも意表を突いてみるか。ジラートの動きを観察しながら、シンは次の一手を考える。

　動かないシンを攻撃しながら、ジラートもいかにして渾こん身しんの一撃を与えるか考えていた。

　ジラートからすれば、シンが魔術スキルを使うよりも、その場から動かれる方が厄介だ。もし、シンが縦横無尽に森を駆け回れば、それだけでジラートの勝機が消えかかる。

　ジラートにはスキル、獣化による強化だけでなく、アーツによる強化もかかっている。そしてその３重の強化を、生命力を消費して過剰に引き上げているのだ。

　ジラートの限界を超えた動きは、この一戦にすべてを懸かけているからこそ。そこまでしてやっと、真っ向から戦うことができる。

　へたに動かれて移動距離が増えれば、それだけで時間切れになりかねない。とはいえ、現状は長くは続かないはずだ。

　シンは全力で相手をすると言ったのだ。このまま大人しくしているはずがない。

「……そろそろ、こっちから行くぞ」

　一言告げて、シンは地面を蹴る。突っ込んでくる形になったジラートに、手加減抜きの一閃を繰り出した。

「ちぃっ!!」

　ジラートは迫る刃を【崩月】で滑らせると同時に体を傾けた。真横に吹き飛ばされるところを、辛うじて下方向への衝撃に変えることに成功する。四肢を使って着地すると同時に上体をはね上げ、頭上に向かって拳を突き出した。

「術式付与エンチャントッ!!」

　２人の声と武具が激突する音が重なり、衝撃で周囲の木々が吹き飛んでいく。

　移動系武芸スキル【飛とび影かげ】による急激な方向転換とともに、追撃を繰り出したシンと、それに見ることすらなく反応してみせたジラート。

　自らの攻撃範囲に入れば、無意識に体が動く。互いの戦い方から性格まで知っているがゆえに、ジラートの反応は的確だ。

　特にシンは、ジラートが体得したような、この世界独特の戦法を知らない。だからこそ、ジラートはより正確にシンが繰り出してくるスキルを予測できていた。

「時間がないんだろ。削り合いなんてしてていいのかっ!!」

　刀１本分もない距離で、シンは叫ぶ。

　ジラートがどういう強化方法を使っているのはわからないが、少なくともまともな方法ではないことは、戦っていればわかる。長期戦になるような削り合いなどしていては、有利になるのはシンばかりだ。

　そんなものは、望んでいた戦いではない。

（ジラートおまえはそんなもの望まないだろ!!）

　その思いとともに、シンは刃を持つ手に力を込める。

「答えろ!!　ジラートォオッ!!」

　強烈な一撃をばねにして後ろに下がり、ジラートは構え直す。

「くく、ああ、ああそうだ。まったく、強化がうまくいってワシも欲が出たか」

　シンの言葉に、ジラートも思わず苦笑が漏れた。

　一体何を考えていたというのか。シンという最大目標を前にして力を温存するなど、以前の自分なら考えもしなかったはずだ。

　そんな思いを呼こ気きとともに吐き出し、先ほどまでの思考を破棄する。

　シンに動かれたら勝機が消える？　体力が持たない？

　そんな考えは余裕のある者の思考だ。

「ない、ないなぁ。余力そんなものを残して、おまえに牙が届くかよぉおっ!!」

　言葉とともに駆け出す。シンの叫びに対する答えとして、真正面からの一撃を返す。

　シンはかわさない。振り下ろした刃を撥はね上げて、ジラートの叫びに答える。

　スキルも技巧もない単純な一撃。だからこそ、そこに込められた思いが武器を通して互いに響く。

「はっ、はははっ」

「くっ、くははっ」

　達人同士は言葉ではなく、技の応酬で語り合うという。

「はははははははははははははっ!!」

　故にこの瞬間から、２人は相手に語りかけることを止めた。

　言わずともわかる。武器を交えれば伝わる。

　互いの口から出てくるのは、ただ笑いのみ。

「ぜぇぇやぁあああっ!!」

　シンが刀術と水術の複合スキル【雪せつ月げっ花か】を発動させ、間合いの外から氷の刃による一撃を繰り出せば──。

「グルゥアアアッ!!」

　ジラートは拳に炎を纏わせ、氷刃を砕く。さらに炎が消える前に、拳を前に突き出した。

　シンには届くはずもない距離。しかし、突き出された拳からは意趣返しとばかりにエネルギーの塊が打ち出され、拳に纏わせていた炎とともにシンに襲いかかる。

　無手炎術複合スキル【灼しゃっ空くう】と、無手系武芸スキル【遠とお当あて】を組み合わせた反撃だ。

「このていどっ!!」

　通常の【遠とお当あて】の数倍。１メルほどの大きさの炎の弾丸を、シンはその１刀で真っ二つに両断した。【真月】に付与されている効果の１つ、刀身に接触する魔術スキルの無効化だ。

　もちろん、触れた魔術のすべてを消しされるわけではないし、武芸スキルのような純粋なエネルギーは無効化できない。たった今ジラートの一撃を斬れたのは、そこに炎の術式が付与される形になっていたことと、シンの能力の高さゆえだ。

　だが、魔術を斬れるということは、こと戦闘では非常に重宝する。今回は少し違う形だったが、本来は結界スキルを叩き斬るのに使うのだ。それだけでも攻める側は有利になる。

　だが今回はそれが仇あだになった。ジラートはシンが【遠当】を斬れるとわかっていたからこそ、炎を纏わせたままスキルを繰り出したのだ。

　巨大な炎弾を隠れ蓑に、ジラートは刀を振り切った状態のシンに、追撃のスキルを繰り出した。

　放つのは無手系武芸スキル【蛇じゃ絞こう】だ。

　相手の動きを阻害するように、蛇の形をしたエネルギーがシンの腕に纏わりつく。

「加減はせん」

　シンの前ではその拘束も一瞬で吹き飛ぶが、２人の戦いにおいてはその一瞬が勝機となる。

「至し伝でん──」

　シンの動きが止まった一瞬。ジラートは渾身の一撃を放つ。

　それは１系統の武芸スキルのすべてを身につけた者のみが放つことのできる奥義。

　武芸スキルにおける１つの極み。

「絶ぜっ佳かぁぁあああああっ!!」

　無手系武芸スキル【至伝・絶佳】。発動前に一瞬だけためが必要になるこのスキルは、動きこそただ真正面に拳を突き出すだけ。リーチは短く、隙も大きい。

　しかし、だからこそ、その威力は数多の武芸スキルの中でもトップクラスだった。対人戦においては、ときに一撃で戦況を覆くつがえすとまで言われたほど。

　それを今のジラートが放ったとなれば、その威力はシンの想定すら超える。

「く、ぐ、おおおおおおおおおおおっ!!」

　迫る拳を前にして、シンはかろうじて【真月】を拳と体の間に滑り込ませる。

　だがさすがのシンも、ぎりぎりで間に合った状態では満足に受け止めることも、受け流すことも難しい。踏ん張りもきかず、吹き飛ばされる形で森に突っ込む。

「げほっ、さすがに、きつい」

　大木を幾本も叩き折りながら数十メルを吹き飛ばされたシン。直撃こそしていないが、ダメージが体に浸透しているのがわかる。

　いくらステータス差がある程度残っているとはいえ、至伝クラスの武芸スキルは威力の桁が違った。シンのいた場所以外の森が、ケメル単位で扇おうぎ状じょうに消し飛んでいることが、その威力のすさまじさを物語っている。

　立ち上がってジラートの元に戻ろうとするシン。スキルを使ったことによる硬直時間がなくなっているとはいえ、【絶佳】は反動の大きいスキルだ。ゲーム中ですら使用後は一時的に動けなくなり、少なくないダメージを受ける。そんなスキルを使って、すぐに追撃ができるとは考えていなかった。

　ゆえに、背後からの攻撃に反応するのが遅れた。

　ジラートは音もなく、気配もなく、地面を滑るようにシンへ迫っていたのだ。

　まるでシンの思考を読んでいたかのような、一瞬の隙をついた突撃。スキルの反動すら強引に抑え込み、獲物を狩る獣のように、その瞳だけが爛らん々らんと輝いていた。

「──っ!!」

　風術スキルによって拳の風切り音すら消して迫る拳を、シンは【真月】の柄で撥ね上げる。

　刃は間に合わないと判断し、最小限の動きで体を回転させ、撥ね上げた方とは逆の拳を左腕の手甲で受け止めた。

　手甲同士がぶつかり金属音が響く。シンでなければ腕ごと持っていかれかねない一撃だった。

　互いの距離は数十セメル。シンの領域をジラートが侵食する。

　無手系武芸スキル【逆さか波なみ】──それはかつてシンが使った【透波】の派生技。力を敵の内部ではなく、外部で一気に破裂させる一点突破の技だ。

　この至近距離ではジラート自身にも少なからずダメージがあるが、既にそんなものは気にしていない。

　だがシンとて、左腕に集まる圧力を感じて黙ってはいない。即座に無手系武芸スキル【鋼弾き】で【逆波】の威力の大半を受け流すが、それでも残った衝撃で左腕が弾かれるのは防げない。

　とはいえ、防御によってダメージを軽減したシンと、余波の一部を受けたジラート。ダメージはジラートの方が多く、すぐには動けないはずだった。

　しかし、ジラートは止まらない。まるでダメージなどなかったように次のスキルを発動する。

　乱れた体勢を強引に整え、発動するのは無手系武芸スキル【八はっ華か掌しょう】。

　その名の通り、繰り出される連撃の数は８。流れるようなコンビネーションは、しかし既にシンに見切られていた。この世界であっても、連撃には決まったモーションがあるのだ。

　シンは知らないことだが、スキルとは肉体を使った魔術とこの世界では言われている。

　スキルごとの決まった型というのはある種の詠唱であり、繰り出される一撃は発動した魔術と言えるのだ。ゆえに、武芸スキルというのは途中で型を変えることは非常に難しく、もし強引に干渉すれば威力も落ちる。

　そして、たとえそんな法則を知らずとも、スキルとそれに伴うモーションを熟知しているシンからすれば、対処するのは難しくない。

　至近距離での武芸スキルの激突に体勢を崩しながらも、シンは繰り出される拳を、蹴りを、最小限の動きでかわしていく。

　そして、最後の後ろ回し蹴りが迫り、それに合わせて反撃しようと力を込めたところで、またしても予想外の出来事が襲う。

　シンの前を蹴りが通過していった直後、軸足を瞬時に入れ替え体の回転を利用したジラートの蹴りが、シンの頭部を狙って打ち出されたのだ。

　それは紛れもなく、無手系武芸スキル【双そう輪りん】の連続回転蹴りの動き。

「ぐっ──っ？」

　顔めがけて迫る蹴りを【真月】で受け止め、その威力の軽さにシンは眉をひそめる。

　だが、その違和感を確かめる間もなくジラートは次の行動に出た。受け止めたシンの刃を足場にして飛び上がり、回転しながらスキルを発動する。

　シンの頭上で一回転し、その勢いを乗せたまま放たれた無手系武芸スキル【飛ひ泉せん】の踵かかと落としが、シンをその場に縫ぬい付けた。

　大地を陥没させ、受け止めたシンの足が大地に沈む。しかし、それほどの威力であっても決定的な一打にはならない。

　メインジョブが侍であるシンは、盾職のように防御技能に特別優れているわけではないし、強度の高い盾を装備しているわけでもない。

　だが、シンの持つ刀は古代エンシェント級の武器、【真月】だ。並の盾など足元にも及ばないほどの強度がある。

　加えて武器としての性能もトップクラスなので、普通の刀では不可能な防御と攻撃が両立できていた。これは、普通は強度を重視した大剣で行うような戦闘法である。

　とはいえ、シンの獲物が【真月】かそれに準ずる代物でなければ、今のジラートの至伝クラスの一撃を防ぐなどできなかった可能性が高いが。

「しっ!!」

　大地に足を埋めたまま、空中にいるジラートに向け、シンは反撃とばかりに【真月】を一閃させる。

　ジラートはシンの刀が振られるよりわずかに早く、移動系スキル【飛影】で距離を取った。

　シンの胸中を満たすのは驚きだ。ゲームのころには考えもしなかった動きをジラートはしている。

　反動のある【絶佳】はともかく、【八華掌】から【双輪】、さらに【飛泉】への流れるようなコンビネーションは、攻撃を受けた身であっても見事だと思えた。

　この戦法を編み出すのに、一体どれほどの鍛錬を重ねてきたのはわからない。

　ただ１つはっきりしているのは、これが全身全霊を懸けたジラートの実力だということ。ハイヒューマンにすら土をつけかねない、本物の強者。

　それを思うと、シンもジラートと同じように、その胸に悔しさがにじんだ。

　理解はしていた。いや、したつもりだったということだろう。やはりどこかで、ゲームだったころの感覚で戦っていたのだと気づかされる。

　この世界での対人戦は既に経験したと言っても、まともな戦いになどなっていなかった。だからだろう。本当の戦いというものが、わかっていなかった。

　ゆえに、後手に回っている。

「……情けない。命を懸けてる相手に上から目線でものを言って、あげくこのざまか」

　決定打を受けないのは、ステータスと積み上げてきた戦闘経験のおかげだ。だがそれも、今ではジラートに追いつかれつつある。

　挑戦を受けると言いながら、なんという体ていたらく。このままでは、いずれ軽くない一撃を受けかねない。

「……だめだな。それはだめだ」

　シンは考える。初代獣王が追い求めてきた相手が、その程度であってはならない。

　妙な称号ギフトなどなくとも、これほどの相手だと、最期にこそ相応しい相手だと、皆が思えなければならないはずだ。

　これが限界か？

「──違う」

　これがジラートの主の戦いか？

「──違う」

　圧倒的だったはずだ。追随を許さなかったはずだ。

　それがハイヒューマン。頂きに立つ者。

「……悪いジラート。俺はまだ、全力じゃなかった」

　ゲームの戦い方はもう終わり、ここからがシンの全力だ。

「至伝──」

　仕切りなおすのに、小技は無意味。ジラートと同じく、至高の技にてその意を示す。

　構えるは大上段。動きは上から下への唐から竹たけ割わり。

　ただ、その一刀にのみすべてを込める。

「天あま斬ぎり!!」

　天を斬ると銘打った一撃は、刹せつ那なと見紛う速度で一直線にジラートへ走った。

「──っ!!」

　ジラートとてシンが自分を見失っていないことはわかっていたが、それでも瞠どう目もくせざるを得ない。振り下ろした一刀は、ジラートの目をもってしても霞んで見えたのだ。

　本能と直感に従った体が、考えるよりに先に動く。強化に強化を重ねた肉体とジラートの異常ともいえる反応速度が呼応し、かろうじて直撃を防ぐことに成功する。

「くっ！」

　それでも無傷で、とはいかない。戦いに影響はないが、ジラートの胴着タイプの防具、その肩の一部が裂け血が滲んでいた。

　同じ至伝といえど、ジラートの【絶佳】よりも【天斬】の方が、より力が収束しているのだ。

　攻撃を防いだジラートの後方では、【天斬】によって断ち切られた大地がその断面をさらしていた。

　とはいえ、現状受けているダメージ量としては、シンもジラートもそれほど差があるわけではない。

　ただ、シンの発していた気配がわずかに変化したのをジラートは感じていた。今の一撃からも、シンが何かを決意したことが伝わってくる。

「……く、くくく、そうこなくては」

　大の大人でも逃げ出すような、獰猛な笑みを浮かべながらジラートはつぶやく。今この瞬間も死に向かっているというのに、楽しくてたまらない。

　もっと速く、もっと強く。その身に牙を突き立てるまで。

「ルァァアアアアアアッ!!」

　大地を割って走る。

【天斬】もまた、【絶佳】と同じく反動の大きい技だ。当然生じる隙も大きい。それを狙ってジラートは突き進む。今のジラートなら、攻撃可能範囲にシンを捉えるまで２秒とかからない。

「うらぁあああああああ!!」

　そこに響く、シンの咆哮。

　ジラートの拳が届くよりわずかに早く、反動で硬直しているはずのシンの腕が、その意を受けて跳ね上がった。

　刃が閃き、ジラートの拳と火花を散らす。それは、ゲームの頃なら不可能だった動き。

　そしてその刃が翻ひるがえる。反動を抑え込む方法がわかったわけではない。ステータスにものをいわせた強引な制動だ。

　だが、それこそが正解。反動を無効にすることなどできない。ならば、あとは力尽くしかないのだ。

　弧を描いて走る刃にシンの発動した刀術系武芸スキル【燕返し】の動きが加わる。空中で急加速した刃がまた１つ、ジラートの体に傷をつけた。

　────お前ができるんだ。俺にできないはずがないよな？

　────ああ、むしろ遅かったくらいだ。

　互いの笑みが深まる。発せられることのない言葉が、武器を通して伝わってくる。

　そして、決着が近いことを悟らせる。

「──ッ!!」

　笑みを消し、構えたのは同時。

　シンは【真月】を上段に掲げ、ジラートは腰だめに拳を構える。まるで次に何を繰り出してくるのかわかっていたかのように、準備が整うのも同時だった。

　交差する視線が、静かに別れを告げる。

『至伝──』

　これが最後。それを、互いに理解していた。

　放つのは至伝。最後を飾るのに、これ以上の武技はない。

「絶佳!!」

「天斬!!」

　スキルの発動とともに、２人の姿が霞んで消える。刹那ののち、空間を震わせる衝撃とともに、激しい激突音が響き渡った。

　至近距離での至伝の激突。シンとジラートを中心として放射状に地面が陥没する。

　ぶつかり合う力は際限なく高まり、弾かれたわずかなエネルギーが周囲を完かん膚ぷなきまでに破壊していく。

　強すぎる力の反発で弾かれることもあるが、どちらも当然のように至伝を繰り出し続けた。

　ゲームではありえなかった至伝クラスの技の応酬。それは使用者のみならず、互いの武器にも多大な負担をかけていく。

　ピシリと、ひびの入る音が響く。それは果たして、どちらの武器からなのか。

　いくら互いの武器に武器破壊攻撃無効の効果が付与されていたとしても、耐久力というものは確かに存在する。ゆえに、たとえ古代エンシェント級の武器であろうと決して壊れないわけではない。

　しかし、互いの武器が悲鳴を上げているのを聞いても、どちらも力を緩めることはしない。少しでも引けば、その瞬間に打ち負けることがわかるからだ。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」

　ぶつかり、離れ、またぶつかる。

















　一見、拮抗しているかのような戦いのなか、徐々にシンが押していく。

　当然だ、２人の能力は互角ではないのだから。一撃一撃の重さと体への負担、それが明確な差となって表れる。

　だからこそ、ジラートは最後の札を切る。

「至伝!!」

　それは、もはや命を捨てているがゆえの技。

　ジラートの全身から色が抜けていく。そして、それに合わせるように、至近距離でシンの【真月】と競り合っている右拳の力が増し、左拳にも力が集まっていく。

　拳を覆う白い光はジラートの生命力そのもの。命の終わりの最後の煌きが、今この瞬間牙をむく。

「──括かっ穿せん甲こう!!」

　それは鎧や甲殻に大ダメージを与える技。閃光のごとき一撃がシンの持つ【真月】へと炸裂する。

　徐々に大きくなる、何かの砕ける音。

　至伝の多重発動による負担を一身に受けてなお、ジラートは力を込め続けた。

「至伝の同時使用か、反則だな」

　ジラートの一撃を受け止めながらシンは悪態をつく。だが下がらない。お返しとばかりに至伝を発動しながら、【真月】に【術式付与エンチャント・斬撃強化ハイエッジ】を重ねがけする。

　荒れ狂う力を打ち合わせ、互いに今出せる最高の一撃を放つ。

　終わりを悟ったのは、どちらが先だっただろう。

　拮抗したのは一瞬か、数秒か。それとも数分か。

「──ッ!!」

　先に限界に達したのは、互いの武器だった。【真月】の刃が砕け、【崩月】の装甲もまた砕ける。

　しかし、武器が砕けても使用者は止まらなかった。

　残された柄を握ったままのシンは、両手を下げた状態でジラートの方へと足を踏み出す。

　対してジラートは、両の拳を突き出したまま、ただ一心にシンへと突き進む。

　シンは咄嗟にジラートの両手を撥ね上げようとした。

　しかし、拳自体にスキルを纏う【絶佳】と【括穿甲】を前に、何のスキルも纏っていない柄だけになった【真月】では、さすがのシンも防ぎようがなかった。

「とったぁああああ!!」

　シンの腕を左拳で弾き、がら空きになったその胴体にジラートの右拳が炸裂する。

　唸りを上げる拳がシンのコートを引き裂き、鳩尾みぞおちに触れ──ポスンッと音を立てて動きを止めた。

「くっ!!　──────？」

　やられた、そう思ったシンは、ジラートの拳の予想外の軽さに一歩下がって、怪訝な顔を浮かべた。

　ステータスの高さから即死することはないが、それなりのダメージを覚悟していた。しかし、その身を打ったのはまるで威力のない拳。

　シンは突き出された拳に向けていた視線を上げ、改めてジラートを見て──納得した。

「……ジラート」

「…………」

　ジラートは何も答えない。ただ、拳を突き出した状態で硬直している。

「ジラ──」

「聞こえ、とるわ……かはっ」

　もう一度呼びかけようとしたシンの言葉を、ジラートが遮る。同時にわずかに血を吐いて、その場に膝を突いた。

「おいジラート！」

「ぬ、ぅ。どうやら……ここまでらしい」

　駆け寄ろうとしたシンを、ジラートは片手を上げて制止する。回復など意味がないことはわかっていた。

「……最後に一発、くらっちまったか。さすがジラートだ」

「くく、伊だ達てに５００年、生きとらんわ。確かにこの牙、届かせてやったぞ」

　蒼あおい顔をしながらも、ジラートは牙を剥むき出しにして笑う。この身はついに主に届いたと、誇るような笑顔だった。

「くっ……と。さて、積年の願いはなった。シンよ。一撃入れた褒ほう美びに、最後に１つ、頼まれてくれんか？」

　よろよろと立ちあがったジラートは、最後の願いを口にする。それを聞いたシンはわずかな逡巡の後、それを受諾した。

　立つのがやっとのジラートから、10メルほどの距離を取る。そして、静かに【制限リミット】を解放した。

　同時に巻き起こる力の奔流。ジラートと打ち合っていたときの力が生ぬるく思えるほどの、異様な圧力が周囲にほとばしる。

「これほどとは、な……」

　シンから発せられる圧力プレッシャーを受けてなお、ジラートはその場に立ち続けた。最後の願い、それはシンのすべての力を解放した一撃による『とどめ』だ。

　ジラートに抗あらがう力など残っていない。ゆえに最後の試練を乗り越えたシンの力を、目に焼き付けておきたかった。

　シンが構える。砕けた【真月】は柄のみアイテムボックスに収納し、手には何もない。そもそも武器など必要ない。

　シンのとった構えは【絶佳】のため動作。なんとも皮肉なものだと、ジラートは思った。

「……じゃあな」

「さらばだ」

　短い言葉をかわし、シンが一歩を踏み出す。その速度はまさに神速。ジラートの目では、すでにシンが捉えられない。

　だがわかる。その身に迫る一撃を前にして、刹那の世界でジラートはシンを知覚する。

　圧倒的な力と、ほとばしる魔力。すべてを置き去りにする速度。

　その姿は、まさにジラートの憧れた主の姿。記憶にあったかつての姿よりも今のシンは力強かった。

　いつか牙を届かせたい。最上の存在であってほしい。相反する願いは今、形をもってジラートの前にあった。

（ああ、それでこそ、我が──）

　最後の思考は、響き渡った轟ごう音おんの中に溶けていった。
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「終わったようですね」

　わずかな静寂と、その後の一際大きな爆発。木々を薙ぎ倒し、森を横断するのではないかという勢いで突き進んだ衝撃波が止む。

　シュニーだけでなく、丘の上にいた誰もが勝負の決着を悟っていた。

「…………」

　高いステータスを誇るウォルフガングやカゲロウも、何も言わない。否、言えない。

　全身の毛を逆立てながら警戒していた。

　最後の一撃。そのあまりにも強大な圧力に言葉を失っているのだ。誰が放ったのかはわかっているが、それでも楽観できないほどの力の波動。戦わずして敗北を悟らせる、覇は者しゃとしての存在を感じずにはいられなかった。

　出会ってから日の浅い者は、普段のシンという人物からは想像もできない荒々しい気配に息を呑んでいた。

　だからだろう。沈黙の只中にあって、シュニーだけが平然としていた。

「いつまでも呆けているわけにはいきませんよ」

　その一言で、一同がハッと我に返る。自らの王が最期を遂げたのだ。呆けている時間などあるはずがない。

「誰か、こっちに来る」

「あれはおそらく……」

　慌てて周囲に気を張れば、自分たちの方へと近づいてくる者がいることにクオーレとウォルフガングが気づく。いつの間に接近していたのか、丘の下にその姿があった。

　現れた影は１つ。何かを背負ったまま丘の上に向かって歩いてくる。

　言うまでもなく、シンとジラートだ。眠るように目を閉じたジラートをシンが背負っていた。

　到着を待たず、皆が丘を下る。

「シン、その服……」

「ああ、ジラートにな」

　裂け目の入ったコートを見て心配そうにティエラが言うが、シンの仕し草ぐさに深刻なダメージはないとわかり、ほっとしたように頷いていた。

「馬車を出す。ジラートを頼む」

「承知」

　アイテムボックスを操作するために、ジラートの遺体をヴァンとラジムに任せる。馬車を取り出した後は荷台後方に寝かせ、動かないように固定した。

「ジラート様……」

　横たえられた遺体を見て、クオーレが湿った声をもらす。力なく肩を落とし、いつもはピンと張った耳も今はペタリと頭に張り付いていた。

　態度にこそ表れていないが、ウォルフガングもどこか意気消沈した様子だ。

　たとえ本人が望んだ最後だったとしても、残される者が抱く悲しみだけはどうにもならない。

「顔を上げろよ。お前ら」

　そんな２人にシンは声をかける。今までとは違う。どこか威厳のある声で。

「シン殿？」

「お前たちの王は俺に、ハイヒューマンに牙を届かせた。あいつは確かに俺たちと同じ領域に至ったんだ」

　それはこの世界に生きる者にとって不可能と同義。

　限界のその果て。決して辿り着けぬと言われる境地。

　戦いを生業なりわいにするものならば、一度は夢見る至高の頂き。

「誇れ！　たたえろ！　お前たちの王は頂きへと至った戦士だ。泣くのなら、自分の責務を果たしてからにしろ!!」

　悲しんでもいい。泣いてもいい。だが、それは今ではない。

　ウォルフガングはこれからジラートの死を国に、民に伝えなければならない。葬儀も大々的なものになるだろう。クオーレとて現獣王の娘としての役目がある。

　一度悲しみに沈めば、立ち上がるのは容易ではない。当事者にとって、死者が心深くにいればいるほどその身を苛さいなむのだ。

　大切な人を失う痛みも苦しみも、喪失感もシンは知っている。

　だからこそ、言う。今はまだ、そのときではないと。今はジラートの生き様をたたえ、送り出すときだと。

「ジラートなら、そう言うぜ？」

　ウォルフガングとクオーレが顔を上げた。

「……シン、殿……」

「お心遣い、痛み入る」

　酷こくなことを言っているという自覚はある。感謝されるようなことではない。それでも、ここは自分が言うべきだと思ったのだ。

「お嬢も、ウルもそう気を落とすな。王の顔を見てみろ」

　今度はヴァンが２人に声をかける。余談だが、ウルというのは親しい者がウォルフガングを呼ぶときの愛称らしい。

「満足したという顔をしておる。これを見て未練が残ったなどとは、誰も思うまい」

　ラジムもまた、２人を元気づけるために声をかける。ラジムの言う通り、ジラートの顔には仄かな笑みが浮かんでいた。

　長い時間を共にしたヴァンとラジムには、ジラートが何を思って逝ったのか、考えるまでもなく理解できた。

　悲しいという感情は確かにある。しかし、それ以上に安堵の気持ちが強かった。

　ジラートが寿命のことを隠していたのは知っていた。だからこそ、未練を残したまま逝かずにすんだ喜びの方が大きかったのだ。

　おめおめと生き長らえるくらいなら、思うがままに戦い死ぬ。それが戦士として生きてきた者の生き様なのだから。

「そう、ね。めそめそしてたら、笑われちゃう」

「ああ、そうだな」

　最もジラートの近くにいた２人の言葉に、クオーレとウォルフガングも自分を取り戻したようだ。

　２人からはしっかりとジラートの死と向き合い、踏み出す決意が見て取れた。
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　さほど時間をかけずに馬車はエリデンのジラートの屋敷へと到着した。

　ヴァンとラジムによって遺体は安置され、ウォルフガングの指示で各部署の責任者や幹部たちが集められる。ジラートの死が告げられると、驚く者、悲しむ者、どこか安堵の表情を見せる者など反応は様々だった。

　ラルア大森林で何か起こっていると、察していた者もいたようだ。どうやらファルニッドまで戦いの音が響いていたらしい。

　それとジラートの死をつなぎ合わせ、誰と戦ったのだと言う者までいた。

「初代の最後に、相応しいお方だ」

　ウォルフガングはシンの名前は告げなかった。ただ、ジラートの最後の戦いにこれ以上の適役はいないと、はっきりと宣言した。

　それは誰なのかと訝いぶかしむ者も当然いたが、大半の者が、同じハイヒューマン配下の内の誰かだろうとあたりをつけた。シュニーとシュバイドの両名とよくやり取りをしていたのは周囲も知っていたし、それ以外のメンバーも実力に疑いはない。

　納得のいっていなかった者たちも、実際にジラートの遺体と対面してその死に顔を見ると、ウォルフガングの言葉が正しいものだと理解した。

　これは武人気質の者が多いファルニッドだからこその反応だろう。

　全員が納得してからは、とにかく早かった。その日のうちに、ここエリデンで暮らす犬族以外の各コミュニティーに連絡を飛ばし、一致団結して葬儀の準備に取り掛かっていく。

　隠居していたとしてもジラートは紛れもない建国の父。国を挙げての大々的な葬儀となるのは必然だった。

　１週間もしないうちに様々な人が、物がファルニッドへと集まり、葬儀というよりはお祭り騒ぎのようになっていた。

　ファルニッドの部族以外にも国交のある国からも使者が来ているようだ。

　シンは葬儀の準備中、特にやることもないので、資料館へと通う日々を過ごしていた。




　そして、ジラートの死から10日後。ファルニッド獣連合犬族の首都エリデンにて、初代獣王ジラート・エストレアの葬儀が行われた。

　シンとシュニーも参加している。

　シュニーはジラートの死の報を聞いてきたと伝え、何の疑いもなく受け入れられた。シンはシュニーとは別枠で、全身鎧フルプレートを装備してジラートを見送る列に並んだ。

　参列者の中には戦場を共にした装備を身に付けてきている者も多く、歴戦の勇士と見紛う鎧を着たシンも、さぞかし有名な戦士なのだろうと思われていた。ジラートの戦歴は長く、戦場を共にした者同士でも顔見知りでないということが意外と多いのだ。

　葬儀には国の上層部の面々、各部族の長やその息子、引退した元将軍など凄まじい面子がそろっていた。エルフやピクシーの集落からの代表までいる。

　最前列には王であるウォルフガングと娘のクオーレ。

　その隣にはシュニーともう１人──ファルニッドの同盟国である竜皇国キルモントの代表として、シンのサポートキャラクターナンバー４のシュバイド・エトラックがいた。

　黒曜石のような鱗と赤い瞳のハイドラグニル。国を創った者同士、ともにシンのパーティで前衛を務めた者同士として、深い交流があったとシンは聞いていた。両国間はかなりの距離があるはずだったが、どうやら間に合ったらしい。

　シンはその姿を見て懐かしさを覚え、落ち着き次第、直接会いに行こうと考えた。

　葬儀は粛々と進み、トラブル１つなく静かに終了した。ジラートの遺体は歴代の王が眠る地へと埋葬されるらしい。

　大地に生まれ、大地に生かされ、大地に帰る。それが、ビーストの多くが持つ死生観だった。

　式典の最後、狼型タイプ・ウルフ、犬型タイプ・ドッグ、狐型タイプ・フォックスなどのビーストが一斉に遠吠えを行う。最後まで戦い抜いた戦士を送る、葬送の調べだ。

　多くの人々に見送られる中、ジラートの遺体は王の墓へと埋葬された。
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　葬儀が終わると、シンは屋敷に戻った。ウォルフガングや国の幹部たちは、これからのことで話し合わなければならないことが山積みらしく、まだしばらく帰れないようだ。

「隣りに座ってもよろしいですかな？」

　膝の上のユズハを撫でながらぼーっと庭を見ていたシンに声をかけてきたのは、ヴァンだった。後ろにはラジムの姿も見える。

「話し合いはいいのか？」

「我らのような老兵に出番などありませぬ」

　シンを挟むように縁側に腰かけ、ヴァンは言う。そして、その言葉に同意するラジム。

「さよう、国のことはすでに他の者に任せてありますゆえ」

　２人の纏う雰囲気は穏やかで、シンには今にも消えてしまいそうに感じられた。

「お前たちはこれからどうするんだ？」

「旅に、出ようかと」

「旅？」

「はい、仲間も待っておりますゆえ」

「……そうか。仲良くやれよ」

　仲間も待っている──ヴァンの言った言葉と纏った雰囲気に、シンは特別なものを感じた。２人の行く先がわかってしまう。

「……なぁ、２人から見て、ジラートはどんな奴だった？」

　数分の沈黙の後、シンの口から出たのはそんな言葉だった。

「偉大なお方でした」

「比ひ肩けんする者のない戦士でした」

　ヴァンとラジムは懐かしむように、目を閉じて言う。

　誰よりも先に先頭に立ち、道を指し示す先導者。圧倒的な戦闘力を有する、英雄。

「孤独なお方でした」

「寂しがり屋な方でした」

　並び立つ者のいない勇者。孤独な王。

　その戦闘力ゆえに、戦場では１人で戦わざるを得ないことが多かったという。

　シュニーやシュバイドがいなければ、本当に１人で戦場に立ち続けただろうと２人は言った。そのくせ、やたらと仲間に絡んだらしい。

「仲間思いのお方でした」

「戦うことしかできない方でした」

　だからこそ、ジラートの周りには人が集まった。

　仲間のために武器を取り、襲いかかるモンスターを打ち倒し、地殻変動の混乱の中で部族を纏めていく。まるで、お伽とぎ噺ばなしの英雄のように。

　ただ、数多ある英雄譚と違ったのは、本人に王をやる気がなかったことだ。ジラートは純粋な戦闘職。それ以外はからっきしだった。

　民衆はジラートを求めるが、ジラートは本人が自覚するほどに統治能力がなかった。どちらかと言えば将軍職の方があっていたのだ。

　おかげで、支える立場となった者たち──ヴァンとラジムはその筆頭だ──も苦労したという。なのに誰も去ろうとしなかったあたりが、周りとの信頼関係を感じさせた。

　異常ともいえるような戦闘力を持ちながら、孤立することがなかったのはきっとそのおかげだろう。戦場と日常のギャップが凄まじかったと、最後に２人は口をそろえた。

「そうか、教えてくれてありがとな」

　シンの知らないジラートの姿がそこにあった。

「シン殿、あらためて礼を言わせていただきたい」

「なんだ、突然」

　ヴァンが姿勢を正してシンに頭を下げてくる。視線を移せば、ラジムもまた、同じように頭を下げていた。

「おい、２人とも」

「我らが王の願い、叶えてくださったこと。感謝の念が尽きませぬ」

「よしてくれ。本当にたまたまなんだ」

　そう、この世界に戻ってきたのは本当に偶然で、礼を言われることではないとシンは思う。それに、シンが戻ってこなければ、ジラートはまだ生きていたかもしれないのだ。

「そんなことはないと我らは思います」

　ラジムは頭を上げながら言葉をかける。

「終わることない生は、長命種でない我らビーストには苦痛なのです」

　ラジムは言う。ビーストの平均寿命は人とあまり変わらない。長生きしてもせいぜい１２０年ほどだ。

　確かに数百年を生きる者もいるが、全体から見ればほんの一握りに過ぎない。悠ゆう久きゅうの時を生きるエルフやピクシーと比べれば、短すぎる生ともいえる。

　だが、それでいいのだ。エルフにはエルフのピクシーにはピクシーの、そして、ビーストにはビーストの生き方がある。その中で１人道を外れるのは、ひどくつらいことだ。

　自分以外の者が生まれては死んでいく。同じ時代を生きた者たちから置いていかれる。

　それはジラートの精神を徐々に、そして確実に蝕むしばんでいた。

「我らは短き時を生きる者。長すぎる生は終わりのない牢ろう獄ごくと同じ。ゆえにそこから王を解き放って下さったシン殿に、感謝をするのは当然のこと。こちらに戻ってきたのは偶然だとしても、何もせずにはいられぬのです」





　　　　　　　†






　ヴァンとラジムが去って、あたりはすっかり夜の帳とばりが下りていた。夕食は自分たちで何とかすると伝えてあったので、シンを呼びに来る者はいない。

　月明かりが照らす中、シンはまだ縁側にいた。ユズハは尻尾を丸めて眠っている。

「……お帰り」

　シュニーが近づいていたのを察知してシンは声をかける。シンは埋葬を見届けてからすぐ屋敷に移動したが、シュニーはその特殊な立場もあって、すぐには戻れなかったのだ。




　戦いの後のシンは、表面上はこれまでと何の変化もないように見えた。

　だが、シュニーからすれば、何の変化もない状態こそが不自然だった。だからこそそばにいたかったのだが、シュニーが参列しないわけにはいかなかった。

　一通りのあいさつをすませ、屋敷に戻りシンの気配を感じて移動してみると、縁側で夜空を眺めているシンを見つけることができた。ただ、その横顔は月明かりの中に溶けて消えてしまいそうなくらい、儚はかなく見えた。

　そっと近づき、シンを抱きしめる。座っているせいで、シンの顔がシュニーの胸元に抱きこまれる形になるが、表情に大きな変化はない。

「……シュニー？」

　シンが驚いてシュニーの名を呼ぶ。だが、その声もどこか覇気がない。

「今のシンは、どこかに消えてしまいそうです」

　それは奇くしくも、シンがヴァンたちに感じたものと同じだった。胸の内に湧き上がる不安をかき消すように、シュニーはシンを抱く腕に力を込める。

「なんでもいいです。私にできることがあるなら言ってください」

　何ができるかなどわからない。ただ、少しでも元気になってくれるなら、とシュニーは言葉を紡つむぐ。

　ほどなくして、答えが返ってきた。

「少し前にさ、ヴァンとラジムが来たんだ」

　ぽつりぽつりと、シンは２人との会話の内容を伝える。シュニーはシンを抱きしめたまま、その声に耳を傾けた。

「ヴァンとラジムの言い分がわからないわけじゃないんだ」

「はい」

「ジラート自身が望んだことだって言うのもわかってる」

「はい」

「俺だって、納得して相手をした」

「はい」

　話すうちに、シンの声がわずかに震え出す。

　この世界に戻ってきてから、シンがジラートと過ごした時間はひどく短い。

　だが、離れていた時間を埋めるように、最後の戦いでは武器を通して互いの意思をぶつけ合った。ＮＰＣでもデータでもない、本物のジラートと。

　過ごした時間の長さなど２人には関係がなかった。

　だから、これはある意味当然の反応。

　たとえ本人が望んでも。周りの人間が納得していても。それでも。

「〝仲間〟が死ぬのは……きついなぁ……」

　つらいのだ。最後を看取ったのも、シンなのだから。

「……泣いてください。シンは責務を果たしました。もう悲しんでいいんです」

　シンを抱きしめながら、シュニーもまた、自分の視界が滲んでいることに気づく。

　悲しくないはずがない、辛くないはずがない。シュニーにとっても、ジラートは大切な仲間だったのだ。

　月明かりの中、嗚お咽えつもなく、泣き声を上げることもなく。

　ただ、涙だけが止まらなかった。




　月明かりの下で寄り添い合っていた２つの影が、ゆっくりと離れる。

　その瞳には悲しみを乗り越えた者が持つ、強い光が灯っていた。

　月が傾きを増し、地平線から太陽が顔を見せる。

　世界が光に満ちていく光景を、シンはまっすぐに見つめていた。























　ジラートとの決闘を３日後に控えたある日。

「ファルニッドって、ヒューマンの国よりにぎやかだよな」

「一口にビーストと言っても、習慣や文化は部族によってかなり違いますから」

　シンが何とはなしに言った言葉に、クオーレが律りち儀ぎに返す。

　シンがジラートの住むエリデンにやってきて、すでに４日が経過していた。

　ずっと資料館にこもっているのもよくないと、シュニーやティエラからも言われ、せっかくなので街を観光しようということになったのだ。

　それを聞いたクオーレが即座に案内役に立候補し、今に至る。

　シンの隣を歩いているのはクオーレだけで、シンの頭上で脱力しているユズハ以外は、ティエラのレベルアップに協力して別行動だ。

　シュニーに連れられていくティエラが浮かない顔をしていたのは、おそらく気のせいだろう。また一つ成長して帰ってくるはずだと、シンは自分をごまかした。

「ここまで私のお薦すすめの場所へお連れしましたが、シン殿はどこか、こういう場所に行きたいというようなものはありますか？」

　ファルニッドの首都は王の住む都市に定められる。よって、現在の首都はここエリデンとなる。

　シュニーの説明では集落と聞かされたが、当然村という規模ではない。

　１日かけても回りきるのは難しいだろう。

「行きたい場所、か」

　既にある程度クオーレが案内してくれたので、すぐには思い浮かばなかった。

「そうだな……ん？」

　さてどうするかと考えていたシンの視界に、とある店の看板が映る。それを見たシンは、何とはなしに、頭上で脱力していたユズハを抱いて、眼前に持ってきた。

「くぅ？」

　突然抱えられたユズハは、「なに？」とでも言いたげに一声鳴いた。

「そういえば、ユズハの毛並みが微妙に悪くなってきてる気がする」

　メンバーの１人、カシミアの連れたモンスターたちと戯たわむれることの多かった六天一同。

　毛並みの良いモンスターに抱きついてモフモフを堪たん能のうすることも多かったからか、今のシンは毛並みの乱れがある程度わかるようになっていた。

　無論、ゲームにそんな技能は存在しない。ただ、じっと見つめてみると、やはり毛並みがわずかに悪くなった気がするのも確かだった。

「ちょっと、あの店に寄ってもいいか？」

「あれですか？　ああ、なるほど。わかりました」

　店を見たクオーレはシンが何を考えているのかすぐにわかったようで、すぐに同意した。

　ドアをかけて店に入ると、犬型タイプ・ドッグの女性がやってきた。

「いらっしゃいませ。本日は何をお探しでしょうか？」

　女性はシンの隣に立つクオーレと抱きかかえられたユズハに目を向けてから、微笑ましい視線をシンに向けてくる。

　何かとんでもない勘違いをされているように感じたシンだった。

「ブラッシング用のブラシか、櫛くしを見せて欲しいんですが」

「承知しました。こちらへどうぞ」

　女性に案内された場所には、大小様々なタイプのブラシが陳ちん列れつされていた。ごゆっくりと言う店員そっちのけで、シンはブラシに目を向ける。

　どうやら種族によって好む材質というものがあるらしく、同じ形でも値段から素材まで様々だ。犬ドッグ、狼ウルフ、狐フォックスなどは好みが近いようで、共用できるものも売られていた。

「すごいな。やっぱりマイブラシとか持ってるのか？」

「こだわる人は、素材を自分で取りに行くこともありますよ」

　それは珍しくないようで、クオーレもとっておきを持っていると語った。

「こだわりがすごいな。そういえば、カシミアにもらった奴はまだ使えるのか？」

　ビーストたちのブラシへのこだわりに感心していたシンは、ふとそんなことを思い出す。

　最高峰の調教師テイマーだった、カシミア謹きん製せいの一品。ゲーム時代にジラートにブラッシングをしたときは、気持ち良さそうにしていたものである。

「ゆっくり観光するには時間が足りないし、たまにはユズハにサービスするか」

「くぅ！」

　毛並みがよくなるというアイテムをいくつか購入して、シンたちは店を出た。




　屋敷まで戻ると、シンは部屋の外の縁側に座って、アイテムボックスからかつて使っていたブラシ【グルーマイスター】を取り出した。

　見た目こそ濃い茶色の、どこにでもありそうなブラシ。

　しかし、その柄には世界樹の幹を、毛には【タイラント・ブリストル】というレベル８００を超える巨大な毛の塊のようなモンスターから取れる素材を使っている。

　ちなみに説明文には、『これであなたもブラッシングマスター。最高の毛並みを君へ』という一文が載っていた。ブラッシングするだけで、犬や猫、馬などをモデルにしたモンスターの好感度が上昇する、まさにスーパーブラシである。

　本来はブラッシング用のブラシにも様々な種類があるらしいが、このブラシは抜け毛、毛玉取りから毛すきまでをこなす、魔術道具マジックアイテムでもあった。

「じっとしててくれよ」

　そう言って、シンはユズハの背にブラシを当てる。まずは軽く、ほぐすようにブラシをかけていく。

「くぅ～……」

　力を込めすぎないように注意しながら、絡んだ毛をほぐしていく。

　丁てい寧ねいな手つきで繰り返されるブラッシングが心地いいのか、ユズハは力の抜けるような鳴き声を漏らした。

「…………」

　そんなユズハを、羨ましそうに見つめているのはクオーレだ。

　街の案内も終わったので自由になったはずなのだが、シンがユズハのブラッシングをすると聞いて、ぜひ見せてほしいと頼んだのだ。

　シンも特に断る理由もなかったので、退屈かもしれないが、という前置きをして了承していた。

　ジラートに聞かされ続けて積み重なったシンに対する憧れと、ユズハへのブラッシングの手つきの丁寧さを見て、クオーレはつい、こんなことを考えてしまう。

　──た、頼んだらだめかな？

　──いや、ハイヒューマンたる御方にそれは失礼というものだ、うん。

　──でもなぁ、でもなぁ。

　ビーストにとって、異性にブラッシングや毛づくろいをしてもらうことには、特別な意味──恋人、家族などの親密な関係や、好意を持っているという意思表示など──がある。

　女性が男性にそれを求めるのが、必ずしも告白の意味を持つわけではないが、やはり特別なことには変わりない。

　耳と尻尾をぴくぴくさせながらクオーレが内心どうしようか悩んでいると、縁側の向こうから見知った人影が近づいてきた。

「む？　シンか。街を見に行ったのではなかったか？」

「たまには相棒にサービスをと思ってな。ブラッシングをしてたんだ」

「なるほどな。ふむ……せっかくだ。ワシも頼めるか？」

「ああ、もう終わるから少しだけ待ってくれ。そういえば、このブラシもジラートの為にカシミアに作ってもらったんだったな」

　そんな会話を交わして、ジラートはシンの隣に腰かけた。

　数分でユズハのブラッシングが終わり、今度は獣化したジラートのブラッシングが始まる。

「…………」

　そんな光景を見てクオーレは絶句していた。ジラートが今は亡き妻以外の誰にもブラッシングをさせたことがないのは、クオーレもよく知っていたからだ。

　しかし今、目の前には目を閉じて横たわるジラートと、丁寧な手つきでブラシを動かすシン。

　その様子は、主人と主人の膝の上に身を預ける大型犬のように、クオーレの目に映っていた。狼型タイプ・ウルフは犬扱いされるのを嫌うが、そう思わずにはいられない。

　クオーレは２人の間にある確かな信頼を感じていた。

（ジラート様のあんな顔、初めて見た）

　獣化していると表情がわかりにくくなるものだが、同じ狼型タイプ・ウルフのビーストであるクオーレには、ジラートが全身の力を抜いてリラックスしているのが、よくわかった。

　ユズハと違い、体格の大きいジラートだったが、結局、30分もかからずに終了した。

「うむ、久しぶりにすっきりしたな」

「そりゃなによりだ」

「さて、この際だ。クオーレもやってもらってはどうだ？」

「え!?」

　クオーレにとっては願ったり叶ったりだが、予想外の展開に、思わず大声を出してしまった。

「俺はいいが、やってもいいものなのか？　モンスターのユズハや男のジラートはともかく、クオーレは女性だろ。こういうのは相手が異性だと、途端に妙な意味を持つってことが多いが」

　シンが疑わしげな顔をジラートに向ける。知識はなくとも、行為の意味について考えつくものがあった。

「問題あるまい。ワシの主がワシの子孫に手をかけてくれるのを、咎とがめる理由はなかろうよ。クオーレも期待しておったようだしな」

「なっ!?　ジ、ジラート様!?」

　ジラートの発言に顔が赤くなるクオーレ。事実なだけに否定の言葉など出ようはずもない。

　あたふたと何かを言おうとして、けっきょく最後には俯うつむきながら、消え入るような声で「はい」と答えるしかなかった。

「えーと、じゃあなるべく丁寧にやるけど、女性のブラッシングは初めてなんだ。もし力が入りすぎてたりしたら、遠慮なく言ってほしい」

「わかりました。よろしくお願いします」

　獣化したクオーレは、ジラートと同じようにシンに体を預けた。

　すぐに後頭部のあたりにブラシが当たる感触がする。ゆっくりかつ慎重に、絡まった毛を引っ張って痛みを与えないように注意しているのが、よくわかる手つきだった。

「……っ！　……っぅ……んぅ」

　道具がいいからか、シンの技術ゆえか。

　普段のブラッシングでは感じたことのない心地よさに、クオーレの口から途切れ途切れに声が漏れた。ブラシで一撫でされるたびに気分が和らいでいく。

　数分としないうちに、クオーレは夢見心地になっていた。

「くくっ、どうやら気に入ったようだな」

「くぅ。シンじょうず」

　ジラートとユズハがわかる、わかるというように頷いていたが、クオーレは気づかない。まるで極上のマッサージでも受けているかのような心地よさに、頬を緩ませていた。

「よし、終わったぞ」

「わふぅ……ありがとうござ──はっ!?　私は今何をっ!?」

　ジラートが笑う。

「いつも人前では、気を抜かないようにしていただろうに」

「うう……ちょっと油断したというか、とにかく違うんです！」

　自分の部屋にいるときくらいしか出さない声を聞かれ、気恥ずかしさが増す。

　ただシンに頭や首を撫でられると、少しだけ落ち着きを取り戻せた。前を見れば、同じように撫でられてリラックスしているジラート。

　いつの間にかジラートの上では、ユズハがくてっと脱力している。

　その様子に、クオーレは柔らかい笑みを浮かべていた。




　しばらくして帰ってきたティエラやシュニーは、そのときのシンが、愛犬に囲まれている主人のようだった、と苦笑気味に語った。

　それはジラートが逝くほんの数日前のこと。

　かつて過ごした日々のような、穏やかな時間だった。
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